
第
四
章

生
物
の
分
布

第
一
節

調
査
・
保
護
活
動
の
あ
ゆ
み

支
笏
湖
と
周
辺
の
調
査

支
笏
湖
は
全
国
的
に
み
て
も
魅
力
的
な
自
然
を
抱
え
た
湖
で
あ
り
、
古
く
か
ら
注
目

さ
れ
て
き
た
。
陸
水
生
物
学
的
な
調
査
報
告
は
一
九
世
紀
末
か
ら
み
ら
れ
る
（
田
中
一

九
九
二
）。
な
か
で
も
、
水
産
魚
と
し
て
明
治
二
十
七
（
一
八
九
四
）
年
に
阿
寒
湖
か

ら
ヒ
メ
マ
ス
が
移
植
さ
れ
て
以
来
、
餌
生
物
で
あ
る
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
に
つ
い
て
の
調
査

は
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
た
。
ま
た
底
生
動
物
の
調
査
も
古
く
は
昭
和
七
（
一
九
三
二
）

年
に
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
深
底
部
の
底
生
動
物
の
調
査
は
散
見
さ
れ

る
が
、
沿
岸
帯
の
底
生
動
物
に
つ
い
て
は
近
年
ま
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。

北
海
道
の
植
生
研
究
を
大
き
く
発
展
さ
せ
た
舘
脇
操
は
大
正
時
代
か
ら
支
笏
湖
周
辺

の
原
生
林
に
感
銘
を
受
け
、
幾
度
も
足
を
運
び
森
林
の
調
査
を
行
っ
て
き
た
。
昭
和
三

十
五
年
に
は
集
中
的
に
大
掛
か
り
な
調
査
を
行
い
、
そ
の
成
果
は
翌
年
『
支
笏
湖
を
中

心
と
す
る
森
林
植
生
』
と
し
て
報
告
さ
れ
た
。

各
分
野
ご
と
に
支
笏
湖
と
周
辺
地
域
の
自
然
に
関
す
る
研
究
が
行
わ
れ
て
は
き
た
も

の
の
、
総
合
的
な
研
究
は
な
か
っ
た
。
昭
和
六
十
三
年
、
札
幌
の
研
究
者
を
中
心
と
す

る
有
志
に
よ
っ
て
ヒ
メ
マ
ス
を
象
徴
と
す
る
支
笏
湖
の
自
然
を
解
明
す
る
べ
く
「
支
笏

湖
の
水
と
チ
ッ
プ
の
会
」
が
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
ほ
ぼ
年
一
回
会
報
が
発
刊
さ

れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
物
や
自
然
の
情
報
が
蓄
積
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
平
成
十
九（
二

〇
〇
七
）
年
、『
支
笏
湖
の
人
と
自
然
』
と
し
て
こ
れ
ま
で
の
調
査
活
動
の
成
果
が
ま

と
め
ら
れ
た
。

そ
の
他
の
地
域
の
調
査

支
笏
湖
と
は
対
照
的
に
、
現
在
の
市
街
地
で
あ
る
中
央
部
か
ら
東
部
に
か
け
て
は
昭

和
末
期
ま
で
目
立
っ
た
調
査
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
都
市
化
の
進
展
に
と
も

な
っ
て
自
然
環
境
に
も
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

昭
和
四
十
八
年
、
千
歳
市
の
主
要
な
水
道
水
源
で
あ
る
内
別
川
の
流
域
に
ゴ
ル
フ
場

の
開
発
計
画
が
持
ち
上
が
っ
た
。
し
か
し
内
別
川
周
辺
に
は
多
数
の
遺
跡
が
存
在
す
る

こ
と
か
ら
開
発
は
中
止
と
な
り
、
流
域
は
史
跡
と
し
て
保
全
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

保
全
の
た
め
の
調
査
の
一
環
と
し
て
鳥
類
、
魚
類
、
植
物
を
含
む
自
然
史
調
査
が
行
わ

れ
た
（
市
教
委
一
九
七
八
）。

こ
の
頃
か
ら
千
歳
市
で
は
大
規
模
な
開
発
が
計
画
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
全
国
的

に
も
自
然
破
壊
や
環
境
悪
化
が
社
会
問
題
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
大
規
模
開
発
に
あ

た
っ
て
は
事
前
に
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
（
環
境
影
響
評
価
）
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
昭
和
五
十
三
年
に
着
手
さ
れ
た
泉
沢
地
区
の
開
発
や
平
成
五
年
に
着
手
さ
れ
た

美
々
川
源
流
部
周
辺
の
開
発
「
千
歳
美
々
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
事
前
に
環
境
ア
セ
ス

メ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
植
物
、
鳥
類
、
昆
虫
な
ど
の
生
物
相
が
調
べ
ら
れ
た
。
ま
た
、
昭

和
五
十
六
年
の
千
歳
川
流
域
の
氾
濫
を
契
機
に
立
案
さ
れ
た
千
歳
川
放
水
路
計
画
に
伴

い
、
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
環
境
の
調
査
が
長
年
に
わ
た
り
大
掛
か
り
に
行
わ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
皮
肉
に
も
開
発
が
自
然
の
解
明
の
契
機
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か

し
、
多
額
の
予
算
を
費
や
し
て
行
わ
れ
た
調
査
結
果
の
基
礎
デ
ー
タ
を
掲
載
し
た
報
告

書
は
公
開
を
前
提
と
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
残
念
な
が
ら
そ
の
成
果
を
一
般
市
民
の

み
な
ら
ず
、
専
門
家
も
あ
ま
り
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

平
成
四
年
か
ら
八
年
に
か
け
て
、
千
歳
市
に
よ
っ
て
市
域
の
自
然
環
境
調
査
が
行
わ

れ
た
。
専
門
家
に
加
え
、
市
民
も
自
然
リ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
植
物
、
動
物
の
調
査
に
加

わ
っ
た
。
対
象
生
物
は
植
物
、
哺
乳
類
、
両
生
類
、
爬
虫
類
、
昆
虫
類
、
魚
類
、
底
生

動
物
と
広
範
囲
に
わ
た
っ
た
。
周
辺
市
町
村
に
類
例
を
見
な
い
画
期
的
な
調
査
で
あ
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り
、
市
内
の
生
物
の
分
布
情
報
が
一
気
に
高
め
ら
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
支
笏
湖
地

域
は
調
査
対
象
に
含
め
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
地
域
の
自
然
状
況
を
把
握
す
る
と
い
う

観
点
か
ら
は
片
手
落
ち
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
支
笏
湖
周
辺
は
市
内
で
も
っ
と
も
自
然
が
残
さ
れ
て
い
る
地
域
で
あ
り
な
が

ら
、
前
述
の
『
支
笏
湖
の
人
と
自
然
』
が
刊
行
さ
れ
る
ま
で
は
む
し
ろ
千
歳
市
域
の
中

で
自
然
情
報
蓄
積
の
後
進
地
域
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

自
然
の
保
全

支
笏
湖
地
域
は
「
支
笏
洞
爺
国
立
公
園
」
の
一
部
と
し
て
昭
和
二
十
四
年
、
全
国
で

一
四
番
目
の
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
た
。
湖
と
周
辺
一
帯
は
特
別
地
域
に
指
定
さ
れ
、

開
発
行
為
が
厳
し
く
制
限
さ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
、
オ
コ
タ
ン
ペ
湖
と
そ
の
周
辺
お

よ
び
樽
前
山
山
頂
周
辺
は
特
別
保
護
地
区
に
指
定
さ
れ
、
動
植
物
採
取
も
含
め
一
切
の

現
状
変
更
行
為
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
千
歳
川
の
蘭
越
浄
水
場
か
ら
さ
け
ま
す
セ
ン
タ
ー
千
歳
営
業
所
に
か
け
て
の

区
間
と
内
別
川
流
域
は
平
成
十
二
年
か
ら
十
五
年
に
か
け
て
あ
い
つ
い
で
千
歳
市
の
第

一
種
自
然
環
境
保
全
地
区
に
指
定
さ
れ
、「
厳
格
に
保
護
・
保
全
す
る
地
区
」
と
し
て

位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

青
葉
公
園
は
市
街
地
に
近
接
す
る
都
市
公
園
で
あ
る
が
、
戦
前
は
国
有
林
の
保
安
林

と
し
て
守
ら
れ
て
き
た
た
め
に
森
林
が
比
較
的
よ
く
保
存
さ
れ
て
き
た
。
公
園
開
設
以

来
多
く
の
運
動
競
技
施
設
な
ど
の
建
設
に
よ
り
、
生
息
す
る
動
植
物
は
大
き
く
影
響
を

受
け
た
と
考
え
ら
れ
（
小
山
他
一
九
七
二
）、
現
在
で
も
動
植
物
の
多
様
性
が
低
下
傾
向

に
あ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
が
（
今
野
二
〇
〇
九
）、
そ
れ
で
も
な
お
市
街
地
に
隣

接
し
て
い
る
わ
り
に
は
自
然
の
豊
か
な
森
林
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
平
成
十
二
年
に
は

千
歳
市
に
よ
り
第
二
種
自
然
環
境
保
全
地
区
に
指
定
さ
れ
、「
市
民
が
利
用
・
活
用
し

な
が
ら
保
全
す
る
地
区
」
と
し
て
保
全
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

平
成
三
年
、
千
歳
の
主
要
な
水
道
源
で
あ
る
内
別
川
の
環
境
を
守
る
運
動
に
端
を
発

し
て
、「
千
歳
の
自
然
保
護
協
会
」
が
設
立
さ
れ
た
。
水
に
関
わ
る
自
然
環
境
を
守
る

こ
と
に
主
眼
を
お
い
て
、
開
発
計
画
に
目
を
光
ら
せ
、
支
笏
湖
と
周
辺
の
環
境
を
守
る

活
動
（
美
笛
の
巨
木
の
森
の
保
護
運
動
、
水
上
バ
イ
ク
、
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の
規
制

呼
び
か
け
な
ど
）、美
々
川
流
域
の
ゴ
ル
フ
場
造
成
の
反
対
な
ど
自
然
保
護
活
動
を
行
っ

て
き
た
。
ま
た
、
植
物
の
観
察
会
な
ど
の
普
及
啓
発
活
動
や
、
青
葉
公
園
の
植
物
相
な

ど
の
調
査
活
動
を
行
い
、
そ
の
成
果
は
平
成
十
九
年
『
千
歳
市
青
葉
公
園
の
植
物
』
と

し
て
上
梓
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
市
民
に
よ
る
運
動
は
、
こ
れ
ら
行
政
に
よ
る
自
然
の
保
全
を
促
進
す
る
力

と
な
り
、
ま
た
貴
重
な
自
然
を
破
壊
す
る
開
発
行
為
の
抑
止
に
つ
な
げ
て
き
た
。
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第
二
節

千
歳
の
植
生

第
一
項

植
生
変
遷

花
粉植

物
は
子
孫
を
残
す
た
め
に
、
毎
年
花
を
咲
か
せ
大
量
の
花
粉
や
胞
子
を
放
出
す

る
。
空
中
に
放
出
さ
れ
た
も
の
の
受
粉
に
関
与
し
な
か
っ
た
大
量
の
花
粉
や
胞
子
は
、

地
上
や
水
面
に
落
下
し
流
水
で
湖
沼
や
湿
原
、
海
域
に
運
ば
れ
堆
積
す
る
。
花
粉
や
胞

子
の
外
膜
は
短
時
間
の
酸
・
ア
ル
カ
リ
の
中
で
も
溶
解
し
な
い
強
靱
な
物
質
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
泥
炭
や
シ
ル
ト
・
粘
土
と
い
っ
た
水
域
で
の
堆
積
物
の
中
に
化
石
と
し
て

保
存
さ
れ
る
。
し
か
し
、
太
陽
光
や
好
気
性
バ
ク
テ
リ
ア
に
は
弱
く
、
空
気
の
流
通
性

が
よ
い
陸
成
堆
積
物
中
で
は
腐
食
さ
れ
や
す
い
。
花
粉
や
胞
子
の
形
態
は
植
物
の
種
類

に
よ
っ
て
異
な
り
、
堆
積
物
中
に
含
ま
れ
る
花
粉
や
胞
子
が
ど
の
よ
う
な
組
み
合
わ
せ

で
、
ど
の
よ
う
な
割
合
で
含
ま
れ
る
か
を
調
べ
る
こ
と
で
、
当
時
の
植
生
の
復
原
や
変

遷
を
辿
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
水
中
に
落
下
し
た
花
粉
や
胞
子
は
子
孫
を
残
す
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
が
、
自
然
史
の
謎
を
と
く
た
め
の
生
き
証
人
と
な
っ
て
い
る
。

氷
河
期
の
植
生

千
歳
市
周
辺
は
約
四
万
二
〇
〇
〇
年
前
に
噴
出
し
た
支
笏
カ
ル
デ
ラ
か
ら
の
火
山
噴

出
物
で
厚
く
覆
わ
れ
、
火
山
噴
出
物
以
外
の
堆
積
物
が
露
出
し
た
場
所
は
限
ら
れ
る
。

現
在
の
と
こ
ろ
最
終
間
氷
期
（
約
一
三
万
年
〜
約
一
二
万
年
前
）
及
び
最
終
氷
河
期
初

期
か
ら
中
期
頃
ま
で
（
約
一
二
万
年
前
〜
約
四
万
年
前
）
の
堆
積
物
が
馬
追
丘
陵
の
東

側
の
東
千
歳
新
川
付
近
で
、
最
終
氷
河
期
後
期
（
約
二
万
年
前
〜
約
一
万
七
〇
〇
〇
年

前
）
の
埋
没
林
や
堆
積
物
が
長
都
や
柏
台
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。

（
一
）
東
千
歳
新
川
付
近
の
氷
河
期
堆
積
物
と
植
生

東
千
歳
新
川
付
近
の
丘
陵
下
に
は
、
ま
だ
夕
張
川
が
太
平
洋
に
注
い
で
い
た
最
終
間

氷
期
の
堆
積
物
で
あ
る
東
千
歳
層
と
、
最
終
氷
河
期
初
期
か
ら
中
期
の
湖
沼
性
堆
積
物

で
あ
る
新
川
層
が
分
布
す
る
（
北
川
他
一
九
七
四
）。
東
千
歳
層
は
礫
と
砂
の
互
層
で
部

分
的
に
ク
ロ
ス
ラ
ミ
ナ
が
発
達
す
る
ほ
か
、
多
量
の
木
材
化
石
を
含
む
陸
成
の
堆
積
物

で
、東
千
歳
か
ら
追
分
町
に
か
け
た
馬
追
丘
陵
の
東
側
に
分
布
す
る
。礫
種
は
硬
砂
岩
、

チ
ャ
ー
ト
、
深
成
岩
類
、
緑
色
片
岩
と
い
っ
た
夕
張
山
地
を
構
成
す
る
白
亜
系
に
由
来

す
る
堆
積
岩
が
卓
越
す
る
が
、
第
三
系
の
砂
岩
、
泥
岩
も
含
ま
れ
て
い
る
。

砂
礫
層
に
含
ま
れ
て
い
た
木
材
化
石
は
ト
ネ
リ
コ
属
（
ヤ
チ
ダ
モ
）、
ヤ
ナ
ギ
属
（
各

種
ヤ
ナ
ギ
類
）、
ニ
レ
属
（
ハ
ル
ニ
レ
）、
ハ
ン
ノ
キ
属
（
ハ
ン
ノ
キ
・
ケ
ヤ
マ
ハ
ン
ノ

キ
な
ど
）
と
い
っ
た
落
葉
広
葉
樹
が
主
と
な
っ
た
構
成
で
、
直
径
数
�
、
長
さ
十
数
�

小
径
木
か
ら
、
直
径
数
十
�
、
長
さ
十
数
�
に
も
及
ぶ
大
径
木
ま
で
み
ら
れ
た
。
東
千

歳
層
上
位
に
は
後
述
す
る
最
終
氷
河
期
初
期
に
噴
出
し
た
火
山
灰
が
存
在
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
樹
木
構
成
か
ら
も
東
千
歳
層
は
温
暖
期
で
あ
っ
た
間
氷
期
堆
積
物
で
、
当
時

は
冷
温
帯
性
落
葉
広
葉
樹
林
が
分
布
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

砂
礫
が
主
と
な
っ
た
東
千
歳
層
の
上
位
に
は
、
新
川
層
と
呼
ば
れ
る
、
基
底
に
円
礫

層
を
も
つ
青
灰
色
か
ら
灰
褐
色
な
粘
土
層
が
約
一
五
�
の
厚
さ
で
堆
積
し
、
粘
土
層
に

は
八
枚
の
泥
炭
及
び
泥
炭
質
粘
土
層
が
挟
在
し
て
い
る
（
北
川
他
一
九
七
四
）。
下
部
の

第
八
泥
炭
層
か
ら
第
六
泥
炭
層
の
間
に
は
、
約
一
二
万
年
前
に
噴
出
し
た
屈
斜
路
火
山

灰
、
約
一
〇
万
年
前
に
噴
出
し
た
洞
爺
火
山
灰
な
ど
も
挟
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
（
近

藤
一
九
八
三
）、
下
位
の
泥
炭
層
は
最
終
氷
河
期
初
期
の
堆
積
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

東
千
歳
で
は
こ
れ
ら
の
泥
炭
層
の
花
粉
分
析
は
行
わ
れ
て
い
な
い
が
、
周
囲
の
栗
山
町

で
は
針
葉
樹
の
モ
ミ
属
（
ト
ド
マ
ツ
）
と
ト
ウ
ヒ
属
（
エ
ゾ
マ
ツ
・
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
）

が
主
と
な
っ
て
、
カ
ラ
マ
ツ
属
（
グ
イ
マ
ツ
）
や
マ
ツ
属
（
ハ
イ
マ
ツ
）、
広
葉
樹
の

ハ
ン
ノ
キ
属
、
カ
バ
ノ
キ
属
（
シ
ラ
カ
ン
バ
・
ダ
ケ
カ
ン
バ
）
を
若
干
伴
う
亜
寒
帯
性

針
葉
樹
林
が
分
布
し
、
カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
科
（
ス
ゲ
類
）、
ミ
ズ
ゴ
ケ
類
、
ツ
ツ
ジ
科
（
コ

ケ
モ
モ
他
）
が
分
布
し
た
湿
原
が
広
が
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
（
矢

野
他
一
九
九
〇
）、
東
千
歳
周
辺
も
同
様
な
植
生
環
境
下
に
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
屈
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斜
路
火
山
灰
を
挟
在
し
た
泥
炭
層
は
石
狩
低
地
帯
各
地
に
分
布
し
、
そ
の
下
位
で
は
い

ず
れ
の
場
所
で
も
冷
温
帯
性
落
葉
広
葉
樹
林
の
存
在
が
確
認
さ
れ
、
上
位
で
は
ト
ウ
ヒ

属
や
モ
ミ
属
が
主
と
な
っ
た
亜
寒
帯
性
針
葉
樹
林
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
最
終

氷
河
期
に
入
っ
て
す
ぐ
に
急
激
な
寒
冷
化
が
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

新
川
層
上
部
も
四
枚
の
泥
炭
層
と
支
笏
火
山
の
初
期
噴
出
物
、
ク
ッ
チ
ャ
ロ
火
山
噴

出
物
が
挟
在
し
た
粘
土
層
が
主
と
な
っ
た
湖
沼
性
堆
積
物
で
、
そ
の
時
期
は
約
五
万
年

前
か
約
四
万
年
前
頃
と
推
定
さ
れ
る
。
第
四
泥
炭
層
か
ら
第
二
泥
炭
層
の
花
粉
分
析
結

果
で
は
、
針
葉
樹
の
ト
ウ
ヒ
属
と
モ
ミ
属
が
主
と
な
り
、
マ
ツ
属
、
カ
ラ
マ
ツ
属
が
若

干
伴
い
、
他
に
広
葉
樹
の
ハ
ン
ノ
キ
属
と
カ
バ
ノ
キ
属
を
交
え
た
亜
寒
帯
性
針
葉
樹
林

が
分
布
し
、
ミ
ズ
ゴ
ケ
や
コ
ケ
モ
モ
、
シ
ダ
類
が
主
と
な
っ
た
湿
原
が
広
が
っ
た
状
態

が
継
続
し
て
い
た
（
北
川
他
一
九
七
四
）。
針
葉
樹
の
構
成
か
ら
、
現
在
よ
り
も
年
平
均

気
温
が
約
四
℃
前
後
低
い
、
サ
ハ
リ
ン
中
部
の
気
候
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

千
歳
市
周
辺
を
厚
く
覆
っ
た
支
笏
火
山
噴
出
物
は
そ
の
後
、
氷
河
期
の
寒
冷
気
候
下

で
の
風
化
作
用
で
細
か
く
砕
か
れ
、
冬
期
の
西
風
で
集
積
さ
れ
て
各
所
に
内
陸
砂
丘
が

形
成
さ
れ
た
。
北
川
他
（
一
九
七
四
）
で

は
、
古
砂
丘
の
形
成
時
期
は
約
二
万
八
〇

〇
〇
年
〜
約
二
万
二
〇
〇
〇
年
前
頃
と
推

定
し
て
お
り
、
火
山
噴
出
物
の
堆
積
直
後

か
ら
砂
丘
の
固
定
が
終
わ
る
ま
で
は
、
軽

石
が
砕
か
れ
た
砂
が
飛
び
か
う
砂
漠
の
状

態
が
続
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
当
時
の
千

歳
市
周
辺
は
寒
冷
で
乾
燥
し
た
気
候
状
態

で
、
亜
寒
帯
性
針
葉
樹
林
は
湖
沼
や
河
川

周
辺
な
ど
に
限
ら
れ
て
分
布
し
て
い
た
と

推
定
さ
れ
る
。

（
二
）
千
歳
市
長
都
・
柏
台

長
都
か
ら
長
沼
町
付
近
に
は
、
支
笏
火
山
噴
出
物
の
堆
積
で
太
平
洋
へ
注
い
で
い
た

石
狩
川
の
流
路
が
せ
き
止
め
ら
れ
て
で
き
た
長
都
沼
・
馬
追
沼
な
ど
の
湖
沼
が
存
在
し

て
い
た
。
長
都
沼
に
は
か
つ
て
千
歳
川
、
長
都
川
、
祝
梅
川
が
注
い
で
い
た
が
、
沼
の

埋
め
立
て
河
川
改
修
等
で
現
在
は
沼
が
存
在
し
た
痕
跡
は
見
ら
れ
な
い
。

長
都
沼
近
く
に
位
置
し
た
ユ
カ
ン
ボ
シ
川
に
沿
っ
た
微
高
地
上
に
位
置
し
て
い
た
の

が
ユ
カ
ン
ボ
シ
Ｃ
１５
遺
跡
で
あ
る
。
支
笏
火
山
噴
出
物
の
緩
斜
面
が
湧
水
や
流
水
に

よ
っ
て
浸
食
・
下
刻
さ
れ
て
谷
地
形
が
形
成
さ
れ
、
そ
こ
に
泥
炭
、
粘
土
、
シ
ル
ト
の

互
層
が
堆
積
し
、
そ
の
上
位
に
厚
さ
約
二
�
の
恵
庭
火
山
灰
が
谷
を
埋
め
る
よ
う
に
堆

積
し
て
微
高
地
が
形
成
さ
れ
、
そ
の
上
が
旧
石
器
時
代
の
細
石
刃
、
縄
文
時
代
中
・
後

期
、
続
縄
文
時
代
、
擦
文
文
化
期
、
ア
イ
ヌ
文
化
期
の
遺
跡
と
な
っ
て
い
る
。
埋
積
さ

れ
た
谷
地
形
の
最
下
層
を
構
成
す
る
泥
炭
や
粘
土
、
シ
ル
ト
の
互
層
中
で
埋
没
林
の
存

在
、
小
型
の
ナ
イ
フ
型
石
器
の
出
土
や
炭
化
物
の
集
中
が
確
認
さ
れ
て
い
る
（
道
埋
文

一
九
九
八
、
一
九
九
九
）。

最
終
氷
河
期
後
期
の
古
植
生
が
確
認
さ
れ
た
の
は
支
笏
火
山
噴
出
物
を
刻
ん
だ
谷
を

埋
め
た
泥
炭
や
粘
土
、
シ
ル
ト
の
互
層
で
、
四
枚
の
泥
炭
層
（
上
位
か
ら
泥
炭
一
〜
四

層
）
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
発
掘
区
で
確
認
さ
れ
た
埋
没
林
か
ら
採
取
し
た
八
〇
点
の

樹
木
サ
ン
プ
ル
の
大
部
分
が
、
亜
寒
帯
性
針
葉
樹
を
代
表
す
る
カ
ラ
マ
ツ
属
と
同
定
さ

れ
（
道
埋
文
一
九
九
九
）、
樹
幹
の
周
辺
か
ら
は
グ
イ
マ
ツ
の
葉
片
、
端
子
、
枝
条
、
毬

果
と
コ
ケ
モ
モ
の
枝
が
多
量
に
出
土
し
た
こ
と
か
ら
、
埋
没
林
は
グ
イ
マ
ツ
の
純
林
に

ち
か
い
林
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
根
株
も
確
認
さ
れ
て
お
り
樹
幹
や
枝
条
、
端
子
、
葉
片
、

毬
果
が
現
地
性
の
も
の
で
あ
り
、
水
流
で
運
ば
れ
て
再
堆
積
し
た
も
の
で
は
な
く
現
地

性
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

根
株
の
密
度
か
ら
、
泥
炭
四
層
下
半
部
で
は
極
め
て
稀
、
四
層
上
半
部
で
は
無
く
、

三
層
で
極
め
て
稀
、
二
層
で
最
も
密
な
林
で
あ
っ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
（
道
埋
文
一
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九
九
九
）。

泥
炭
や
粘
土
、
シ
ル
ト
の
花
粉
分
析
結
果
で
は
針
葉
樹
の
カ
ラ
マ
ツ
属
、
ト
ウ
ヒ
属

が
主
で
、
モ
ミ
属
と
マ
ツ
属
、
広
葉
樹
の
ハ
ン
ノ
キ
属
、
カ
バ
ノ
キ
属
を
伴
い
、
草
本

類
で
は
カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
科
（
ス
ゲ
類
）、
イ
ネ
科
が
主
と
な
り
、
バ
ラ
科
（
ワ
レ
モ
コ

ウ
）、
キ
ク
亜
科
、
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科（
カ
ラ
マ
ツ
ソ
ウ
・
ア
キ
カ
ラ
マ
ツ
）、
ヨ
モ
ギ
属
、

胞
子
の
コ
ケ
ス
ギ
ラ
ン
属
、
ヒ
カ
ゲ
ノ
カ
ズ
ラ
科
、
ミ
ズ
ゴ
ケ
類
、
潅
木
の
ヤ
マ
モ
モ

属
（
ヤ
チ
ヤ
ナ
ギ
）、
ツ
ツ
ジ
科
（
コ
ケ
モ
モ
他
）
を
伴
う
花
粉
構
成
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
る
（
山
田
一
九
九
八
）。
埋
没
林
の
樹
木
構
成
か
ら
は
発
掘
区
内
で
検
出
さ
れ
た
の

は
、
グ
イ
マ
ツ
の
純
林
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
花
粉
分
析
の
結
果
で

は
周
囲
に
ト
ウ
ヒ
属
（
エ
ゾ
マ
ツ
・
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
）
と
モ
ミ
属
か
ら
な
る
針
葉
樹
林

も
存
在
し
た
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、
ス
ゲ
類
が
主
と
な
り
、
イ
ネ
科
、
ワ
レ
モ
コ
ウ
、

キ
ク
亜
科
、
カ
ラ
マ
ツ
ソ
ウ
、
ヨ
モ
ギ
属
、
コ
ケ
ス
ギ
ラ
ン
、
ヒ
カ
ゲ
ノ
カ
ズ
ラ
、
ヤ

チ
ヤ
ナ
ギ
や
コ
ケ
モ
モ
類
が
繁
茂
し
た
湿
原
の
存
在
が
推
定
さ
れ
る
。

埋
没
林
か
ら
採
取
さ
れ
た
樹
幹
の
放
射
性
炭
素
年
代
測
定
値
で
は
、
泥
炭
四
層
で
は

約
二
万
年
前
、
泥
炭
二
層
で
約
一
万
七
〇
〇
〇
年
前
の
値
が
得
ら
れ
て
お
り
、
出
土
し

た
石
器
の
年
代
と
も
調
和
し
て
い
る
。

柏
台
で
は
支
笏
火
山
噴
出
物
を
母
材
と
し
て
形
成
さ
れ
た
古
砂
丘
上
に
位
置
し
た
、

柏
台
１
遺
跡
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
。
細
石
刃
群
と
不
定
形
石
器
群
が
出
土
し
た
旧

石
器
時
代
の
遺
跡
で
、
樽
前
火
山
・
恵
庭
火
山
噴
出
物
で
厚
く
覆
わ
れ
た
石
器
群
出
土

層
上
部
か
ら
埋
没
林
の
痕
跡
が
発
掘
さ
れ
た
（
道
埋
文
一
九
九
九
）。
木
部
は
失
わ
れ
鉄

分
に
置
換
さ
れ
て
形
状
を
保
つ
状
態
で
あ
っ
た
が
、
数
多
く
の
株
痕
、
根
痕
、
倒
木
痕

が
発
掘
さ
れ
、
株
痕
や
根
痕
の
形
態
か
ら
は
カ
ラ
マ
ツ
属
、
ト
ウ
ヒ
属
、
カ
バ
ノ
キ
属
、

ハ
ン
ノ
キ
属
の
存
在
が
推
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
炉
跡
か
ら
は
モ
ミ
属
と
ト
ウ
ヒ
属

の
可
能
性
が
強
い
炭
化
物
が
出
土
し
て
お
り
、
発
掘
さ
れ
た
埋
没
林
は
カ
ラ
マ
ツ
属
、

ト
ウ
ヒ
属
、
モ
ミ
属
と
い
っ
た
針
葉
樹
に
、
カ
バ
ノ
キ
属
や
ハ
ン
ノ
キ
属
が
混
じ
っ
た

亜
寒
帯
性
針
葉
樹
林
で
あ
っ
た
可
能
性
が
強
い
。

長
都
で
は
地
層
が
波
打
つ
イ
ン
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
、
柏
台
で
は
地
層
の
凹
凸
が
激
し

い
ア
ー
ス
ハ
ン
モ
ッ
ク
と
い
っ
た
周
氷
河
地
形
が
発
達
し
て
お
り
、
地
層
が
凍
結
擾
乱

し
た
寒
冷
な
気
候
下
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

上
位
が
恵
庭
火
山
噴
出
物
で
覆
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
炭
化
物
の
放
射
性
炭
素
年
代
測

定
で
細
石
刃
群
が
一
万
九
八
五
〇
年
前
〜
二
万
五
〇
〇
年
前
、
不
定
形
石
器
群
が
二
万

三
〇
〇
年
前
〜
二
万
二
五
五
〇
年
前
で
あ
る
こ
と
、
不
定
形
剥
片
石
器
群
が
出
土
す
る

写真４－２ ユカンボシＣ１５遺跡で発掘された埋没林と恵庭軽石層
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こ
と
か
ら
、
柏
台
１
遺
跡
、
ユ
カ
ン
ボ
シ
Ｃ
１５
遺
跡
と
も
に
、
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
亜
寒

帯
性
針
葉
樹
林
が
点
在
し
た
な
か
に
立
地
し
た
遺
跡
で
あ
っ
た
。

最
終
氷
河
期
後
期（
約
二
万
年
前
〜
約
一
万
七
〇
〇
〇
年
前
）の
千
歳
市
周
辺
に
は
、

水
辺
に
は
グ
イ
マ
ツ
の
純
林
も
し
く
は
グ
イ
マ
ツ
・
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
林
か
ら
な
る
亜
寒

帯
性
針
葉
樹
林
が
点
在
し
、
ス
ゲ
類
が
主
と
な
り
ヤ
チ
ヤ
ナ
ギ
や
コ
ケ
モ
モ
を
交
え
た

湿
原
や
乾
燥
し
た
草
原
が
点
在
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
当
時
の
気
候
は
現
在
よ
り

も
年
平
均
気
温
が
約
七
℃
低
い
、
サ
ハ
リ
ン
北
部
の
気
候
状
態
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ

る
。

引
用
・
参
考
文
献

道
埋
文
『
千
歳
市
ユ
カ
ン
ボ
シ
Ｃ
１５
遺
（
１
）』
北
埋
調
報
第
一
二
八
集

一
九
九
八
年
／
同
『
千

歳
市
ユ
カ
ン
ボ
シ
Ｃ
１５
遺
（
２
）』
北
埋
調
報
第
一
三
三
集

一
九
九
九
年
／
同
『
千
歳
市
柏
台

１
遺
跡
』
北
埋
調
報
第
一
三
八
集

一
九
九
九
年
／
北
川
芳
男
他
八
名
「
野
幌
丘
陵
周
辺
の
第

四
紀
に
関
す
る
諸
問
題
」『
北
海
道
開
拓
記
念
館
研
究
年
報
』
三
号
、
五
七－

八
二

一
九
七
四

年
／
近
藤
努
「
石
狩
低
地
帯
南
東
部
の
後
期
更
新
世
テ
フ
ラ
、
Ａ
ａ
ｆ
ａ
、
Ｍ
ｐ
ｆ
ａ
の
強
磁
性

鉱
物
の
熱
磁
気
的
性
質－

対
比
へ
の
適
用
例
」『
地
球
科
学
』
三
七－

四
、
二
〇
五－

二
一
八

一
九
八
三
年
／
山
田
悟
郎
「
化
石
林
形
成
こ
ろ
の
古
植
生
に
つ
い
て
」『
千
歳
市
ユ
カ
ン
ボ
シ
Ｃ

一
五
遺
跡
（
一
）』
北
埋
調
報
第
一
二
八
集
、
二
九
一－

二
九
五

一
九
九
八
年
／
矢
野
牧
夫
・

星
野
フ
サ
「
石
狩
低
地
帯
に
お
け
る
最
終
氷
期
の
気
候
変
化
」『
北
海
道
開
拓
記
念
館
研
究
年
報
』

一
八
号
、
五
七
〜
七
〇

一
九
九
〇
年

第
二
項

現
在
の
植
生

生
育
す
る
植
物
の
種
類
お
よ
び
植
生
の
状
態
は
、
地
史
・
気
候
条
件
・
立
地
条
件
・

か
く
ら
ん

撹
乱
な
ど
の
要
因
に
よ
っ
て
変
わ
る
。
千
歳
市
は
東
西
方
向
に
長
く
、
場
所
に
よ
っ
て

こ
れ
ら
の
条
件
が
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
本
項
で
は
、
市
内
を
便
宜
的
に
東
西
方

向
に
支
笏
湖
地
域
、
蘭
越
地
域
、
長
都
〜
美
々
地
域
、
幌
加
地
域
の
四
つ
の
地
域
に
区

分
し
て
話
を
進
め
る
。

支
笏
湖
地
域
は
最
も
西
側
に
位
置
す
る
、
支
笏
湖
を
取
り
囲
む
山
岳
地
域
で
あ
る
。

火
山
活
動
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
地
形
は
全
体
的
に
急
峻
で
標
高
が
高
く
、
そ
れ
ゆ
え
気

温
が
低
く
雪
も
多
い
。
樽
前
山
な
ど
で
は
現
在
で
も
火
山
活
動
が
続
い
て
お
り
、
山
頂

付
近
は
高
い
地
熱
や
火
山
ガ
ス
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
。
蘭
越
地
域
は
支
笏
湖
地

域
の
東
側
に
位
置
す
る
、
緩
傾
斜
地
〜
平
坦
地
で
あ
り
、
ほ
ぼ
全
域
的
に
比
較
的
新
鮮

な
火
山
噴
出
物
に
覆
わ
れ
て
い
る
。
長
都
〜
美
々
地
域
は
千
歳
市
の
中
心
部
を
含
み
、

石
狩
低
地
帯
の
一
部
を
な
す
、
市
内
で
最
も
標
高
が
低
い
平
坦
な
地
域
で
あ
る
。
そ
れ

ゆ
え
も
と
も
と
過
湿
で
あ
っ
た
場
所
が
多
い
。
駒
里
か
ら
平
和
に
か
け
て
は
、
蘭
越
地

域
と
同
様
、
火
山
噴
出
物
に
覆
わ
れ
て
い
る
。
幌
加
地
域
は
最
も
東
側
に
位
置
し
、
馬

追
丘
陵
と
由
仁
安
平
低
地
を
含
む
緩
傾
斜
地
〜
平
坦
地
で
あ
る
。
蘭
越
地
域
、
長
都
〜

美
々
地
域
、
幌
加
地
域
は
市
街
地
の
開
発
、
耕
作
地
化
、
植
林
な
ど
の
人
為
的
な
植
生

の
改
変
が
広
く
行
わ
れ
て
い
る
。

森
林
植
生
・
針
葉
樹
と
広
葉
樹
の
分
布

北
海
道
は
冷
温
帯
〜
亜
寒
帯
気
候
に
属
す
る
。
こ
の
よ
う
な
気
候
下
で
は
、
気
温
が

高
い
場
所
に
落
葉
広
葉
樹
林
、
気
温
が
低
い
場
所
に
常
緑
針
葉
樹
林
が
分
布
す
る
傾
向

が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
気
候
帯
と
そ
れ
ぞ
れ
の
分
布
域
が
お
お
よ
そ
対
応
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
冷
温
帯
性
広
葉
樹
林
、
亜
寒
帯
性
針
葉
樹
林
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
同
一

地
域
内
で
は
標
高
が
上
が
る
に
つ
れ
て
気
温
が
下
が
る
た
め
、
一
般
に
は
低
標
高
域
に

広
葉
樹
林
が
、
高
標
高
域
に
針
葉
樹
林
が
分
布
す
る
傾
向
が
あ
る
。
道
南
地
域
を
除
く

北
海
道
の
広
葉
樹
林
で
は
ミ
ズ
ナ
ラ
、
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
、
シ
ナ
ノ
キ
、
ハ
リ
ギ
リ
な
ど

が
、
針
葉
樹
林
で
は
ト
ド
マ
ツ
、
エ
ゾ
マ
ツ
、
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
が
多
く
見
ら
れ
る
。
た

だ
し
北
海
道
で
は
高
標
高
域
の
強
風
や
積
雪
に
適
応
し
た
広
葉
樹
林
と
し
て
ダ
ケ
カ
ン

バ
林
や
ミ
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
林
が
し
ば
し
ば
発
達
し
、
前
述
し
た
広
葉
樹
林
と
区
別
す
る

７２
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た
め
に
上
部
広
葉
樹
林
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
広
葉
樹
林
と
針
葉
樹
林
の
境

界
は
一
般
に
不
明
瞭
で
、
針
葉
樹
と
広
葉
樹
が
混
在
し
た
針
広
混
交
林
が
広
く
分
布
す

る
こ
と
が
多
い
。

千
歳
市
で
は
森
林
は
陸
域
の
七
〇
〜
八
〇
�
を
占
め
、
そ
の
う
ち
天
然
林
は
約
六
〇

�
で
あ
る
。
多
く
は
過
去
に
伐
採
さ
れ
た
二
次
林
で
あ
る
が
、
支
笏
湖
地
域
に
は
原
生

的
な
自
然
林
も
存
在
す
る
。
支
笏
湖
地
域
と
蘭
越
地
域
は
大
部
分
が
森
林
で
占
め
ら
れ

る
が
、
長
都
〜
美
々
地
域
と
幌
加
地
域
は
開
発
や
耕
作
地
と
し
て
の
利
用
が
進
ん
で
い

る
た
め
、
森
林
は
四
〇
�
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

千
歳
市
で
針
葉
樹
が
多
く
見
ら
れ
る
の
は
支
笏
湖
地
域
と
蘭
越
地
域
で
あ
り
、
ま
た

上
部
広
葉
樹
林
と
針
広
混
交
林
が
発
達
す
る
の
は
支
笏
湖
地
域
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
は

支
笏
湖
地
域
の
標
高
が
高
く
気
温
が
低
い
こ
と
が
理
由
の
ひ
と
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
上

部
広
葉
樹
林
と
し
て
は
、
林
床
に
ク
マ
イ
ザ
サ
な
ど
の
サ
サ
類
が
優
占
す
る
ダ
ケ
カ
ン

バ
林
が
広
く
分
布
し
て
い
る
が
、
樽
前
山
な
ど
に
は
林
床
に
ツ
ツ
ジ
科
の
低
木
類
を
多

く
伴
う
ミ
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
林
も
分
布
し
て
い
る
。

針
葉
樹
林
は
、
樽
前
山
の
山
麓
に
分
布
し
て
い
る
ほ
か
、
蘭
越
地
域
の
平
坦
地
に
も

パ
ッ
チ
状
態
に
残
存
し
て
い
る
。
樽
前
山
麓
に
は
も
と
も
と
エ
ゾ
マ
ツ
の
純
林
が
広
く

分
布
し
て
い
た
が
、
こ
れ
は
伐
採
や
昭
和
二
十
九
年
の
台
風
一
五
号
に
よ
る
風
倒
に
よ

り
減
少
し
た
（
舘
脇
一
九
六
一
）。
現
存
す
る
針
葉
樹
林
は
ト
ド
マ
ツ
、
エ
ゾ
マ
ツ
、
ア

カ
エ
ゾ
マ
ツ
が
混
生
し
て
お
り
、
よ
り
北
方
に
あ
る
典
型
的
な
亜
寒
帯
性
針
葉
樹
林
と

比
較
す
る
と
、
オ
ガ
ラ
バ
ナ
や
シ
ラ
ネ
ワ
ラ
ビ
な
ど
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
共
通
す
る

が
、
フ
ッ
キ
ソ
ウ
な
ど
の
冷
温
帯
性
広
葉
樹
林
に
見
ら
れ
る
植
物
が
比
較
的
多
い
。
す

な
わ
ち
種
組
成
と
し
て
は
冷
温
帯
性
広
葉
樹
林
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
低
地

域
で
針
葉
樹
が
優
占
す
る
一
因
と
し
て
は
火
山
噴
出
物
の
存
在
が
考
え
ら
れ
（
志
田
・

日
野
間
二
〇
〇
七
）、
そ
の
林
床
に
は
多
く
の
種
類
の
イ
チ
ヤ
ク
ソ
ウ
科
や
ラ
ン
科
植
物

が
み
ら
れ
る
。

低
標
高
域
の
広
葉
樹
林
は
、
構
成
す
る
樹
種
が
豊
富
で
あ
り
、
立
地
環
境
に
応
じ
て

そ
の
組
成
が
変
わ
る
。
丘
陵
地
あ
る
い
は
中
生
的
な
平
地
で
は
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
コ
ナ
ラ
、

カ
シ
ワ
、
シ
ラ
カ
ン
バ
、
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
、
シ
ナ
ノ
キ
、
オ
オ
バ
ボ
ダ
イ
ジ
ュ
、
ハ
リ

ギ
リ
、
オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
ア
ズ
キ
ナ
シ
、
ヤ
マ
モ
ミ
ジ
、
ハ
ル
ニ
レ
、
ホ
オ
ノ
キ
、

キ
タ
コ
ブ
シ
、
ハ
ウ
チ
ワ
カ
エ
デ
な
ど
が
主
要
な
構
成
種
と
な
っ
て
い
る
。
支
笏
湖
地

域
や
蘭
越
地
域
で
は
ミ
ズ
ナ
ラ
、
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
、
シ
ナ
ノ
キ
な
ど
が
優
占
す
る
イ
タ

ヤ
カ
エ
デ
・
シ
ナ
ノ
キ
林
が
多
い
が
、
長
都
〜
美
々
地
域
と
幌
加
地
域
は
ミ
ズ
ナ
ラ
、

シ
ラ
カ
ン
バ
、
オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
な
ど
が
優
占
し
、
し
ば
し
ば
コ
ナ
ラ
や
カ
シ
ワ
を
伴

う
ミ
ズ
ナ
ラ
林
が
多
い
。
ま
た
駒
里
〜
柏
丘
に
は
市
内
で
唯
一
カ
シ
ワ
が
優
占
す
る
林

が
広
が
っ
て
い
る
。
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
・
シ
ナ
ノ
キ
林
で
は
下
層
に
オ
シ
ダ
、
ツ
タ
ウ
ル

シ
、
フ
ッ
キ
ソ
ウ
な
ど
が
多
く
、
ミ
ズ
ナ
ラ
林
で
は
サ
ワ
シ
バ
、
ヤ
マ
ウ
ル
シ
、
エ
ゾ

ミ
ヤ
コ
ザ
サ
、
チ
ョ
ウ
セ
ン
ゴ
ミ
シ
な
ど
が
多
い
。
一
方
千
歳
川
の
河
岸
段
丘
上
に
は

ハ
ル
ニ
レ
が
優
占
し
ヤ
チ
ダ
モ
、
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
、
ヤ
マ
モ
ミ
ジ
な
ど
を
混
生
す
る
ハ

ル
ニ
レ
林
が
分
布
し
て
い
る
。
ハ
ル
ニ
レ
林
は
下
層
に
ハ
シ
ド
イ
や
コ
ン
ロ
ン
ソ
ウ
な

ど
が
多
い
が
、
前
述
し
た
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
・
シ
ナ
ノ
キ
林
や
ミ
ズ
ナ
ラ
林
と
の
境
界
は

し
ば
し
ば
不
明
瞭
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
構
成
要
素
が
混
在
し
て
い
る
林
も
見
ら
れ

る
。支

笏
湖
付
近
に
は
、
ダ
ケ
カ
ン
バ
と
エ
ゾ
マ
ツ
が
優
占
し
林
床
に
サ
サ
類
が
多
い
上

部
針
広
混
交
林
と
、
ト
ド
マ
ツ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
な
ど
が
混
生
す
る
針
広

混
交
林
と
が
分
布
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
お
お
よ
そ
標
高
五
〇
〇
�
を
境
界
と
し
て

分
布
域
を
異
に
し
て
い
る
（
志
田
・
日
野
間
二
〇
〇
七
）。
こ
れ
ら
の
下
層
の
植
物
も
含

め
た
種
組
成
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ダ
ケ
カ
ン
バ
林
お
よ
び
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
・
シ
ナ
ノ
キ
林
と

類
似
し
て
い
る
。
一
方
長
都
〜
美
々
地
域
と
幌
加
地
域
に
は
針
葉
樹
は
少
な
く
、
自
然

林
・
二
次
林
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
広
葉
樹
林
で
あ
る
。

山
岳
や
丘
陵
に
挟
ま
れ
た
低
地
で
あ
る
長
都
〜
美
々
地
域
は
、
他
の
地
域
と
比
較
し

第４章 生物の分布
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て
土
壌
が
湿
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
場
所
で
は
ハ
ル
ニ
レ
、
ヤ
チ
ダ
モ
、
ハ
ン
ノ
キ

と
い
っ
た
樹
種
が
多
く
な
る
。
特
に
長
都
周
辺
は
現
在
で
は
大
部
分
が
農
地
化
さ
れ
て

い
る
が
、
か
つ
て
は
湿
地
が
広
が
っ
て
お
り
、
湿
地
林
あ
る
い
は
後
述
す
る
湿
生
草
原

が
広
く
分
布
し
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
の
地
域
の
湿
地
林
は
ハ
ン
ノ
キ
と
ヤ
チ
ダ

モ
が
優
占
す
る
ハ
ン
ノ
キ
・
ヤ
チ
ダ
モ
林
で
あ
る
が
、
現
在
で
は
美
々
川
流
域
な
ど
に

小
面
積
で
分
布
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
地
の
ハ
ン
ノ
キ
・
ヤ
チ
ダ
モ
林
の
下
層
に
は

ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
、
オ
オ
カ
サ
ス
ゲ
、
ミ
ゾ
ソ
バ
、
ツ
リ
フ
ネ
ソ
ウ
な
ど
の
湿
生
植
物
が

多
い
。
ま
た
面
積
は
小
さ
い
も
の
の
、
河
川
沿
い
に
は
オ
ノ
エ
ヤ
ナ
ギ
、
ケ
ヤ
マ
ハ
ン

ノ
キ
、
イ
ヌ
コ
リ
ヤ
ナ
ギ
な
ど
か
ら
な
る
ヤ
ナ
ギ
林
が
分
布
す
る
。

草
原
植
生
（
低
木
林
を
含
む
）

草
本
や
低
木
か
ら
構
成
さ
れ
る
植
生
は
、
大
部
分
が
牧
草
地
や
耕
作
地
な
ど
の
人
工

的
な
草
原
で
、
主
に
長
都
〜
美
々
地
域
と
幌
加
地
域
に
分
布
す
る
。
自
然
草
原
と
し
て

は
支
笏
湖
地
域
に
分
布
す
る
高
山
草
原
、
支
笏
湖
地
域
と
長
都
〜
美
々
地
域
に
分
布
す

る
湿
生
草
原
が
あ
る
。
森
林
の
伐
採
跡
地
や
造
成
跡
地
な
ど
に
成
立
す
る
二
次
草
原
は

蘭
越
地
域
、
長
都
〜
美
々
地
域
、
幌
加
地
域
に
分
布
す
る
。
自
然
草
原
お
よ
び
二
次
草

原
の
分
布
域
は
千
歳
市
全
体
の
面
積
の
約
五
�
を
占
め
る
。

（
一
）
高
山
草
原

低
温
・
強
風
・
多
雪
な
ど
に
よ
り
高
木
林
の
成
立
が
困
難
な
高
標
高
域
に
成
立
す
る

高
山
草
原
は
、
支
笏
湖
地
域
の
み
に
特
徴
的
に
分
布
す
る
。
漁
岳
、
小
漁
岳
、
恵
庭
岳

な
ど
に
も
小
面
積
で
存
在
す
る
が
、
樽
前
山
の
山
頂
付
近
に
最
も
広
く
分
布
す
る
。
樽

前
山
の
高
山
草
原
の
分
布
域
は
標
高
約
六
〇
〇
〜
一
〇
〇
〇
�
で
あ
り
、
道
央
地
域
の

一
般
的
な
高
山
植
生
分
布
域
よ
り
も
標
高
が
低
い
が
、
こ
れ
は
火
山
活
動
の
影
響
に
よ

る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
（
志
田
・
日
野
間
二
〇
〇
七
）。
樽
前
山
で
は
、
コ
メ
バ
ツ
ガ
ザ

ク
ラ
、
コ
ケ
モ
モ
、
ガ
ン
コ
ウ
ラ
ン
な
ど
の
高
山
植
物
と
ヒ
メ
ス
ゲ
、
ス
ス
キ
な
ど
の

火
山
荒
原
に
多
い
植
物
が
混
生
し
て
い
る
。
ま
た
高
山
性
の
森
林
植
生
で
あ
る
ハ
イ
マ

ツ
林
は
漁
岳
の
山
頂
付
近
に
の
み
発
達
し
て
い
る
。
な
お
漁
岳
の
周
辺
に
は
小
面
積
の

サ
サ
草
原
が
分
布
す
る
が
、
こ
れ
も
強
風
や
積
雪
な
ど
に
よ
り
森
林
が
成
立
し
に
く
い

場
所
に
成
立
し
た
、
高
山
草
原
と
同
様
の
成
因
を
も
つ
植
生
で
あ
る
。

（
二
）
湿
生
草
原

高
い
地
下
水
位
や
高
頻
度
の
河
川
氾
濫
な
ど
に
よ
り
森
林
の
成
立
が
困
難
な
場
所
に

成
立
す
る
湿
生
草
原
は
、
山
岳
や
丘
陵
に
挟
ま
れ
た
低
地
で
あ
る
長
都
〜
美
々
地
域
に

広
く
分
布
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
の
多
く
は
現
在
で
は
農
地
に
換
え
ら

れ
て
お
り
、現
在
で
は
か
ん
が
い
用
排
水
路
周
辺
や
美
々
川
流
域
に
ヨ
シ
、ク
サ
ヨ
シ
、

マ
コ
モ
な
ど
か
ら
な
る
湿
生
草
原
が
小
面
積
に
分
布
し
て
い
る
。
一
方
、
支
笏
湖
地
域

の
オ
コ
タ
ン
ペ
湖
の
西
岸
に
は
、
ヨ
シ
、
イ
ワ
ノ
ガ
リ
ヤ
ス
、
コ
バ
ギ
ボ
ウ
シ
、
サ
ワ

ギ
キ
ョ
ウ
、
ミ
ズ
ゴ
ケ
類
が
多
く
見
ら
れ
る
湿
原
植
生
が
分
布
し
て
い
る
。
こ
の
植
生

は
過
湿
で
土
壌
の
栄
養
分
が
乏
し
い
場
所
に
成
立
す
る
自
然
性
の
高
い
も
の
で
あ
る
。

（
三
）
二
次
草
原

様
々
な
人
間
活
動
の
影
響
下
で
成
立
し
て
い
る
二
次
草
原
は
、
当
然
な
が
ら
市
街

地
・
農
地
・
道
路
・
河
川
の
周
辺
に
多
く
分
布
し
て
い
る
。
造
成
跡
地
や
路
傍
な
ど
で

は
オ
オ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
、
キ
ク
イ
モ
、
ス
ス
キ
、
ヤ
マ
ハ
ギ
、
ナ
ワ
シ
ロ
イ
チ
ゴ
な

ど
、
河
畔
で
は
オ
オ
ヨ
モ
ギ
や
オ
オ
イ
タ
ド
リ
な
ど
、
森
林
伐
採
跡
地
で
は
ク
マ
イ
ザ

サ
や
イ
ケ
マ
、
耕
作
地
跡
地
な
ど
に
は
カ
モ
ガ
ヤ
や
ヒ
メ
ジ
ョ
オ
ン
な
ど
が
多
い
。

植
物
相
の
特
徴

筆
者
が
資
料
と
現
地
調
査
で
確
認
し
た
種
を
併
せ
る
と
、
市
内
で
確
認
さ
れ
て
い
る

維
管
束
植
物
は
約
一
〇
〇
〇
種
類
に
達
す
る
。
千
歳
市
の
植
物
相
の
特
徴
と
し
て
、
�

よ
り
南
方
の
温
暖
な
地
域
に
分
布
す
る
植
物
（
温
帯
要
素
）
が
比
較
的
多
い
こ
と
、
�

日
本
海
側
と
太
平
洋
側
の
中
間
的
な
位
置
に
あ
る
こ
と
か
ら
日
本
海
側
の
多
雪
地
域
に

分
布
す
る
植
物
と
太
平
洋
側
の
少
雪
地
域
に
分
布
す
る
植
物
が
混
在
す
る
こ
と
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る
。

７４
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一
般
に
植
物
は
種
に
よ
っ
て
進
化
の
歴
史
に
違
い
が
あ
り
、
ま
た
選
好
す
る
環
境
条

件
も
異
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
地
域
の
植
物
相
は
地
史
・
気
候
条

件
・
立
地
条
件
な
ど
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
。
地
球
の
気
候
は
こ
れ
ま
で
長
期
的
に
変

動
し
て
き
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
気
候
変
動
に
対
応
し
て
植
物
種
も
分
布
域

を
変
化
さ
せ
て
き
た
。
過
去
に
は
現
在
よ
り
も
気
候
が
ず
っ
と
寒
冷
で
あ
っ
た
時
期
が

あ
り
、
こ
の
こ
ろ
は
現
在
亜
高
山
や
高
山
に
分
布
す
る
植
生
が
広
い
範
囲
に
分
布
し
て

い
た
こ
と
が
花
粉
や
地
層
の
情
報
か
ら
推
測
さ
れ
て
い
る
。
逆
に
気
候
が
温
暖
に
な
る

に
つ
れ
そ
の
よ
う
な
寒
冷
な
気
候
に
適
応
し
て
い
る
植
物
は
亜
高
山
や
高
山
に
追
い
や

ら
れ
、
よ
り
南
方
の
温
暖
な
気
候
に
適
応
し
て
い
る
植
物
が
北
方
に
分
布
を
拡
大
し
て

き
た
こ
と
も
推
測
さ
れ
て
い
る
。
北
海
道
で
は
よ
り
南
西
側
の
ほ
う
が
、
温
暖
な
気
候

条
件
と
相
ま
っ
て
温
帯
植
物
が
多
い
傾
向
が
あ
る
。
千
歳
市
を
含
む
石
狩
低
地
帯
を
お

お
よ
そ
の
分
布
限
界
と
し
、
こ
の
地
よ
り
北
東
側
に
あ
ま
り
分
布
し
な
い
種
と
し
て

は
、
ノ
キ
シ
ノ
ブ
、
ト
チ
ノ
キ
、
ワ
ニ
グ
チ
ソ
ウ
、
イ
ボ
タ
ノ
キ
、
ウ
ワ
ミ
ズ
ザ
ク

ラ
、
ヤ
マ
ジ
ノ
ホ
ト
ト
ギ
ス
な
ど
が
あ
る
（
伊
藤
一
九
八
三
）。

ま
た
内
陸
〜
日
本
海
側
と
太
平
洋
側
と
で
生
育
す
る
種
類
が
異
な
る
代
表
的
な
種
群

と
し
て
サ
サ
類
が
あ
る
。
サ
サ
は
木
と
草
の
中
間
的
な
性
質
を
も
つ
植
物
で
あ
り
、
花

か
ん

を
つ
け
る
こ
と
が
ま
れ
な
た
め
、
葉
や
稈
の
形
態
や
冬
芽
の
着
く
位
置
な
ど
に
よ
り
分

類
さ
れ
る
。
北
海
道
に
分
布
す
る
サ
サ
は
チ
シ
マ
ザ
サ
の
仲
間
、
チ
マ
キ
ザ
サ
・
ク
マ

イ
ザ
サ
の
仲
間
、
ミ
ヤ
コ
ザ
サ
の
仲
間
、
ナ
ン
ブ
ス
ズ
の
仲
間
、
ス
ズ
ダ
ケ
の
仲
間
の

五
グ
ル
ー
プ
に
区
分
さ
れ
て
い
る
（
最
近
分
子
生
物
学
的
手
法
を
用
い
た
系
統
分
類
が

試
み
ら
れ
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
分
け
と
の
比
較
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
手
法
の
違
い

に
よ
り
推
定
さ
れ
る
系
統
が
複
数
考
え
ら
れ
て
お
り
〈K

obayashi
and

F
urum

oto

２

０
０
４
、Sasaki

et
al.

２
０
０
７
〉、
こ
の
グ
ル
ー
プ
分
け
の
妥
当
性
は
い
ま
だ
検
討

の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
）。
チ
シ
マ
ザ
サ
や
チ
マ
キ
ザ
サ
の
仲
間
は
内
陸
〜
日
本
海

側
に
、
ミ
ヤ
コ
ザ
サ
、
ナ
ン
ブ
ス
ズ
、
ス
ズ
ダ
ケ
の
仲
間
は
太
平
洋
側
に
分
布
し
て
い

る
。
こ
れ
は
チ
シ
マ
ザ
サ
や
チ
マ
キ
ザ
サ
の
仲
間
が
比
較
的
高
い
位
置
に
、
ミ
ヤ
コ
ザ

サ
の
仲
間
が
低
い
位
置
に
芽
を
つ
け
る
こ
と
か
ら
、
積
雪
に
よ
る
保
温
・
保
湿
効
果
と

の
関
係
が
あ
る
と
推
測
さ
れ
て
い
る
（
豊
岡
他
一
九
八
一
）。
北
海
道
に
お
い
て
は
概
ね

最
大
積
雪
深
七
五
〜
一
〇
〇
�
の
場
所
を
境
界
と
し
て
チ
マ
キ
ザ
サ
の
仲
間
と
ミ
ヤ
コ

ザ
サ
の
仲
間
の
分
布
が
分
か
れ
て
い
る
（
豊
岡
他
一
九
八
一
、
伊
藤
・
新
宮
一
九
八
三
）。

国
土
交
通
省
の
国
土
数
値
情
報
（
一
九
八
七
年
気
候
値
メ
ッ
シ
ュ
デ
ー
タ
）
を
見
る
と
、

千
歳
市
は
そ
の
最
大
積
雪
深
が
概
ね
三
〇
〜
二
二
〇
�
で
あ
り
、
前
述
し
た
値
を
包
含

し
て
い
る
。
こ
の
た
め
千
歳
市
に
は
五
グ
ル
ー
プ
全
て
の
サ
サ
の
生
育
が
可
能
と
な
っ

て
お
り
、
北
海
道
内
で
も
サ
サ
の
種
類
数
が
多
い
地
域
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
報
告
さ
れ
た
植
物
の
う
ち
約
一
二
�
が
帰
化
植
物
で
あ
る
。
帰
化
植
物
は
人
間

活
動
に
よ
っ
て
侵
入
・
定
着
し
た
植
物
が
大
部
分
で
あ
る
た
め
、
開
発
が
進
み
人
間
に

よ
る
土
地
の
改
変
や
人
間
の
移
動
が
盛
ん
な
長
都
〜
美
々
地
域
や
幌
加
地
域
で
よ
り
多

く
の
種
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
千
歳
市
の
広
い
範
囲
に
分
布
す
る
帰
化
種
と
し
て
は
、

ヒ
メ
ス
イ
バ
、
エ
ゾ
ノ
ギ
シ
ギ
シ
、
ユ
ウ
ゼ
ン
ギ
ク
、
オ
オ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
、
セ
イ
ヨ

ウ
タ
ン
ポ
ポ
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
比
較
的
最
近
報
告
さ
れ
た
種
と
し
て
は
、
シ
ャ
グ
マ

ハ
ギ
や
ト
ゲ
ナ
シ
ヤ
エ
ム
グ
ラ
な
ど
が
あ
る
。

貴
重
な
植
物
種
と
植
生

整
理
さ
れ
た
目
録
の
中
に
、
環
境
省
お
よ
び
北
海
道
が
公
表
し
て
い
る
希
少
あ
る
い

は
絶
滅
が
危
惧
さ
れ
る
植
物
種
は
、
約
八
〇
種
類
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
約
三
〇
�
が

水
中
や
湿
地
に
生
育
す
る
種（
水
生
・
湿
生
植
物
）、
約
一
〇
�
が
河
畔
な
ど
や
や
湿
っ

た
場
所
に
生
育
す
る
種
、
残
り
約
六
〇
�
が
丘
陵
地
や
山
地
の
森
林
に
生
育
す
る
種
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
種
は
支
笏
湖
地
域
、
蘭
越
地
域
、
長
都
〜
美
々
地
域
で
の
報
告
が
多

く
、
こ
の
う
ち
最
も
多
く
報
告
さ
れ
て
い
る
の
は
長
都
〜
美
々
地
域
で
あ
る
。
こ
れ
は

面
積
の
大
小
お
よ
び
調
査
報
告
の
多
寡
も
反
映
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

自
然
環
境
が
様
々
な
貴
重
植
物
の
生
育
環
境
を
含
ん
で
い
る
こ
と
の
表
れ
で
も
あ
る
。

第４章 生物の分布
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支
笏
湖
地
域
は
ラ
ン
科
、
長
都
〜
美
々
地
域
で
は
湿
生
・
水
生
植
物
が
比
較
的
多
い
。

ま
た
自
然
性
や
希
少
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
植
生
の
分
布
域
の
一
部
を
、
以
下
に
記
述

す
る
。

（
一
）
支
笏
湖
周
辺

国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
の
地
域
は
、
千
歳
市
の
観
光
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
で
多
く
の
人
が
訪
れ
る
、
魅
力
的
な
自
然
景
観
を
有
す
る
場
所
で
あ
る
。
こ
の

地
域
の
特
徴
は
高
い
自
然
性
、
標
高
に
対
応
し
た
植
生
変
化
、
火
山
の
影
響
の
三
点
に

集
約
さ
れ
る
。

湖
岸
域
と
最
高
部
の
漁
岳
山
頂
と
の
標
高
差
は
一
〇
〇
〇
�
を
越
し
、
標
高
が
上
が

る
に
つ
れ
て
気
温
が
低
下
し
積
雪
量
も
多
く
な
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
気
候
条
件
に
適

応
し
た
植
生
が
標
高
に
対
応
し
て－

低
標
高
域
に
は
広
葉
樹
林
、
針
葉
樹
林
、
針
広
混

交
林
が
、
そ
れ
よ
り
も
上
部
に
は
上
部
広
葉
樹
林
や
上
部
針
広
混
交
林
が
、
最
高
部
に

は
高
山
草
原
が－

分
布
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
千
歳
川
（
美
笛
川
）
の
支
笏
湖
流
入
口

付
近
の
沖
積
地
お
よ
び
段
丘
上
に
分
布
す
る
森
林
は
、
巨
木
の
森
と
呼
ば
れ
る
針
葉
樹

を
若
干
混
生
す
る
広
葉
樹
林
で
あ
る
。
伐
採
や
風
倒
を
免
れ
た
大
径
木
が
多
く
残
存
し

て
い
る
た
め
、
こ
の
名
前
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
か
つ
て
は
樹
高
三
〇
〜
四
〇
�
に
達

す
る
ド
ロ
ヤ
ナ
ギ
の
林
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
現
在
で
は
失
わ
れ
て
い
る
（
鮫
島
・
岸

田
一
九
九
〇
）。
代
わ
り
に
主
体
と
な
っ
て
い
る
の
は
カ
ツ
ラ
、
ヤ
チ
ダ
モ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、

ハ
ル
ニ
レ
、
ハ
リ
ギ
リ
な
ど
で
、
樹
高
二
〇
〜
三
〇
�
、
胸
高
直
径
が
六
〇
〜
一
〇
〇

�
の
個
体
が
多
数
み
ら
れ
る
。
ま
た
漁
岳
周
辺
の
上
部
広
葉
樹
林
と
上
部
針
広
混
交
林

は
原
生
的
で
自
然
性
が
高
い
も
の
で
あ
り
、
林
野
庁
に
よ
り
漁
岳
周
辺
森
林
生
態
系
保

護
地
域
に
指
定
さ
れ
保
護
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
前
述
し
た
よ
う
に
オ
コ
タ
ン
ペ
湖
の

湖
岸
に
は
自
然
性
の
高
い
湿
原
が
あ
り
、
ま
た
透
明
度
が
高
い
支
笏
湖
の
湖
内
の
浅
水

域
に
は
チ
ト
セ
バ
イ
カ
モ
、
ホ
ザ
キ
ノ
フ
サ
モ
、
リ
ュ
ウ
ノ
ヒ
ゲ
モ
、
ヒ
ロ
ハ
ノ
エ
ビ

モ
な
ど
の
水
生
植
物
が
生
育
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
自
然
性
が
高
く
多
様
な
植
生
が

分
布
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
植
生
分
布
に
、
気
候
条
件
の
み
な
ら
ず
火
山
活
動
も
影
響
し
て
い
る
の

が
こ
の
地
域
の
特
徴
で
あ
る
。
樽
前
山
に
代
表
さ
れ
る
支
笏
湖
周
辺
の
山
岳
か
ら
の
火

山
噴
出
物
は
こ
の
地
域
の
周
辺
に
厚
く
堆
積
し
、
不
安
定
で
栄
養
分
に
乏
し
い
表
土
を

形
成
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
森
林
特
に
広
葉
樹
林
の
成
立
が
阻
害
さ
れ
、
そ
の
結
果
高

山
草
原
お
よ
び
針
葉
樹
林
が
比
較
的
低
い
標
高
域
で
成
立
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
高
山
草
原
や
針
葉
樹
林
は
訪
れ
る
こ
と
が
比

較
的
容
易
で
あ
り
、
親
し
み
や
す
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

（
二
）
蘭
越
地
域
の
針
葉
樹
林

蘭
越
地
域
は
ト
ド
マ
ツ
、
エ
ゾ
マ
ツ
、
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
の
植
林
が
約
四
〇
�
の
面
積

を
占
め
る
。
残
存
す
る
自
然
林
お
よ
び
二
次
林
は
広
葉
樹
林
が
多
い
が
、
部
分
的
に
針

葉
樹
林
が
あ
る
。
こ
れ
は
前
述
の
と
お
り
低
標
高
域
に
分
布
す
る
点
で
や
や
特
異
な
も

の
で
あ
る
。
主
な
構
成
種
は
ト
ド
マ
ツ
、
エ
ゾ
マ
ツ
、
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
で
あ
り
、
こ
れ

ら
が
混
生
す
る
。
林
床
は
オ
シ
ダ
、
シ
ラ
ネ
ワ
ラ
ビ
、
ナ
ラ
イ
シ
ダ
、
ヤ
マ
ド
リ
ゼ
ン

マ
イ
な
ど
が
優
占
す
る
シ
ダ
型
で
、
ツ
タ
ウ
ル
シ
、
マ
イ
ヅ
ル
ソ
ウ
、
フ
ッ
キ
ソ
ウ
な

ど
が
生
育
す
る
。
た
だ
し
こ
の
地
域
は
千
歳
市
の
中
で
も
特
に
平
成
十
六（
二
〇
〇
四
）

年
九
月
の
台
風
一
八
号
に
よ
る
風
倒
被
害
が
特
に
大
き
か
っ
た
場
所
で
あ
る
。
針
葉
樹

は
広
葉
樹
よ
り
も
被
害
を
受
け
や
す
く
（
阿
部
他
二
〇
〇
六
）、
こ
の
針
葉
樹
林
も
あ
る

程
度
被
害
を
受
け
た
。
そ
の
後
こ
の
林
を
含
む
広
い
範
囲
で
、「
復
興
の
森
づ
く
り
」が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

（
三
）
美
々
川
流
域
の
水
生
植
生
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
広
葉
樹
林

美
々
川
は
湧
水
起
源
の
河
川
で
、
駒
里
お
よ
び
千
歳
湖
が
源
流
で
あ
る
。
駒
里
の
源

流
付
近
は
し
ば
し
ば
霧
が
立
ち
こ
め
幻
想
的
な
風
景
を
醸
し
出
す
。
源
流
付
近
は
流
路

中
に
水
生
植
物
群
落
が
あ
り
、
そ
の
両
岸
側
の
平
地
に
は
ミ
ズ
ナ
ラ
や
ヤ
チ
ダ
モ
か
ら

な
る
広
葉
樹
林
が
、
丘
陵
地
に
は
ミ
ズ
ナ
ラ
や
コ
ナ
ラ
な
ど
か
ら
な
る
広
葉
樹
林
が
成
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立
し
て
い
る
。
下
流
側
に
行
く
に
つ
れ
両
岸
に
ヨ
シ
や
イ
ワ
ノ
ガ
リ
ヤ
ス
か
ら
な
る
湿

生
草
原
や
ハ
ン
ノ
キ
や
ヤ
チ
ダ
モ
か
ら
な
る
湿
生
林
が
分
布
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の

周
辺
は
市
街
地
や
農
地
が
広
が
っ
て
い
る
た
め
、
支
笏
湖
周
辺
と
異
な
り
面
積
は
小
さ

い
も
の
の
、
多
様
な
植
生
が
分
布
し
て
い
る
。
源
流
部
付
近
の
水
生
植
物
群
落
は
以
前

は
ワ
ス
レ
ナ
グ
サ
と
オ
ラ
ン
ダ
ガ
ラ
シ
（
ク
レ
ソ
ン
）
の
外
来
種
が
優
占
す
る
も
の
で

あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
オ
ラ
ン
ダ
ガ
ラ
シ
は
非
常
に
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
流
路

内
に
は
ヌ
マ
ハ
コ
ベ
や
チ
ト
セ
バ
イ
カ
モ
、
平
地
〜
丘
陵
地
の
広
葉
樹
林
に
は
ク
ロ
ビ

イ
タ
ヤ
な
ど
、
希
少
あ
る
い
は
絶
滅
が
危
惧
さ
れ
る
植
物
種
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。

（
四
）
美
々
〜
平
和
の
火
山
噴
出
物
堆
積
地

美
々
か
ら
平
和
に
か
け
て
の
地
域
は
景
観
的
に
は
荒
涼
と
し
て
い
る
場
所
が
多
い

が
、
そ
の
植
物
相
は
火
山
噴
出
物
堆
積
地
と
い
う
特
殊
な
立
地
に
対
応
し
た
や
や
特
異

な
も
の
で
あ
る
。
シ
ラ
カ
ン
バ
、
ヤ
マ
ハ
ギ
、
ヤ
ナ
ギ
類
な
ど
か
ら
な
る
林
が
パ
ッ
チ

状
あ
る
い
は
疎
林
状
に
存
在
し
、
そ
の
林
床
や
草
原
に
は
オ
オ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
、
ナ
ワ

シ
ロ
イ
チ
ゴ
、
オ
オ
ヨ
モ
ギ
、
ウ
ラ
ジ
ロ
タ
デ
、
サ
ワ
ヒ
ヨ
ド
リ
、
ス
ス
キ
な
ど
が
多

い
。
こ
の
地
域
に
は
、
カ
ナ
ビ
キ
ソ
ウ
、
コ
ケ
オ
ト
ギ
リ
、
ヒ
キ
ヨ
モ
ギ
、
ヤ
マ
ジ

ソ
、
ヒ
メ
ヒ
ゴ
タ
イ
な
ど
、
他
の
地
域
で
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い
種
が
生
育
し
て
い
る
。

ま
た
ハ
マ
ナ
ス
、
ハ
マ
エ
ン
ド
ウ
、
ナ
ミ
キ
ソ
ウ
、
ヒ
メ
イ
ズ
イ
、
エ
ゾ
ノ
カ
ワ
ラ
マ

ツ
バ
な
ど
の
、
海
岸
や
そ
の
近
辺
に
生
育
す
る
種
が
み
ら
れ
る
こ
と
も
特
徴
の
ひ
と
つ

で
あ
る
（
寺
崎
一
九
八
八
）。
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第
三
節

千
歳
の
動
物

第
一
項

哺
乳
類

千
歳
市
に
生
息
す
る
哺
乳
類
は
表
４－

１
に
示
す
と
お
り
六
目
一
一
科
三
〇
種
で
あ

る
。

食
虫
目
（
モ
グ
ラ
目
）

食
虫
目
は
、
ト
ガ
リ
ネ
ズ
ミ
科
の
三
種
が
生
息
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
モ
グ
ラ
の
仲

間
に
属
し
て
い
る
（
注：

モ
グ
ラ
科
は
北
海
道
に
生
息
し
て
い
な
い
）。
ヒ
メ
ト
ガ
リ

ネ
ズ
ミ
は
頭
胴
長
（
鼻
先
か
ら
肛
門
ま
で
の
距
離
）
四
七
〜
六
〇
�
、
体
重
一
・
五
〜

五
・
〇
�
、バ
イ
カ
ル
ト
ガ
リ
ネ
ズ
ミ
は
頭
胴
長
四
八
〜
七
八
�
、体
重
三
〜
一
一
�
、

オ
オ
ア
シ
ト
ガ
リ
ネ
ズ
ミ
は
頭
胴
長
五
四
〜
九
七
�
、
体
重
六
・
〇
〜
一
九
・
三
�

と
、
と
て
も
小
さ
な
哺
乳
類
で
あ
る
。

ヒ
メ
ト
ガ
リ
ネ
ズ
ミ
と
バ
イ
カ
ル
ト
ガ
リ
ネ
ズ
ミ
は
、
落
葉
層
や
腐
植
層
で
活
動
し

て
小
さ
な
昆
虫
類
や
ク
モ
類
、
ミ
ミ
ズ
類
な
ど
を
食
し
て
い
る
。
オ
オ
ア
シ
ト
ガ
リ
ネ

ズ
ミ
は
前
二
者
と
同
じ
よ
う
な
環
境
に
生
息
す
る
が
、
特
に
落
葉
層
の
厚
い
湿
っ
た
環

境
で
多
く
ミ
ミ
ズ
類
の
摂
食
量
が
多
い
。

こ
れ
ら
の
ト
ガ
リ
ネ
ズ
ミ
類
は
、
蘭
越
か
ら
水
明
郷
、
支
笏
湖
周
辺
に
広
が
る
森
林

域
、
郊
外
の
美
々
や
駒
里
の
二
次
林
な
ど
で
記
録
さ
れ
て
お
り
、
市
内
の
森
林
や
草
地

に
は
広
く
分
布
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

よ
く
し
ゅ

翼
手
目
（
コ
ウ
モ
リ
目
）

翼
手
目
は
、
キ
ク
ガ
シ
ラ
コ
ウ
モ
リ
科
、
ヒ
ナ
コ
ウ
モ
リ
科
に
そ
れ
ぞ
れ
二
種
が
生

息
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
コ
ウ
モ
リ
類
は
す
べ
て
昆
虫
食
で
、
キ
ク
ガ
シ
ラ
コ
ウ
モ
リ
は
頭
胴
長
六

三
〜
八
二
�
、
体
重
一
七
〜
三
五
�
、
コ
キ
ク
ガ
シ
ラ
コ
ウ
モ
リ
は
頭
胴
長
三
五
〜
五

〇
�
、
体
重
四
・
五
〜
九
・
〇
�
、
モ
モ
ジ
ロ
コ
ウ
モ
リ
は
頭
胴
長
四
四
〜
六
三
�
、

体
重
五
・
五
〜
一
一
�
、
コ
テ
ン
グ
コ
ウ
モ
リ
は
頭
胴
長
四
一
〜
五
四
�
、
体
重
三
・

五
〜
六
・
五
�
と
、
い
ず
れ
も
小
型
の
コ
ウ
モ
リ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
日
没
後
か
ら
日

の
出
ま
で
の
夜
間
に
超
音
波
を
発
し
な
が
ら
飛
翔
し
、
餌
と
な
る
飛
翔
昆
虫
に
当
た
っ

て
反
響
し
た
音
を
聞
き
わ
け
捕
食
し
て
い
る
。
ま
た
、
ね
ぐ
ら
や
繁
殖
地
は
種
に
よ
っ

て
異
な
る
が
、
概
ね
洞
穴
や
樹
洞
な
ど
を
使
い
群
れ
で
生
活
し
て
い
る
。
一
日
に
食
べ

表４－１ 哺乳類目録
目名 科名 和名 学名

食中（モグラ） トガリネズミ
ヒメトガリネズミ Sorex gracillimus
バイカルトガリネズミ Sorex caecutiens
オオアシトガリネズミ Sorex unguiculatus

翼手（コウモリ）
キクガシラコウモリ

キクガシラコウモリ Rhinolophus ferrumequinum
コキクガシラコウモリ Rhinolophus cornutus

ヒナコウモリ
モモジロコウモリ Myotis macrodactylus
コテングコウモリ Murina ussuriensis

食肉（ネコ）

イヌ
キツネ Vulpes vulpes
タヌキ Nyctereutes procyonoides

クマ ヒグマ Ursus arctos
アライグマ アライグマ Procyon lotor

イタチ

テン Maries melampus
クロテン Martes zibellina
イタチ Mustela itatsi
イイズナ Mustela nivalis
オコジョ Mustela erminea
アメリカミンク Mustela vison

偶蹄（ウシ） シカ ニホンジカ Cervus nippon

齧歯（ネズミ）

リス
キタリス Sciurus vulgaris
シマリス Tamias sibiricus
タイリクモモンガ Pteromys volans

ネズミ

タイリクヤチネズミ Clethrionomys rufocanus
ヒメヤチネズミ Clethrionomys rutilus
ハントウアカネズミ Apodemus peninsulae
アカネズミ Apodemus speciosus
ヒメネズミ Apodmus argenteus
ドブネズミ Rattus norvegicus
クマネズミ Rattus rattus
ハツカネズミ Mus musculus

兎（ウサギ） ウサギ ユキウサギ Lepus timidus
６目 １１科 ３０種

哺乳類の分類、配列は、阿部永監修 日本の哺乳類 改訂２版（２００５）によった。
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る
昆
虫
類
の
量
は
自
分
の
体
重
の
五
分
の
一
か
ら
三
分
の
一
に
も
な
る
と
言
わ
れ
、
日

中
に
多
く
の
昆
虫
を
食
す
る
鳥
類
と
時
間
帯
を
違
え
て
夜
間
に
多
く
の
昆
虫
類
を
食
べ

る
た
め
、
自
然
界
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
持
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。市

内
で
は
支
笏
湖
周
辺
で
こ
れ
ら
四
種
の
生
息
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
コ
テ
ン
グ
コ

ウ
モ
リ
は
白
樺
で
も
生
息
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
隣
接
す
る
苫
小
牧
北
大
演
習

林
で
は
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
ヒ
メ
ホ
オ
ヒ
ゲ
コ
ウ
モ
リ
、
ヤ
マ
コ
ウ
モ
リ
、
ヒ
ナ
コ
ウ
モ

リ
、
テ
ン
グ
コ
ウ
モ
リ
の
生
息
記
録
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
生
息
の
可
能
性
も
十
分
に
考

え
ら
れ
る
。

食
肉
目
（
ネ
コ
目
）

キ
ツ
ネ（
亜
種
名
キ
タ
キ
ツ
ネ
）は
、
頭
胴
長
六
〇
〜
七
五
�
、
体
重
四
〜
七
�
で
、

ふ
さ
ふ
さ
し
た
冬
毛
が
重
宝
が
ら
れ
、
昔
は
毛
皮
を
と
る
た
め
狩
猟
さ
れ
た
り
毛
皮
獣

と
し
て
飼
育
さ
れ
た
り
し
た
。
し
か
し
、
現
在
で
は
そ
れ
も
減
り
有
害
鳥
獣
駆
除
と
し

て
少
量
が
捕
獲
さ
れ
る
程
度
で
あ
る
。
市
内
で
は
市
街
地
か
ら
支
笏
湖
に
か
け
て
広
が

る
森
林
域
や
、
市
街
地
東
側
の
農
耕
地
や
森
林
域
で
多
く
記
録
さ
れ
て
い
る
。
市
街
地

で
も
見
か
け
る
こ
と
が
あ
り
、
市
内
の
広
い
範
囲
に
生
息
し
て
い
る
。

タ
ヌ
キ
は
頭
胴
長
五
〇
〜
六
〇
�
、
体
重
三
〜
五
�
で
、
キ
ツ
ネ
と
同
様
に
住
宅
地

周
辺
か
ら
山
地
ま
で
広
く
生
息
す
る
が
出
現
記
録
は
多
く
は
な
く
目
に
す
る
こ
と
は
少

な
い
。
市
内
で
は
市
街
地
か
ら
支
笏
湖
に
か
け
て
広
が
る
森
林
域
や
、
駒
里
、
長
都
、

中
央
な
ど
の
農
耕
地
で
記
録
さ
れ
て
い
る
。

ヒ
グ
マ
は
北
海
道
に
生
息
す
る
最
も
身
体
の
大
き
い
哺
乳
類
で
、
頭
胴
長
二
〇
〇
〜

二
三
〇
�
、
体
重
一
五
〇
〜
三
〇
〇
�
に
も
な
る
。
植
物
の
新
芽
や
茎
、
地
下
茎
、
イ

チ
ゴ
類
や
ド
ン
グ
リ
な
ど
の
果
実
、
ア
リ
や
ハ
チ
な
ど
の
昆
虫
類
、
エ
ゾ
シ
カ
な
ど
の

哺
乳
類
を
食
し
冬
季
は
土
穴
な
ど
で
冬
眠
す
る
。
市
内
で
は
道
央
自
動
車
道
か
ら
支
笏

湖
に
か
け
て
広
が
る
森
林
域
で
の
記
録
や
目
撃
が
多
い
が
、
平
成
二
十
（
二
〇
〇
八
）

年
に
は
、
市
街
地
東
側
の
駒
里
や
泉
郷
な
ど
の
農
耕
地
で
も
目
撃
さ
れ
て
い
る
。

ア
ラ
イ
グ
マ
は
頭
胴
長
四
二
〜
六
〇
�
、
体
重
四
〜
一
〇
�
で
北
ア
メ
リ
カ
原
産
の

国
外
外
来
種
で
あ
る
。
ペ
ッ
ト
と
し
て
輸
入
・
飼
育
さ
れ
、
逃
亡
や
遺
棄
さ
れ
た
こ
と

に
よ
っ
て
一
九
八
〇
年
代
頃
か
ら
野
生
化
し
増
加
し
始
め
た
。
本
種
は
森
林
域
か
ら
都

市
部
ま
で
広
い
範
囲
に
生
息
し
、
天
敵
が
い
な
い
た
め
急
速
に
生
息
域
を
広
げ
て
い

る
。
農
作
物
の
喰
い
荒
ら
し
な
ど
農
業
被
害
の
多
発
や
在
来
野
生
動
物
へ
の
大
き
な
影

響
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
人
間
の
生
活
圏
に
も
平
気
で
近
づ
き
利
用
し
て
い

る
た
め
、
狂
犬
病
な
ど
人
畜
共
通
感
染
症
の
媒
介
者
に
な
る
危
険
性
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
。
市
内
で
は
市
街
地
か
ら
支
笏
湖
に
か
け
て
の
森
林
域
、
上
長
都
、
泉
沢
、
駒
里
な

ど
の
市
街
地
周
辺
、
美
々
や
中
央
な
ど
の
農
耕
地
で
生
息
が
記
録
さ
れ
る
な
ど
、
ほ
ぼ

全
市
に
お
い
て
生
息
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
市
の
有
害
鳥
獣
駆
除
で
は
平

成
十
三
（
二
〇
〇
一
）
年
よ
り
毎
年
駆
除
さ
れ
て
い
る
が
、
平
成
十
九
年
に
か
け
て
は

増
加
傾
向
に
あ
る
。

ク
ロ
テ
ン
は
頭
胴
長
五
〇
�
、
体
重
一
・
五
�
、
テ
ン
は
頭
胴
長
四
五
�
、
体
重
一
・

一
〜
一
・
五
�
で
、
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
で
共
に
細
長
い
体
型
を
し
て
い
る
。
ク
ロ
テ
ン

は
北
海
道
在
来
種
で
あ
る
が
、
テ
ン
は
一
九
四
〇
年
代
に
本
州
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
国

内
外
来
種
で
あ
る
。

ク
ロ
テ
ン
は
市
街
地
か
ら
支
笏
湖
に
か
け
て
広
が
る
森
林
域
で
千
歳
市
自
然
環
境
基

礎
調
査
に
お
い
て
平
成
八
年
一
月
に
目
撃
に
よ
り
記
録
さ
れ
て
い
る
。
テ
ン
は
ク
ロ
テ

ン
を
含
め
て
テ
ン
属
の
一
種
の
足
跡
と
し
て
確
認
さ
れ
て
い
る
が
個
体
そ
の
も
の
の
記

録
は
な
い
。
し
か
し
、
文
献
で
は
石
狩
低
地
帯
の
南
西
地
域
は
テ
ン
が
分
布
し
て
い
る

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
市
内
に
も
テ
ン
が
生
息
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

イ
タ
チ
は
雄
が
頭
胴
長
二
七
〜
三
七
�
、
雌
は
頭
胴
長
一
六
〜
二
五
�
で
雄
よ
り
ひ

と
ま
わ
り
小
さ
い
。
一
八
八
〇
年
代
後
半
に
北
海
道
に
侵
入
・
定
着
し
た
国
内
外
来
種

で
あ
る
。
市
内
で
は
市
街
地
周
辺
（
泉
沢
）
や
支
笏
湖
周
辺
で
生
息
の
記
録
が
あ
る
が
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詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

イ
イ
ズ
ナ
は
雄
が
頭
胴
長
一
八
�
、体
重
八
〇
〜
一
〇
〇
�
、雌
は
頭
胴
長
一
五
�
、

体
重
五
〇
�
程
で
イ
タ
チ
科
の
中
で
は
最
も
小
さ
い
。
体
型
も
細
長
い
こ
と
か
ら
ノ
ネ

ズ
ミ
の
巣
穴
に
入
り
捕
食
す
る
こ
と
に
適
応
し
て
い
る
。
市
内
で
は
市
街
地
か
ら
支
笏

湖
に
か
け
て
広
が
る
森
林
域
で
記
録
さ
れ
て
い
る
。
本
種
は
ノ
ネ
ズ
ミ
の
巣
穴
に
入
り

込
ん
で
狩
り
を
す
る
こ
と
か
ら
ネ
ズ
ミ
類
の
い
る
農
耕
地
に
も
広
く
生
息
し
て
い
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

オ
コ
ジ
ョ
は
雄
が
頭
胴
長
一
八
�
、
体
重
一
〇
〇
�
、
雌
は
頭
胴
長
一
六
�
で
雄
よ

り
や
や
小
さ
い
。
昔
は
平
地
か
ら
山
地
ま
で
広
く
生
息
し
て
い
た
が
、
餌
を
競
合
す
る

外
来
種
の
イ
タ
チ
や
ミ
ン
ク
の
生
息
数
増
加
に
伴
い
、
本
種
の
生
息
域
と
生
息
数
が
減

少
し
現
在
で
は
山
岳
地
帯
に
追
い
や
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
市
内
で
の
正

確
な
記
録
は
な
く
支
笏
湖
周
辺
の
山
岳
地
帯
で
生
息
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ア
メ
リ
カ
ミ
ン
ク
は
北
ア
メ
リ
カ
原
産
の
国
外
外
来
種
で
あ
る
。
北
海
道
へ
の
導
入

は
毛
皮
養
殖
の
た
め
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
十
一
月
に
農
林
省
が
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

か
ら
四
頭
を
輸
入
し
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
。
そ
の
後
、
養
殖
が
盛
ん
に
な
る
と
と
も

に
飼
育
場
か
ら
逃
げ
出
し
た
も
の
が
野
生
化
し
全
道
に
分
布
を
広
げ
て
い
っ
た
。
な

お
、
現
在
で
は
北
海
道
の
飼
育
場
は
一
九
八
〇
年
代
後
半
の
毛
皮
暴
落
に
伴
っ
て
ほ
ぼ

す
べ
て
が
閉
鎖
し
た
。
大
き
さ
は
雄
が
頭
胴
長
四
五
�
、
体
重
一
�
、
雌
は
頭
胴
長
三

六
�
、
体
重
七
〇
〇
�
で
雄
よ
り
ひ
と
ま
わ
り
小
さ
い
。
本
種
は
水
辺
を
好
み
、
指
の

間
に
水
掻
き
が
あ
っ
て
泳
ぎ
が
う
ま
く
魚
類
や
甲
殻
類
を
巧
み
に
補
食
す
る
。
市
内
で

は
千
歳
川
な
ど
川
沿
い
で
の
目
撃
が
多
く
、
千
歳
サ
ケ
の
ふ
る
さ
と
館
の
水
中
観
察
室

で
は
六
月
か
ら
十
月
初
め
く
ら
い
に
か
け
て
た
ま
に
現
れ
、
ウ
グ
イ
な
ど
の
魚
類
を
捕

ま
え
る
姿
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
そ
う
で
あ
る
。

ぐ
う
て
い

偶
蹄
目
（
ウ
シ
目
）

エ
ゾ
シ
カ
は
雄
が
体
重
一
三
〇
�
、
雌
は
八
〇
�
に
な
り
北
海
道
で
は
ヒ
グ
マ
に
次

い
で
大
き
い
。
明
治
初
期
の
大
雪
と
乱
獲
で
一
時
は
絶
滅
寸
前
ま
で
激
減
し
明
治
二
十

一
（
一
八
八
八
）
年
に
全
道
一
円
で
捕
獲
が
禁
止
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
徐
々
に
生
息
数

が
回
復
し
て
一
九
九
〇
年
代
に
入
る
と
爆
発
的
に
増
加
し
た
。
市
内
で
は
市
街
地
か
ら

支
笏
湖
方
面
に
か
け
て
広
が
る
森
林
域
、
市
街
地
近
く
の
二
次
林
や
防
風
林
な
ど
（
泉

沢
、
美
々
、
駒
里
、
中
央
）で
確
認
さ
れ
て
お
り
市
内
の
広
い
範
囲
で
生
息
し
て
い
る
。

近
年
は
支
笏
湖
周
辺
の
国
道
四
五
三
号
沿
い
で
見
か
け
る
こ
と
も
多
く
交
通
事
故
や
樹

木
食
害
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

げ
っ
し

齧
歯
目
（
ネ
ズ
ミ
目
）

キ
タ
リ
ス
（
亜
種
名
エ
ゾ
リ
ス
）
は
頭
胴
長
二
二
〜
二
七
�
、
体
重
三
〇
〇
〜
四
一

〇
�
で
主
に
森
林
に
生
息
し
樹
上
で
生
活
す
る
。
市
内
で
は
市
街
地
か
ら
支
笏
湖
方
面

に
広
が
る
森
林
域
で
記
録
さ
れ
、市
内
の
青
葉
公
園
の
森
に
も
生
息
し
て
い
る
。ま
た
、

市
街
地
東
側
の
農
耕
地（
中
央
）か
ら
馬
追
丘
陵
に
広
が
る
森
林
に
も
生
息
し
て
い
る
。

シ
マ
リ
ス
（
亜
種
名
エ
ゾ
シ
マ
リ
ス
）
は
頭
胴
長
一
二
〜
一
五
�
、
体
重
七
一
〜
一

一
六
�
で
生
活
圏
は
主
に
森
林
域
の
地
上
で
あ
る
が
樹
上
も
利
用
す
る
。
本
種
は
キ
タ

リ
ス
と
は
異
な
り
地
下
に
穴
を
掘
っ
て
冬
眠
を
行
う
。
市
内
で
は
支
笏
湖
周
辺
の
森

林
、
市
街
地
や
農
耕
地
周
辺
の
比
較
的
大
き
な
森
に
生
息
し
て
い
る
。

タ
イ
リ
ク
モ
モ
ン
ガ
（
亜
種
名
エ
ゾ
モ
モ
ン
ガ
）
は
頭
胴
長
一
五
〜
一
六
�
、
体
重

八
一
〜
一
二
〇
�
の
リ
ス
科
哺
乳
類
で
森
林
に
生
息
す
る
。
日
の
入
り
後
に
巣
を
出
て

樹
に
の
ぼ
り
、
前
肢
と
後
肢
の
間
に
あ
る
飛
膜
を
使
っ
て
高
い
木
の
枝
な
ど
か
ら
滑
空

す
る
な
ど
夜
間
に
活
動
す
る
。
市
内
で
は
支
笏
湖
周
辺
の
森
林
域
、
市
街
地
や
農
耕
地

周
辺
の
比
較
的
大
き
な
森
に
生
息
し
て
い
る
。

タ
イ
リ
ク
ヤ
チ
ネ
ズ
ミ
（
亜
種
名
エ
ゾ
ヤ
チ
ネ
ズ
ミ
）
は
頭
胴
長
一
〇
七
〜
一
二
六

�
、
体
重
二
七
〜
五
〇
�
で
草
原
的
環
境
を
好
み
森
林
の
伐
採
後
の
草
地
や
林
縁
な
ど

に
多
い
。
植
林
し
た
苗
木
の
樹
皮
を
餌
が
減
少
す
る
冬
季
に
食
べ
る
た
め
林
業
へ
大
き

な
被
害
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
る
。
市
内
で
は
市
街
地
か
ら
支
笏
湖
方
面
に
広
が
る
森
林

８０
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域
や
、
長
都
川
沿
い
の
河
畔
林
、
市
街
地
周
辺
で
は
青
葉
公
園
、
農
耕
地
で
は
美
々
、

駒
里
、
泉
沢
の
二
次
林
な
ど
広
い
範
囲
に
生
息
し
て
い
る
。

ヒ
メ
ヤ
チ
ネ
ズ
ミ
（
亜
種
名
ミ
カ
ド
ネ
ズ
ミ
）
は
頭
胴
長
七
四
〜
一
〇
三
�
、
体
重

一
二
〜
二
八
�
で
森
林
の
被
度
・
密
度
・
落
葉
層
の
大
き
い
と
こ
ろ
を
好
む
。
一
般
的

に
生
息
密
度
は
低
く
、
市
内
で
は
駒
里
の
森
林
に
お
い
て
生
息
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

ハ
ン
ト
ウ
ア
カ
ネ
ズ
ミ
（
亜
種
名
カ
ラ
フ
ト
ア
カ
ネ
ズ
ミ
）
は
頭
胴
長
七
二
〜
八
一

�
、
体
重
一
九
〜
二
八
�
で
後
述
の
ア
カ
ネ
ズ
ミ
よ
り
や
や
小
さ
い
。
ア
カ
ネ
ズ
ミ
が

生
息
す
る
場
合
に
は
草
原
や
灌
木
林
に
生
息
す
る
が
、
生
息
し
な
い
場
合
に
は
森
林
に

生
息
す
る
。
市
内
で
は
長
都
で
生
息
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

ア
カ
ネ
ズ
ミ
（
亜
種
名
エ
ゾ
ア
カ
ネ
ズ
ミ
）
は
頭
胴
長
八
〇
〜
一
四
〇
�
、
体
重
二

〇
〜
六
〇
�
の
ネ
ズ
ミ
類
で
低
地
か
ら
高
山
帯
ま
で
広
く
分
布
す
る
。
主
に
森
林
に
生

息
す
る
が
河
畔
林
や
農
耕
地
な
ど
に
も
生
息
す
る
。
市
内
で
は
市
街
地
か
ら
支
笏
湖
に

か
け
て
広
が
る
森
林
域
や
、
泉
沢
、
長
都
、
美
々
、
協
和
（
馬
追
丘
陵
）
の
二
次
林
な

ど
広
い
範
囲
に
生
息
し
て
い
る
。

ヒ
メ
ネ
ズ
ミ
は
頭
胴
長
六
五
〜
一
〇
〇
�
、
体
重
一
〇
〜
二
〇
�
で
主
に
森
林
に
生

息
し
木
登
り
が
上
手
で
あ
る
。
市
内
で
は
市
街
地
か
ら
支
笏
湖
に
か
け
て
広
が
る
森
林

域
や
、
泉
沢
、
美
々
、
中
央
、
協
和
（
馬
追
丘
陵
）
の
二
次
林
、
長
都
川
沿
い
の
河
畔

林
で
生
息
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

ド
ブ
ネ
ズ
ミ
、
ク
マ
ネ
ズ
ミ
、
ハ
ツ
カ
ネ
ズ
ミ
の
三
種
は
古
い
時
代
に
北
海
道
に
侵

入
・
定
着
し
た
国
外
外
来
種
で
主
に
市
街
地
や
農
耕
地
の
民
家
周
辺
に
生
息
し
て
い

る
。

兎
目
（
ウ
サ
ギ
目
）

ユ
キ
ウ
サ
ギ
（
亜
種
名
エ
ゾ
ユ
キ
ウ
サ
ギ
）
は
頭
胴
長
四
九
〜
五
八
�
、
体
重
一
・

六
〜
二
・
九
�
で
低
山
か
ら
山
地
に
か
け
て
生
息
数
が
多
い
。
昔
は
狩
猟
獣
と
し
て
多

く
が
捕
獲
さ
れ
た
が
近
年
は
捕
獲
数
が
激
減
し
て
い
る
。
市
内
で
は
市
街
地
か
ら
支
笏

湖
周
辺
に
か
け
て
広
が
る
森
林
域
で
の
記
録
が
多
く
、
こ
の
ほ
か
泉
沢
、
美
々
、
中
央
、

協
和
（
馬
追
丘
陵
）
に
分
布
す
る
森
林
や
草
原
な
ど
で
生
息
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

参
考
文
献

千
歳
市
『
千
歳
市
自
然
環
境
基
礎
調
査
報
告
書
（
平
成
六
年
〜
八
年
度
）』
／
支
笏
湖
の
人
と
自

然
編
集
委
員
会
『
支
笏
湖
の
人
と
自
然
』
二
〇
〇
七
年
／
日
本
生
態
学
会
『
二
〇
〇
七
年
度
北

海
道
地
区
大
会
講
演
要
旨
集
』
二
〇
〇
七
年
／
阿
部
永
『
日
本
の
哺
乳
類

改
訂
二
版
』
二
〇

〇
八
年
／
小
田
島
護
『
北
海
道
の
野
生
動
物
』
一
九
八
二
年
／
門
崎
允
昭
『D

r.

カ
ド
サ
キ
の
実

用
鑑
定
野
生
動
物
痕
跡
学
事
典
』
一
九
九
六
年
／
国
土
交
通
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
河
川
水
辺
の

国
勢
調
査
）
二
〇
〇
九
年
現
在
／
独
立
行
政
法
人

国
立
環
境
研
究
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

二
〇

〇
九
年
現
在

第
二
項

鳥

類

千
歳
地
方
を
中
心
と
し
た
地
域
を
か
つ
て
「
シ
コ
ツ
」
と
呼
ん
だ
時
代
、
こ
の
地
域

と

や

は
「
鳥
屋
（
鷹
打
場
）」
と
称
し
た
献
上
鷹
の
主
要
な
産
地
で
あ
っ
た
と
い
う
。
豊
臣

秀
吉
へ
の
献
上
に
始
ま
っ
た
鷹
か
ら
得
ら
れ
る
収
入
は
、
松
前
藩
の
一
大
財
源
で
あ
っ

た
。こ

こ
に
言
う
鷹
（
オ
オ
タ
カ
、
ハ
イ
タ
カ
な
ど
）
は
、
生
態
系
を
形
成
す
る
生
物
群

の
中
で
最
上
位
に
あ
た
る
栄
養
段
階
に
あ
り
、
こ
れ
ら
の
鷹
が
豊
富
で
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
は
、
当
時
の
生
態
系
を
形
成
す
る
生
物
群
が
極
め
て
豊
か
で
あ
っ
た
こ
と
を
あ
ら

わ
し
て
い
る
。
翻
っ
て
現
在
の
千
歳
地
方
の
生
態
系
は
い
か
な
る
状
態
に
あ
る
の
か
、

鳥
類
の
生
息
状
況
を
ま
と
め
る
こ
と
に
よ
り
明
ら
か
に
し
た
い
。

『
千
歳
市
で
確
認
さ
れ
た
鳥
類
一
覧
』

千
歳
市
に
お
け
る
鳥
類
の
生
息
状
況
を
『
千
歳
市
で
確
認
さ
れ
た
鳥
類
一
覧
』（
表

４－

２
）
に
ま
と
め
た
。
昭
和
四
十
七
（
一
九
七
二
）
年
に
「
千
歳
野
鳥
の
会
」
に
よ
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り
ま
と
め
ら
れ
た
『
千
歳
市
に
生
息
す
る
鳥
類
』
以
降
（
昭
和
四
十
六
〜
平
成
二
十
年

八
月
ま
で
の
三
八
年
間
）
に
出
さ
れ
た
文
献
、
数
名
の
個
人
調
査
記
録
を
も
と
に
し
た

（
表
４－
３
）。
こ
こ
で
は
、
千
歳
市
で
確
認
さ
れ
た
鳥
類
に
こ
だ
わ
り
、
明
ら
か
に
市

内
で
確
認
さ
れ
た
デ
ー
タ
の
み
を
採
用
し
た
。
さ
ら
に
、
確
認
さ
れ
た
年
を
昭
和
四
十

六
年
か
ら
の
八
年
間
、
そ
れ
以
降
五
年
ご
と
の
七
期
に
区
切
り
記
載
し
、
そ
の
種
が
確

認
さ
れ
た
月
も
示
し
た
。

千
歳
市
の
鳥
類
生
息
域
を
概
観
す
る
と
、
清
流
千
歳
川
が
西
か
ら
東
に
貫
い
て
い

る
。
最
上
流
部
は
カ
ル
デ
ラ
湖
で
あ
る
支
笏
湖
を
中
心
と
す
る
森
林
地
帯
で
あ
り
、
そ

こ
か
ら
続
く
森
林
が
途
切
れ
た
平
地
部
に
市
街
地
、
そ
し
て
、
最
下
流
は
農
地
を
主
体

と
す
る
平
野
部
と
な
っ
て
い
る
が
、
海
岸
線
に
は
接
し
て
い
な
い
。『
千
歳
市
で
確
認

さ
れ
た
鳥
類
一
覧
』（
表
４－

２
）
で
は
、
便
宜
的
に
千
歳
市
を
代
表
す
る
探
鳥
地
で

あ
る「
支
笏
湖
周
辺
」、「
北
海
道
さ
け
・
ま
す
ふ
化
場
〜
王
子
製
紙
第
四
発
電
所
」、「
青

葉
公
園
」、「
長
都
沼
跡
（
ネ
シ
コ
シ
排
水
路
）
周
辺
」
の
四
ヵ
所
の
生
息
域
を
記
載

し
、
上
記
以
外
の
場
所
や
場
所
の
特
定
で
き
な
い
デ
ー
タ
は
「
な
し
・
他
」
と
し
て
示

し
た
。

さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
種
の
生
息
環
境
の
特
徴
か
ら
「
陸
域
の
鳥
」
と
「
水
域
の
鳥
」

の
二
区
分
に
、
ま
た
、「
森
林
の
鳥
」、「
川
・
湖
沼
の
鳥
」、「
農
耕
地
・
都
市
の
鳥
」、

「
海
岸
・
島
の
鳥
」、「
灌
木
・
草
原
の
鳥
」、「
高
山
の
鳥
」
の
六
区
分
に
分
け
て
記
載

し
た
。
ま
た
、
季
節
性（
渡
り
習
性
）か
ら
の
区
分
は
、「
夏
鳥
」（
千
歳
で
夏
繁
殖
し
、

越
冬
の
た
め
南
に
移
動
す
る
種
）、「
留
鳥
」（
通
年
千
歳
市
で
見
ら
れ
る
種
）、「
冬
鳥
」

（
北
方
で
繁
殖
し
、
越
冬
の
た
め
渡
っ
て
く
る
種
）、「
旅
鳥
」（
渡
り
の
経
路
上
に
千
歳

市
が
あ
る
た
め
春
・
秋
に
見
ら
れ
る
種
）、「
迷
鳥
」（
本
来
の
生
息
地
や
渡
り
ル
ー
ト

を
大
き
く
は
ず
れ
て
飛
来
す
る
種
）
の
五
区
分
で
記
載
し
た
。
以
上
の
生
態
区
分
に
関

し
て
は
、『
北
海
道
鳥
類
目
録

改
訂
２
版
』
等
を
参
考
に
し
た
。
ま
た
、
種
名
、
科

名
の
配
列
と
分
類
は
、『
日
本
鳥
類
目
録

改
訂
６
版
』
に
従
っ
た
。

ま
た
、
千
歳
に
棲
息
す
る
鳥
類
の
特
徴
等
を
把
握
す
る
視
点
と
し
て
、
千
歳
市
域
全

体
の
特
徴
を
他
地
域
と
の
比
較
の
中
で
検
討
し
、
さ
ら
に
、
市
内
四
地
域
に
つ
い
て
は

そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
比
較
し
、
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
た
。

千
歳
市
全
域

今
回
の
ま
と
め
で
確
認
さ
れ
た
鳥
類
は
二
一
四
種
（「
陸
域
」
一
三
八
種
、「
水
域
」

七
六
種
）
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
全
道
で
確
認
さ
れ
た
鳥
類
四
三
四
種
（「
陸
域
」
二

一
三
種
、「
水
域
」
二
二
一
種
）（
前
述
『
北
海
道
鳥
類
目
録
』）
の
約
半
数
、
石
狩
で

確
認
さ
れ
た
鳥
類
三
一
〇
種
（「
陸
域
」
一
六
一
種
、「
水
域
」
一
四
九
種
）（『
石
狩
鳥

報
二
〇
〇
七
』）
の
約
七
割
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

陸
水
区
分
で
石
狩
管
内
と
比
較
す
る
と
、
千
歳
市
は
「
陸
域
の
鳥
」
の
割
合
が
多
く

（
千
歳
市
六
四
�
、
石
狩
管
内
五
二
�
）、
逆
に
「
水
域
の
鳥
」
の
割
合
が
少
な
い
こ
と

が
分
か
る
（
図
４－

１
）。
同
様
に
、
生
息
区
分
（
六
区
分
）
で
比
較
す
る
と
、
千
歳図４－２ 石狩管内との生息区分での比較

図４－１ 石狩管内との陸水区分での比較

８２
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表４－２ 千歳市で確認された鳥類一覧
１回でも確認された種は「●」を付し、確認された種であっても文献等の中で「月」「年」のデータが明確でないものは、

網掛けで表示。場所については「支笏湖」「ふ化場」「青葉公園」「長都沼跡」、左記以外の場所と場所が特定できないもの
を「なし・他」に示した。生態区分の「森」は「森林の鳥」、「川」は「川・湖沼の鳥」、「農」は「農耕地・都市の鳥」、「海」
は「海岸・島の鳥」、「草」は「灌木・草原の鳥」、「高」は「高山の鳥」を表わす。

№ 種名 科名

観察された月 観察された場所 観察された年 生態区分

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２
支
笏
湖

ふ
化
場

青
葉
公
園

長
都
沼
跡

な
し
・
他

７１
〜
７８

〜
８３

〜
８８

〜
９３

〜
９８

〜
０３

〜
０８

陸
水

季
節
性

生
息

１ カイツブリ カイツブリ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 水域 夏鳥 川

２ ハジロカイツブリ カイツブリ ● ● 水域 冬鳥 海

３ ミミカイツブリ カイツブリ ● ● ● ● ● ● 水域 冬鳥 海

４ アカエリカイツブリ カイツブリ ● ● ● 水域 夏鳥 川

５ カワウ ウ ● ● ● ● ● 水域 夏鳥 海

６ ウミウ ウ ● ● ● ● ● ● ● ● ● 水域 留鳥 海

７ ヨシゴイ サギ ● ● 水域 夏鳥 草

８ アマサギ サギ ● ● ● 水域 夏鳥 川

９ ダイサギ サギ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 水域 夏鳥 川

１０ コサギ サギ ● ● ● ● 水域 夏鳥 川

１１ アオサギ サギ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 水域 夏鳥 川

１２ コウノトリ コウノトリ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 水域 夏鳥 川

１３ ヘラサギ トキ ● ● ● 水域 迷鳥 川

１４ シジュウカラガン カモ ● ● ● ● ● 水域 旅鳥 川

１５ コクガン カモ ● ● ● 水域 旅鳥 川

１６ マガン カモ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 水域 旅鳥 川

１７ カリガネ カモ ● ● ● ● ● ● 水域 旅鳥 川

１８ ヒシクイ カモ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 水域 旅鳥 川

１９ ハクガン カモ ● ● ● ● ● ● 水域 冬鳥 川

２０ サカツラガン カモ ● ● ● ● ● ● 水域 旅鳥 川

２１ コブハクチョウ カモ ● ● ● ● 水域 留鳥 川

２２ オオハクチョウ カモ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 水域 冬鳥 川

２３ コハクチョウ カモ ● ● ● ● ● ● ● 水域 旅鳥 川

２４ オシドリ カモ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 水域 夏鳥 川

２５ マガモ カモ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 水域 留鳥 川

２６ カルガモ カモ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 水域 夏鳥 川

２７ コガモ カモ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 水域 冬鳥 川

２８ トモエガモ カモ ● ● ● ● ● 水域 冬鳥 川

２９ ヨシガモ カモ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 水域 夏鳥 川

３０ オカヨシガモ カモ ● ● ● 水域 旅鳥 川

３１ ヒドリガモ カモ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 水域 冬鳥 川

３２ オナガガモ カモ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 水域 旅鳥 川

３３ シマアジ カモ ● ● 水域 旅鳥 川

３４ ハシビロガモ カモ ● ● ● ● ● ● ● 水域 旅鳥 川

３５ ホシハジロ カモ ● ● ● ● ● ● ● ● 水域 旅鳥 川

３６ キンクロハジロ カモ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 水域 留鳥 川

３７ スズガモ カモ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 水域 旅鳥 川

３８ シノリガモ カモ ● ● ● ● ● ● 水域 冬鳥 海

３９ ホオジロガモ カモ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 水域 冬鳥 海

４０ ミコアイサ カモ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 水域 冬鳥 川

４１ ウミアイサ カモ ● ● ● ● ● ● ● ● 水域 旅鳥 海

４２ カワアイサ カモ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 水域 留鳥 川

４３ ミサゴ タカ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 夏鳥 川

４４ ハチクマ タカ ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 夏鳥 森

４５ トビ タカ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 留鳥 農

４６ オジロワシ タカ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 留鳥 川

４７ オオワシ タカ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 冬鳥 川

４８ オオタカ タカ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 留鳥 森

４９ ツミ タカ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 夏鳥 森

５０ ハイタカ タカ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 夏鳥 森

５１ ケアシノスリ タカ ● ● ● ● ● ● ● 陸域 冬鳥 農

５２ ノスリ タカ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 留鳥 農

５３ クマタカ タカ ● ● ● ● ● ● 陸域 留鳥 森

５４ ハイイロチュウヒ タカ ● ● ● ● ● 陸域 冬鳥 草

５５ チュウヒ タカ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 夏鳥 農

５６ ハヤブサ ハヤブサ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 留鳥 農

５７ チゴハヤブサ ハヤブサ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 夏鳥 農

５８ コチョウゲンボウ ハヤブサ ● ● ● ● ● 陸域 冬鳥 農

５９ チョウゲンボウ ハヤブサ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 冬鳥 農

６０ エゾライチョウ ライチョウ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 留鳥 森

６１ ウズラ キジ ● ● ● 陸域 夏鳥 農

６２ キジ キジ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 留鳥 農

６３ タンチョウ ツル ● ● ● 水域 留鳥 川

６４ マナヅル ツル ● ● ● 水域 迷鳥 農

６５ ヒクイナ クイナ ● ● ● 水域 夏鳥 川

６６ オオバン クイナ ● ● ● 水域 夏鳥 川

第４章 生物の分布
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№ 種名 科名

観察された月 観察された場所 観察された年 生態区分

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２
支
笏
湖

ふ
化
場

青
葉
公
園

長
都
沼
跡

な
し
・
他

７１
〜
７８

〜
８３

〜
８８

〜
９３

〜
９８

〜
０３

〜
０８

陸
水

季
節
性

生
息

６７ ハジロコチドリ チドリ ● ● ● 水域 旅鳥 川

６８ コチドリ チドリ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 水域 夏鳥 川

６９ イカルチドリ チドリ ● ● ● 水域 夏鳥 川

７０ タゲリ チドリ ● ● ● ● ● ● 水域 旅鳥 川

７１ トウネン シギ ● ● ● 水域 旅鳥 海

７２ ウズラシギ シギ ● ● ● 水域 旅鳥 海

７３ ハマシギ シギ ● ● ● 水域 旅鳥 海

７４ オバシギ シギ ● ● ● 水域 旅鳥 海

７５ オオハシシギ シギ ● ● ● 水域 旅鳥 海

７６ ツルシギ シギ ● ● ● ● ● 水域 旅鳥 海

７７ アオアシシギ シギ ● ● ● ● 水域 旅鳥 海

７８ クサシギ シギ ● ● ● 水域 旅鳥 川

７９ タカブシギ シギ ● ● ● 水域 旅鳥 海

８０ キアシシギ シギ ● ● ● ● ● ● ● 水域 旅鳥 農

８１ イソシギ シギ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 水域 夏鳥 川

８２ ソリハシシギ シギ ● ● ● 水域 旅鳥 海

８３ ヤマシギ シギ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 水域 夏鳥 森

８４ タシギ シギ ● ● ● ● ● 水域 旅鳥 海

８５ オオジシギ シギ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 水域 夏鳥 草

８６ アオシギ シギ ● ● ● 水域 冬鳥 川

８７ アカエリヒレアシシギ ヒレアシシギ ● ● ● ● ● 水域 旅鳥 海

８８ ツバメチドリ ツバメチドリ ● ● ● 水域 旅鳥 川

８９ ユリカモメ カモメ ● ● ● ● ● ● ● ● 水域 旅鳥 海

９０ セグロカモメ カモメ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 水域 冬鳥 海

９１ オオセグロカモメ カモメ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 水域 留鳥 海

９２ シロカモメ カモメ ● ● 水域 冬鳥 海

９３ カモメ カモメ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 水域 冬鳥 海

９４ ウミネコ カモメ ● ● ● ● ● ● ● 水域 夏鳥 海

９５ ミツユビカモメ カモメ ● ● 水域 冬鳥 海

９６ アジサシ カモメ ● ● ● 水域 旅鳥 海

９７ キジバト ハト ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 夏鳥 農

９８ アオバト ハト ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 夏鳥 森

９９ ジュウイチ カッコウ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 夏鳥 森

１００ カッコウ カッコウ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 夏鳥 草

１０１ ツツドリ カッコウ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 夏鳥 森

１０２ ホトトギス カッコウ ● ● ● ● ● ● ● 陸域 夏鳥 森

１０３ シロフクロウ フクロウ ● ● ● ● 陸域 冬鳥 農

１０４ トラフズク フクロウ ● ● ● ● ● 陸域 夏鳥 農

１０５ コミミズク フクロウ ● ● ● ● ● 陸域 冬鳥 農

１０６ コノハズク フクロウ ● ● ● ● ● ● ● 陸域 夏鳥 森

１０７ オオコノハズク フクロウ ● ● ● ● 陸域 留鳥 森

１０８ アオバズク フクロウ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 夏鳥 森

１０９ フクロウ フクロウ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 留鳥 森

１１０ ヨタカ ヨタカ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 夏鳥 森

１１１ ハリオアマツバメ アマツバメ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 夏鳥 森

１１２ アマツバメ アマツバメ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 夏鳥 森

１１３ ヤマセミ カワセミ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 留鳥 川

１１４ アカショウビン カワセミ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 夏鳥 川

１１５ カワセミ カワセミ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 夏鳥 川

１１６ ヤツガシラ ヤツガシラ ● ● ● ● ● ● 陸域 夏鳥 森

１１７ アリスイ キツツキ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 夏鳥 森

１１８ ヤマゲラ キツツキ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 留鳥 森

１１９ クマゲラ キツツキ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 留鳥 森

１２０ アカゲラ キツツキ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 留鳥 森

１２１ オオアカゲラ キツツキ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 留鳥 森

１２２ コゲラ キツツキ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 留鳥 森

１２３ ヒバリ ヒバリ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 夏鳥 農

１２４ ハマヒバリ ヒバリ ● ● ● 陸域 冬鳥 海

１２５ ショウドウツバメ ツバメ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 夏鳥 川

１２６ ツバメ ツバメ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 夏鳥 農

１２７ イワツバメ ツバメ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 夏鳥 川

１２８ キセキレイ セキレイ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 夏鳥 川

１２９ ハクセキレイ セキレイ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 夏鳥 川

１３０ セグロセキレイ セキレイ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 夏鳥 川

１３１ ビンズイ セキレイ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 夏鳥 森

１３２ タヒバリ セキレイ ● ● 陸域 旅鳥 農

１３３ ヒヨドリ ヒヨドリ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 留鳥 農

１３４ モズ モズ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 夏鳥 農

１３５ アカモズ モズ ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 夏鳥 森
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№ 種名 科名

観察された月 観察された場所 観察された年 生態区分

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２
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湖
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葉
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な
し
・
他

７１
〜
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〜
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〜
８８

〜
９３

〜
９８

〜
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〜
０８

陸
水

季
節
性

生
息

１３６ オオモズ モズ ● ● ● ● ● 陸域 冬鳥 農

１３７ キレンジャク レンジャク ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 旅鳥 森

１３８ ヒレンジャク レンジャク ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 旅鳥 森

１３９ カワガラス カワガラス ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 留鳥 川

１４０ ミソサザイ ミソサザイ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 留鳥 森

１４１ カヤクグリ イワヒバリ ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 留鳥 高

１４２ コマドリ ツグミ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 夏鳥 森

１４３ ノゴマ ツグミ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 夏鳥 草

１４４ コルリ ツグミ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 夏鳥 森

１４５ ルリビタキ ツグミ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 夏鳥 森

１４６ ジョウビタキ ツグミ ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 冬鳥 農

１４７ ノビタキ ツグミ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 夏鳥 草

１４８ イソヒヨドリ ツグミ ● ● 陸域 夏鳥 海

１４９ トラツグミ ツグミ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 夏鳥 森

１５０ マミジロ ツグミ ● ● ● ● ● ● 陸域 夏鳥 森

１５１ クロツグミ ツグミ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 夏鳥 森

１５２ アカハラ ツグミ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 夏鳥 森

１５３ シロハラ ツグミ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 旅鳥 森

１５４ マミチャジナイ ツグミ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 旅鳥 森

１５５ ツグミ ツグミ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 冬鳥 森

１５６ ヤブサメ ウグイス ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 夏鳥 森

１５７ ウグイス ウグイス ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 夏鳥 森

１５８ エゾセンニュウ ウグイス ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 夏鳥 草

１５９ シマセンニュウ ウグイス ● ● ● 陸域 夏鳥 草

１６０ コヨシキリ ウグイス ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 夏鳥 草

１６１ オオヨシキリ ウグイス ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 夏鳥 草

１６２ メボソムシクイ ウグイス ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 旅鳥 森

１６３ エゾムシクイ ウグイス ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 夏鳥 森

１６４ センダイムシクイ ウグイス ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 夏鳥 森

１６５ キクイタダキ ウグイス ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 留鳥 森

１６６ キビタキ ヒタキ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 夏鳥 森

１６７ ムギマキ ヒタキ ● ● ● ● ● ● 陸域 旅鳥 森

１６８ オオルリ ヒタキ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 夏鳥 森

１６９ サメビタキ ヒタキ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 夏鳥 森

１７０ エゾビタキ ヒタキ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 旅鳥 森

１７１ コサメビタキ ヒタキ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 夏鳥 森

１７２ エナガ エナガ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 留鳥 森

１７３ ハシブトガラ シジュウカラ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 留鳥 森

１７４ コガラ シジュウカラ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 留鳥 森

１７５ ヒガラ シジュウカラ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 留鳥 森

１７６ ヤマガラ シジュウカラ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 留鳥 森

１７７ シジュウカラ シジュウカラ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 留鳥 森

１７８ ゴジュウカラ ゴジュウカラ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 留鳥 森

１７９ キバシリ キバシリ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 留鳥 森

１８０ メジロ メジロ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 夏鳥 森

１８１ ホオジロ ホオジロ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 夏鳥 農

１８２ ホオアカ ホオジロ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 夏鳥 農

１８３ カシラダカ ホオジロ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 冬鳥 農

１８４ ミヤマホオジロ ホオジロ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 冬鳥 農

１８５ シマアオジ ホオジロ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 夏鳥 草

１８６ アオジ ホオジロ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 夏鳥 森

１８７ クロジ ホオジロ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 夏鳥 森

１８８ オオジュリン ホオジロ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 夏鳥 草

１８９ ユキホオジロ ホオジロ ● ● ● 陸域 冬鳥 草

１９０ アトリ アトリ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 冬鳥 森

１９１ カワラヒワ アトリ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 夏鳥 農

１９２ マヒワ アトリ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 留鳥 森

１９３ ベニヒワ アトリ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 冬鳥 草

１９４ ハギマシコ アトリ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 留鳥 高

１９５ アカマシコ アトリ ● ● ● 陸域 冬鳥 森

１９６ オオマシコ アトリ ● ● ● 陸域 冬鳥 森

１９７ ギンザンマシコ アトリ ● ● 陸域 留鳥 高

１９８ イスカ アトリ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 留鳥 森

１９９ ベニマシコ アトリ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 夏鳥 草

２００ ウソ アトリ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 留鳥 森

２０１ コイカル アトリ ● ● ● ● 陸域 迷鳥 森

２０２ イカル アトリ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 夏鳥 森

２０３ シメ アトリ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 夏鳥 森

２０４ ニュウナイスズメ ハタオリドリ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 夏鳥 森

第４章 生物の分布

８５
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は
「
森
林
の
鳥
」
の
割
合
が
多
く
（
千
歳
市
三

四
�
、
石
狩
管
内
二
六
�
）、「
海
岸
・
島
の
鳥
」

の
割
合
が
少
な
い
（
千
歳
市
一
三
�
、
石
狩
管

内
二
七
�
）（
図
４－

２
）。
こ
れ
は
、
千
歳
市

が
森
林
に
恵
ま
れ
、
一
方
で
海
岸
線
に
接
し
て

い
な
い
と
い
う
自
然
環
境
を
反
映
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、確
認
種
数
を
月
別
に
見
て
み
る
と（
図

４－

３
）、
十
二
月
か
ら
二
月
ま
で
の

厳
し
い
冬
期
間
は
少
な
く
、
四
月
か
ら

五
月
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
夏
場
減
少
し

十
月
再
び
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
。
特
に
、

三
月
か
ら
五
月
、
十
月
か
ら
十
一
月
に

「
水
域
の
鳥
」
が
多
い
の
は
通
過
型
の

旅
鳥
の
影
響
で
あ
る
。

渡
り
区
分
か
ら
千
歳
市
の
鳥
類
を
見

る
と
（
図
４－

４
）、「
夏
鳥
」
が
最
も

多
く
四
二
�
、
次
に「
留
鳥
」二
一
�
、

「
旅
鳥
」
一
九
�
、「
冬
鳥
」
一
六
�
と

な
っ
た
。「
冬
鳥
」が
少
な
く
、「
夏
鳥
」

と
通
過
型
の
「
旅
鳥
」
が
多
い
点
は
、

藤
巻
に
よ
る
と
本
州
と
比
較
し
た
と
き

の
北
海
道
の
特
徴
で
あ
り
、
千
歳
市
の

鳥
類
も
同
様
の
傾
向
を
示
し
て
い
る

（
前
出
『
北
海
道
鳥
類
目
録
』）。

千
歳
市
内
の
四
地
点
を
比
較
し
、
地

域
別
の
確
認
種
数
を
見
る
と
（
図
４－

５
）、
支
笏
湖
一
五
〇
種
、
長
都
沼
跡
一
四
五
種
、
ふ
化
場
一
二
七
種
、
青
葉
公
園
一

一
一
種
の
順
と
な
っ
た
。
陸
水
区
分
の
割
合
か
ら
見
る
と
支
笏
湖
・
ふ
化
場
・
青
葉
公

園
は
「
陸
域
の
鳥
」
が
多
く
、「
水
域
の
鳥
」
が
少
な
い
と
い
う
点
で
類
似
し
た
傾
向

を
示
し
て
い
る
（「
陸
域
の
鳥
」
七
五
〜
八
四
�
、「
水
域
の
鳥
」
一
七
〜
二
五
�
）。

そ
れ
に
対
し
て
、
長
都
沼
跡
は
「
陸
域
の
鳥
」
六
一
�
、「
水
域
の
鳥
」
三
九
�
と
質

的
に
異
な
る
数
値
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
支
笏
湖
か
ら
ふ
化
場
、
青
葉
公
園
に
至
る
地
域

№ 種名 科名

観察された月 観察された場所 観察された年 生態区分

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２
支
笏
湖

ふ
化
場

青
葉
公
園

長
都
沼
跡

な
し
・
他

７１
〜
７８

〜
８３

〜
８８

〜
９３

〜
９８

〜
０３

〜
０８

陸
水

季
節
性

生
息

２０５ スズメ ハタオリドリ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 留鳥 農

２０６ コムクドリ ムクドリ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 夏鳥 農

２０７ ムクドリ ムクドリ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 夏鳥 農

２０８ カケス カラス ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 留鳥 森

２０９ カササギ カラス ● ● ● 陸域 迷鳥 農

２１０ ホシガラス カラス ● ● 陸域 留鳥 高

２１１ コクマルガラス カラス ● ● ● ● ● ● 陸域 迷鳥 農

２１２ ミヤマガラス カラス ● ● ● 陸域 冬鳥 農

２１３ ハシボソガラス カラス ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 留鳥 農

２１４ ハシブトガラス カラス ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 陸域 留鳥 農

６０ ６８ ８８１１８１３９１０９１０３１０１９６１１１９９ ７８１５０１２７１１１１４６１５５１２１１２３１３４１３５１２６１３０１６２

（月）図４－３ 月別確認種数と陸水区分

（
種
）

図４－４ 千歳市の鳥（渡り区分）図４－５ 地域別確認種数と陸水区分

（
種
）

８６

第１編 自然と風土
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が
森
林
と
湖
・
河
川
か
ら
な
る
環
境
で

あ
る
こ
と
の
一
方
、
長
都
沼
跡
が
千
歳

川
下
流
部
の
平
野
部
に
あ
り
、
水
鳥
の

中
継
地
と
な
る
開
水
面
（
ネ
シ
コ
シ
排

水
路－

広
幅
排
水
路－

）
を
擁
し
て
い

る
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
森
林
地
域
の
支
笏
湖
と
平
野

部
の
旧
長
都
沼
を
比
較
す
る
と
、
特
に

大
き
な
相
違
は
、「
森
林
の
鳥
」
が
支

笏
湖
で
四
七
�
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、

旧
長
都
沼
が
二
三
�
と
極
端
に
少
な
い

こ
と
と
、「
川
・
湖
沼
の
鳥
」
が
支
笏

湖
で
二
一
�
と
少
な
く
、
旧
長
都
沼
で

三
二
�
と
多
い
点
で
あ
っ
た
（
図
４－

６
）。

以
上
の
こ
と
か
ら
千
歳
市
の
鳥
類
の
特
徴
は
、「
森
林
と
湖
・
清
流
を
主
と
す
る
環

境
に
生
息
す
る
鳥
類
」
と
「
平
野
部
の
開
水
面
と
そ
の
周
辺
の
環
境
に
生
息
す
る
鳥
類
」

の
大
き
く
二
つ
の
タ
イ
プ
が
存
在
す
る
こ
と
に
あ
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

支
笏
湖
周
辺
地
域

昭
和
二
十
四
（
一
九
四
九
）
年
に
支
笏
洞
爺
国
立
公
園
の
指
定
を
受
け
た
地
域
で
あ

る
。
支
笏
湖
は
、
火
山
活
動
の
結
果
生
じ
た
カ
ル
デ
ラ
湖
で
、
各
種
の
水
鳥
を
迎
え
入

れ
て
い
る
。
ま
た
、
周
辺
の
森
林
は
針
広
混
交
林
や
針
葉
樹
の
造
林
地
を
主
体
と
し
、

湖
水
面
二
四
八
�
か
ら
恵
庭
岳
一
三
二
〇
�
ま
で
の
大
き
な
標
高
差
に
よ
り
冷
温
帯
性

植
生
か
ら
寒
帯
性
植
生
が
見
ら
れ
る
。
林
内
に
は
、
ク
マ
ゲ
ラ
、
コ
ル
リ
、
コ
マ
ド
リ

な
ど
を
始
め
と
す
る
森
林
性
の
鳥
類
に
恵
ま
れ
て
い
る
。

表４－３ 採用資料一覧

№ 資料名 作成者 調査期間 備考
１ 『千歳市に生息する野鳥（第一報）』 千歳野鳥の会 １９７１～１９７２ １９７２年発行
２ 『千歳地方の野鳥』 小山政弘 １９７２～１９７７ 千歳を知る会『千歳を知る』１９８８

３ 『苗別川流域山林に棲息する鳥類とその棲息期間』 金山哲夫・小山政弘 １９７７ 千歳市教育委員会『苗別川流域における
鳥・魚類・植生調査』１９７８

４ 『千歳・恵庭地方の鳥類』 金山哲夫・小山政弘 １９７２～１９７７『北海道野鳥だより』１９７８ ※旧長都沼の
データのみ使用

５ 『私たちの探鳥会 探鳥会３０年の記
録』 北海道野鳥愛護会 １９８６～１９９９［９．千歳川流域］の項 ※その後の記録

（２０００～２００８）を加える

６ 『支笏湖美笛地区自然環境整備利用計画調査報告書』 日本野鳥の会 １９８４～１９８５ １９９０年発行（千歳市委託事業）

７ 『支笏湖畔国民休暇村周辺１９９４年４月の探鳥記録』 柳澤信雄 １９９４ 『北海道野鳥だより』１９９５

８ 『苫小牧地方の野鳥』 佐藤辰夫 ２００１～２００３『北海道野鳥だより』２００４ ※樽前山のデー
タのみ使用

９ 『雁の中継地「長都沼」をとりまく諸問題』 佐藤ひろみ ２００１ 『北海道野鳥だより』２００２

１０ 会報『北海道野鳥だより』 北海道野鳥愛護会 １９７０～２００８ ※千歳市の鳥類に関するデータを抽出

１１ 会報『コタンコルカムイ』 道央野鳥の会・日本
野鳥の会道央支部 １９８１～１９８８ ※№．１～２５より千歳市の鳥類に関する

データを抽出

１２ 会報『ゴロスケ』 北大野鳥研究会 １９８６～１９９８ ※№１～４４より千歳市の鳥類に関するデー
タを抽出

１３『支笏湖周辺の鳥類』 富川徹 １９８７～２００５『支笏湖の人と自然』２００７
１４『千歳の鳥』 須藤賢吉・須藤昌子 １９９０～１９９１ １９９１年発行

１５『石狩鳥報』 石狩鳥類研究会 １９９７～２００７ ※第１号～第１１号より千歳市の鳥類に関す
るデータを抽出

１６『千歳市自然環境基礎調査』 千歳市 １９９５～１９９６ ※２年間の調査期間内に確認された種のみ
採用

１７『千歳市に生息する野鳥』 金山哲夫・榊原茂
樹・高橋俊博 １９７８～１９８０ 未発表資料

１８『青葉公園鳥類調査』 榊原茂樹・高橋俊博 １９８０～１９８１ 未発表資料
１９ 北大野鳥研究会の記録 小林和也 ２００４～２００６ 個人資料
２０ 支笏湖ビジターセンターの記録 荒内久美子 ２００５～２００８ 個人資料
２１ 観察記録 島崎康広 １９９３～２００８ 個人資料
２２ 観察記録 榊原茂樹 １９７９～２００８ 個人資料

図４－６ 支笏湖と長都沼跡の生息区分での比較

第４章 生物の分布
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野
鳥
観
察
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
は
、
湖
畔
か
ら
モ
ー
ラ
ッ
プ
周
辺
ま
で
散
策
路
が
整
備

さ
れ
た
「
野
鳥
の
森
」
が
あ
る
。
千
歳
川
最
上
流
部
で
は
ヤ
マ
セ
ミ
や
カ
ワ
セ
ミ
を
は

じ
め
カ
モ
類
な
ど
も
観
察
で
き
、
ま
た
、
林
内
に
入
る
と
六
月
早
朝
な
ど
は
、
ウ
グ
イ

ス
、
ヤ
ブ
サ
メ
、
セ
ン
ダ
イ
ム
シ
ク
イ
、
オ
オ
ル
リ
、
ク
ロ
ツ
グ
ミ
な
ど
の
さ
え
ず
り

の
競
演
に
驚
か
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。

樽
前
山
周
辺
は
、
秋
の
渡
り
ル
ー
ト
に
も
な
っ
て
お
り
、
各
種
の
タ
カ
類
や
ヒ
ヨ
ド

リ
を
始
め
と
す
る
多
く
の
渡
り
途
中
の
群
を
目
の
当
た
り
に
で
き
る
。

北
海
道
さ
け
・
ま
す
ふ
化
場
か
ら
王
子
製
紙
第
四
発
電
所

支
笏
湖
か
ら
続
く
森
林
の
縁
に
あ
た
る
地
域
で
、
特
徴
は
千
歳
川
の
清
流
を
擁
し
て

い
る
点
で
あ
る
。
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
が
あ
り
、
歩
き
や
す
く
、
適
度
に
見
通
し
が

良
く
、
ま
た
森
林
、
林
縁
、
水
辺
な
ど
多
様
な
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
た
め
、
野
鳥
観

察
に
は
も
っ
て
こ
い
の
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
、
道
内
各
地
か
ら
、
毎
年
多
く
の
人
が

野
鳥
観
察
に
訪
れ
る
。

清
流
千
歳
川
の
上
流
域
に
あ
た
り
、
ヤ
マ
セ
ミ
や
カ
ワ
セ
ミ
、
カ
ワ
ガ
ラ
ス
、
キ
セ

キ
レ
イ
な
ど
の
清
流
の
鳥
た
ち
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
る
。

青
葉
公
園

青
葉
公
園
は
、
か
つ
て
国
有
林
の
保
安
林
と
し
て
保
護
さ
れ
て
い
た
森
林
で
あ
っ

た
。
戦
後
昭
和
二
十
九
年
千
歳
町
が
払
い
下
げ
を
受
け
「
青
葉
公
園
」
が
誕
生
し
た
。

林
内
に
は
、
野
球
場
、
陸
上
競
技
場
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
散
策
路
な
ど
も
整
備

さ
れ
、
千
歳
市
民
に
と
っ
て
も
っ
と
も
身
近
な
自
然
と
い
え
る
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

林
内
に
は
、
ミ
ズ
ナ
ラ
や
ハ
リ
ギ
リ
、
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
な
ど
の
大
径
木
が
残
さ
れ
て
お

り
、
都
市
の
直
近
に
あ
り
な
が
ら
多
く
の
野
鳥
と
出
会
え
る
場
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
、
ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
、
ヤ
マ
ガ
ラ
な
ど
の
カ
ラ
類
、
ア
カ
ゲ
ラ
、
コ
ゲ

ラ
な
ど
の
キ
ツ
ツ
キ
類
な
ど
の
留
鳥
の
他
、
ニ
ュ
ウ
ナ
イ
ス
ズ
メ
、
キ
ビ
タ
キ
、
ウ
グ

イ
ス
、
セ
ン
ダ
イ
ム
シ
ク
イ
な
ど
夏
鳥
の
貴
重
な
繁
殖
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

長
都
沼
跡
（
ネ
シ
コ
シ
排
水
路
）

周
辺
地
域

千
歳
市
と
長
沼
町
の
境
界
付
近

は
、
以
前
長
都
沼
が
あ
っ
た
場
所

で
、現
在
は
ネ
シ
コ
シ
排
水
路（
広

幅
排
水
路
）
が
あ
り
、
多
く
の
渡

り
鳥
の
中
継
地
（
寄
留
地
）
と
し

て
重
要
な
地
点
と
な
っ
て
い
る
。

先
に
ふ
れ
た
よ
う
に
「
旅
鳥
」

が
多
い
こ
と
は
、
月
別
確
認
種
数

（
図
４－

７
）
を
見
る
と
さ
ら
に

明
ら
か
に
な
る
。
特
に
、
三
月
か

ら
五
月
、
十
月
・
十
一
月
が
多

く
、「
水
域
の
鳥
」
の
割
合
も
多

く
な
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
開
水
面

を
利
用
す
る
ヒ
シ
ク
イ
・
マ
ガ
ン

な
ど
の
ガ
ン
類
、
マ
ガ
モ
・
コ
ガ

モ
・
オ
ナ
ガ
ガ
モ
な
ど
の
カ
モ
類
を
主
体
と
す
る
「
旅
鳥
」
の
通
過
中
継
地
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

ま
た
、草
原
の
鳥
と
し
て
の
オ
オ
ジ
ュ
リ
ン
・
コ
ヨ
シ
キ
リ
、猛
禽
類
の
チ
ュ
ウ
ヒ
、

ハ
イ
イ
ロ
チ
ュ
ウ
ヒ
な
ど
は
、
千
歳
で
は
こ
の
地
域
で
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

環
境
の
多
様
性
と
そ
の
保
全

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
千
歳
市
に
は
海
は
な
い
も
の
の
、
奥
深
い
森
林
と
、

清
冽
な
水
を
た
た
え
る
湖
、
そ
し
て
清
流
千
歳
川
、
そ
の
下
流
部
の
平
野
に
は
渡
り
鳥

の
集
う
開
水
面
や
草
原
な
ど
多
様
な
環
境
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
適
応
し
た
鳥
類
が
生 （月）

図４－７ 長都沼跡周辺の月別確認種数と陸水区分

（
種
）

８８
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息
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

特
に
こ
れ
ら
の
地
域
の
中
で
、
鳥
類
の
生
息
環
境
の
面
か
ら
見
た
と
き
、
経
年
中
最

も
大
き
な
変
遷
を
た
ど
っ
た
の
が
、
か
つ
て
千
歳
川
流
域
の
長
都
沼
、
馬
追
沼
、
長
沼

な
ど
の
大
き
な
沼
沢
群
が
あ
っ
た
地
域
で
あ
る
。

こ
の
地
域
は
、
か
つ
て
鶴
が
舞
う
豊
か
な
水
鳥
の
楽
園
で
あ
っ
た
。
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
よ
う
に
、「
千
歳
」
の
名
の
由
来
も
こ
こ
に
あ
る
。
か
つ
て
「
シ
コ
ツ
」（「
大
き

な
窪
地
」
を
意
味
す
る
ア
イ
ヌ
語
）
と
呼
ば
れ
た
こ
の
地
域
を
、
深
い
葦
原
で
鶴
が
た

く
さ
ん
生
息
し
て
い
た
の
で
「
鶴
は
千
年
」
の
故
事
を
取
っ
て
「
千
歳
」
と
改
名
し
た

の
が
江
戸
時
代
文
化
二
（
一
八
〇
五
）
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
長
都
沼
周
辺
に
開
拓
者
が
入
り
始
め
る
と
鶴
は
激
減
、
明
治
二
十
二
（
一

八
八
九
）
年
五
月
、
設
置
間
も
な
い
北
海
道
庁
は
、
道
内
に
お
け
る
鶴
の
捕
獲
を
禁
じ

る
庁
令
を
発
し
、
さ
ら
に
翌
年
一
月
、「
千
歳
郡
馬
追
山
麓
ヨ
リ
千
歳
川
ニ
到
ル
各
沼

池
ヲ
以
テ
鶴
蕃
殖
地
ト
相
定
候
ニ
付
テ
ハ
発
砲
其
他
如
何
ナ
ル
手
段
ヲ
以
テ
ス
ル
モ
該

鳥
ハ
勿
論
其
他
諸
鳥
ヲ
モ
獲
殺
相
禁
シ
候
條
厳
重
取
締
ヲ
為
ス
ヘ
シ
（
以
下
略
）」、
お

よ
び
「
夕
張
郡
馬
追
山
麓
ヨ
リ
夕
張
郡
夕
張
川
畔
ニ
到
ル
各
沼
地
（
以
下
前
同
文
）」

と
の
訓
令
号
外
を
出
し
保
護
に
乗
り
出
す
が
、
時
す
で
に
遅
く
、
そ
れ
か
ら
間
も
な
く

鶴
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
い
う
。

一
方
、
開
拓
者
、
農
業
者
か
ら
見
る
と
、
こ
の
地
は
過
酷
な
水
害
と
の
戦
い
を
強
い

る
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
も
自
明
で
あ
る
。

こ
の
湿
地
帯
は
干
拓
さ
れ
、
現
在
で
は
広
大
な
農
業
地
帯
と
な
っ
て
い
る
。
有
名
な

の
が
昭
和
十
六
年
の
大
学
排
水
路
の
掘
削
で
あ
る
が
、
水
害
と
の
長
年
の
戦
い
に
決
着

を
付
け
た
の
が
昭
和
六
十
一
年
か
ら
の
「
総
合
か
ん
が
い
排
水
事
業
」
に
よ
る
農
地
造

成
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
動
き
の
一
方
で
進
め
ら
れ
た
の
が
「
太
平
洋
放
水
路

計
画
」
で
あ
っ
た
。
結
局
、
住
民
の
反
対
な
ど
で
こ
の
計
画
は
頓
挫
す
る
が
、
千
歳
川

と
の
合
流
点
で
あ
っ
た
十
四
号
排
水
路
は
幅
一
三
〇
�
、
長
さ
一
九
二
〇
�
の
ネ
シ
コ

シ
排
水
路（
広
幅
排
水
路
）と
な
っ
て
遊
水
池
の
役
割
も
兼
ね
た
か
た
ち
で
残
さ
れ
た
。

こ
の
「
ネ
シ
コ
シ
排
水
路
」
は
、
期
せ
ず
し
て
現
在
ガ
ン
・
カ
モ
類
な
ど
の
「
旅
鳥
」

た
ち
の
重
要
な
渡
り
中
継
地
と
な
っ
て
い
る
。
春
・
秋
の
渡
り
の
時
期
、
特
に
夕
暮
れ

時
に
当
地
を
訪
れ
る
と
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
多
く
の
ヒ
シ
ク
イ
、
オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
、

カ
モ
類
な
ど
が
ね
ぐ
ら
と
し
て
利
用
す
る
た
め
に
こ
の
排
水
路
に
戻
っ
て
く
る
。
つ
ま

り
か
つ
て
の
渡
り
鳥
の
大
寄
留
地
「
長
都
沼
」
の
機
能
が
こ
の
地
域
に
復
活
し
た
と
と

ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
本
来
の
「
千
歳
市
の
鳥
類
」
の
特
徴
は
ク
マ
ゲ
ラ
や

ヤ
マ
セ
ミ
（
ヤ
マ
セ
ミ
は
「
千
歳
市
の
鳥
」
と
し
て
制
定
さ
れ
て
い
る
）
に
代
表
さ
れ

る
「
森
林
と
清
流
・
湖
の
鳥
」
と
、
ガ
ン
・
カ
モ
類
や
オ
オ
ジ
ュ
リ
ン
な
ど
の
「
平
野

部
の
開
水
面
と
周
辺
の
草
原
を
利
用
す
る
鳥
」
の
両
者
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
千
歳
市
の
鳥
類
生
息
環
境
の
多
様
性
を
保
つ
意
味
で
、
特
に
、
長
都
沼
跡
周
辺
の

旅
鳥
の
寄
留
地
と
し
て
の
環
境
を
維
持
し
、
保
全
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

「
世
界
の
中
の
千
歳
」
と
い
う
観
点

多
く
の
「
旅
鳥
」
が
北
方
の
高
緯
度
地
域
と
南
方
地
域
と
の
移
動
の
過
程
で
千
歳
市

を
経
由
す
る
。「
夏
鳥
」
は
千
歳
市
で
繁
殖
し
、
冬
は
国
内
外
の
暖
か
い
地
域
で
過
ご

す
。
ま
た
、「
冬
鳥
」も
シ
ベ
リ
ア
な
ど
日
本
よ
り
高
緯
度
地
方
か
ら
越
冬
の
た
め
や
っ

て
来
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
彼
ら
に
は
国
境
は
な
い
。

特
に
こ
こ
で
は
、『
千
歳
に
棲
息
す
る
鳥
類
』
に
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
鳥
類
の
中

か
ら
ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
と
シ
マ
ア
オ
ジ
を
と
り
あ
げ
る
。

ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
は
、
川
沿
い
の
森
林
に
生
息
す
る
「
夏
鳥
」
で
、
朽
ち
た
大
径
木

に
巣
穴
を
掘
り
、
営
巣
す
る
。
カ
エ
ル
や
小
魚
、
ザ
リ
ガ
ニ
な
ど
を
主
な
エ
サ
と
す
る

全
身
赤
色
の
カ
ワ
セ
ミ
科
の
鳥
で
あ
る
。
初
夏
の
林
内
に
響
く
「
キ
ョ
ロ
ロ
ロ
ロ
…
」

と
い
う
声
で
、
彼
ら
の
存
在
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
。
か
つ
て
さ
け
・
ま
す
ふ
化
場
付
近

で
毎
年
出
会
え
る
鳥
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
一
〇
年
記
録
に
あ
が
っ
て
こ
な
い
（
千
歳
川
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上
流
域
な
ど
に
は
来
て
い
る
可
能
性
は
あ
る
が
）。千
歳
市
周
辺
の
環
境
を
見
る
限
り
、

そ
れ
ほ
ど
の
変
化
が
な
い
よ
う
に
思
え
る
こ
と
も
あ
り
、
冬
を
過
ご
す
地
域
（
台
湾
・

フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
の
東
南
ア
ジ
ア
）
で
の
環
境
悪
化
が
原
因
と
し
て
考
え
る
こ
と
も
で

き
る
。

一
方
、
シ
マ
ア
オ
ジ
は
湿
原
周
辺
の
草
原
の
鳥
で
、
か
つ
て
は
長
都
沼
跡
周
辺
の
原

野
（
草
原
）
で
見
ら
れ
た
鳥
で
あ
る
が
、
近
年
一
羽
も
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
実
は
、

こ
の
激
減
は
全
道
各
地
で
生
じ
て
い
る
現
象
で
も
あ
る
。
こ
の
鳥
は
日
本
で
は
北
海
道

に
繁
殖
の
た
め
や
っ
て
来
る
が
、
他
の
多
く
の
鳥
が
本
州
経
由
で
南
へ
渡
る
の
に
対
し

て
、
北
海
道
か
ら
直
接
日
本
海
を
越
え
て
大
陸
へ
渡
り
、
中
国
を
南
下
し
て
東
南
ア
ジ

ア
周
辺
で
越
冬
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
も
、
経
由
地
や
越
冬
地
で
の
環

境
悪
化
等
が
個
体
数
激
減
の
原
因
と
し
て
十
分
考
え
ら
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
ど
ち
ら
の
例
も
繁
殖
地
と
し
て
の
「
千
歳
市
」
の
環
境
変
化
が
大
き
な
原

因
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
可
能
性
に
つ
い
て
、
十
分
な
検
証
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
。
世
界
を
股
に
か
け
て
行
き
来
す
る
鳥
た
ち
の
保
護
を
考
え
る
と
き
、

一
地
域
に
と
ど
ま
ら
な
い
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
が
必
要
で
あ
る
。

引
用
・
参
考
文
献

藤
巻
裕
蔵
『
北
海
道
鳥
類
目
録

改
訂
２
版
』
二
〇
〇
〇
年
／
日
本
鳥
学
会
『
日
本
鳥
類
目
録

改
訂
６
版
』
二
〇
〇
〇
年
／
石
狩
鳥
類
研
究
会
『
石
狩
鳥
報
２
０
０
７
』
二
〇
〇
八
年

第
三
項

両
生
類

千
歳
市
に
生
息
す
る
両
生
類
は
表
４－

４
に
示
す
と
お
り
二
目
三
科
三
種
で
あ
る
。

サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
目

エ
ゾ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
は
平
地
か
ら
山
地
に
広
く
分
布
す
る
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
で
全

長
は
一
一
〇
〜
一
九
〇
�
で
あ
る
。
生
息
に
は
森
林
と
産
卵
に
必
要
な
止
水
が
必
要

で
、
春
の
雪
解
け
の
頃
、
池
や
大
き
な
水
溜
ま
り
な
ど
の
止

水
に
多
く
の
親
が
集
ま
り
産
卵
す
る
。
市
内
で
は
市
街
地
か

ら
支
笏
湖
に
か
け
て
広
が
る
森
林
域
や
、
上
長
都
の
二
次

林
、
泉
沢
の
潅
木
林
、
中
央
や
協
和
（
馬
追
丘
陵
）
の
森
林

域
に
生
息
し
て
い
る
。

カ
エ
ル
目

ニ
ホ
ン
ア
マ
ガ
エ
ル
は
市
民
に
最
も
身
近
な
カ
エ
ル
で
あ

る
。
体
長
は
二
二
〜
四
五
�
で
平
野
や
低
山
地
で
普
通
に
み

ら
れ
、
五
月
か
ら
七
月
を
中
心
に
水
田
、
水
溜
ま
り
な
ど
の

止
水
で
産
卵
す
る
。
市
内
で
は
全
域
に
生
息
す
る
が
、
市
街

地
か
ら
東
側
の
エ
リ
ア
に
記
録
が
多
く
、
長
都
、
釜
加
、
駒

里
、
泉
郷
の
農
耕
地
、
美
々
川
流
域
、
幌
加
、
協
和
の
馬
追

丘
陵
な
ど
広
い
範
囲
に
生
息
し
て
い
る
。

エ
ゾ
ア
カ
ガ
エ
ル
は
体
長
四
六
〜
七
二
�
で
平
地
か
ら
高

山
帯
ま
で
広
く
分
布
す
る
。
市
内
で
は
ほ
ぼ
全
域
に
生
息

し
、
水
明
郷
、
西
森
、
藤
の
沢
、
蘭
越
な
ど
の
森
林
域
、
長

都
川
沿
い
の
河
畔
林
、
泉
沢
、
美
々
、
駒
里
、
根
志
越
、
祝

梅
、
中
央
な
ど
農
耕
地
に
分
布
す
る
二
次
林
や
潅
木
林
、
協

和
、
幌
加
な
ど
馬
追
丘
陵
の
森
林
域
な
ど
広
い
範
囲
に
生
息

し
て
い
る
。は

第
四
項

爬
虫
類

千
歳
市
に
生
息
す
る
爬
虫
類
は
表
４－

５
に
示
す
と
お
り
一
目
三
科
五
種
で
あ
る
。

ト
カ
ゲ
目

ニ
ホ
ン
ト
カ
ゲ
は
平
地
か
ら
山
地
に
か
け
て
分
布
し
、
全
長
二
〇
〇
〜
二
五
〇
�
で

表４－４ 両生類目録

目名 科名 和名 学名

サンショウウオ サンショウウオ エゾサンショウウオ Hynobius retardatus

カエル
アマガエル ニホンアマガエル Hyla japonica

アカガエル エゾアカガエル Rana pirica

２目 ３科 ３種

両生類の分類、配列は、環境庁編 日本産野生生物目録－脊椎動物編－（１９９３）によった。
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あ
る
。
本
州
西
南
部
で
普
通
に
み
ら
れ
る
が
北
海
道
で
は
多
く
な
い
。
市
内
で
は
市
街

地
か
ら
支
笏
湖
に
か
け
て
広
が
る
森
林
域
の
林
道
沿
い
で
記
録
さ
れ
て
い
る
。

ニ
ホ
ン
カ
ナ
ヘ
ビ
は
平
地
か
ら
低
山
に
分
布
し
、
全
長
一
六
〇
〜
二
七
〇
�
で
北
海

道
の
個
体
は
本
州
産
の
個
体
よ
り
や
や
大
き
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ヘ
ビ
と
い
う
名
前

が
つ
く
が
ト
カ
ゲ
亜
目
に
分
類
さ
れ
ヘ
ビ
の
仲
間
（
ヘ
ビ
亜
目
）
で
は
な
い
。
市
内
で

は
市
街
地
か
ら
支
笏
湖
に
か
け
て
広
が
る
森
林
域
の
林

道
沿
い
や
、
泉
沢
や
美
々
の
灌
木
林
や
雑
草
地
、
長
都

川
沿
い
の
道
端
な
ど
で
生
息
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

シ
マ
ヘ
ビ
は
平
地
か
ら
山
地
に
分
布
し
、
水
田
、
草

原
、
農
耕
地
、
民
家
な
ど
様
々
な
場
所
に
生
息
す
る
。

全
長
八
〇
〜
一
五
〇
�
で
成
蛇
は
四
本
の
黒
褐
色
の
縦

条
が
入
る
。
全
身
が
真
っ
黒
の
黒
化
型
も
み
ら
れ
「
カ

ラ
ス
ヘ
ビ
」と
呼
ば
れ
る
。
市
内
で
は
上
長
都
、
長
都
、

泉
沢
、
美
々
、
祝
梅
、
泉
郷
な
ど
の
河
畔
林
や
二
次
林
、

ま
た
、
農
耕
地
で
の
生
息
記
録
が
多
く
、
支
笏
湖
周
辺

の
森
林
域
で
も
分
布
す
る
が
出
現
頻
度
は
少
な
い
。

ジ
ム
グ
リ
は
主
に
森
林
に
生
息
し
、
全
長
七
〇
〜
一

〇
〇
�
で
シ
マ
ヘ
ビ
や
ア
オ
ダ
イ
シ
ョ
ウ
に
比
べ
る
と

小
さ
い
。
名
前
の
と
お
り
地
中
の
穴
に
潜
る
こ
と
に
適

応
し
て
お
り
ネ
ズ
ミ
な
ど
を
追
跡
し
て
穴
に
入
り
込
み

捕
食
す
る
よ
う
で
あ
る
。
市
内
で
は
市
街
地
か
ら
支
笏

湖
方
面
に
か
け
て
広
が
る
森
林
域
で
生
息
が
記
録
さ
れ

て
い
る
。

ア
オ
ダ
イ
シ
ョ
ウ
は
山
地
の
森
林
か
ら
平
野
部
の
人

家
ま
で
様
々
な
環
境
に
生
息
し
て
い
る
。
全
長
一
一
〇

〜
二
〇
〇
�
で
北
海
道
に
生
息
す
る
ヘ
ビ
の
中
で
は
最
も
大
き
い
。
成
蛇
は
全
身
が

青
っ
ぽ
く
見
え
る
こ
と
か
ら
そ
の
名
が
あ
る
。
し
か
し
、
幼
蛇
は
ク
リ
ー
ム
色
の
地
に

褐
色
の
は
し
ご
型
の
横
斑
が
入
る
た
め
、
銭
形
紋
の
あ
る
マ
ム
シ
に
間
違
え
ら
れ
る
こ

と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
市
内
で
は
、
市
街
地
か
ら
支
笏
湖
方
面
に
か
け
て
広
が
る
森
林

域
、
泉
沢
の
二
次
林
、
長
都
、
中
央
の
農
耕
地
帯
で
生
息
が
記
録
さ
れ
て
お
り
広
い
範

囲
に
生
息
し
て
い
る
。

参
考
文
献

千
歳
市
『
千
歳
市
自
然
環
境
基
礎
調
査
報
告
書
（
平
成
六
年
〜
八
年
度
）』
／
支
笏
湖
の
人
と
自

然
編
集
委
員
会
『
支
笏
湖
の
人
と
自
然
』
二
〇
〇
七
年
／
内
山
り
ゅ
う
・
前
田
憲
男
・
沼
田
研

児
・
関
慎
太
郎
『
決
定
版

日
本
の
両
生
爬
虫
類
』
二
〇
〇
二
年
／
国
土
交
通
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
）
二
〇
〇
九
年
現
在

第
五
項

川
と
湖
の
動
物

千
歳
市
の
河
川
・
湖
沼
の
概
要

千
歳
市
内
の
水
辺
と
い
え
ば
誰
で
も
す
ぐ
思
い
浮
か
ぶ
の
は
、
市
名
を
冠
す
る
千
歳

川
と
国
立
公
園
と
も
な
っ
て
い
る
支
笏
湖
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
ほ
か
に
も
千
歳
市

内
に
は
実
に
多
く
の
水
辺
環
境
が
存
在
し
て
い
る
。
市
街
地
近
郊
を
流
れ
る
身
近
な
河

川
だ
け
で
も
内
別
川
、
マ
マ
チ
川
、
祝
梅
川
、
勇
舞
川
な
ど
が
あ
り
、
市
内
に
見
ら
れ

る
河
川
名
は
六
八
を
数
え
る
。
ま
た
、
湖
沼
と
し
て
は
、
支
笏
湖
の
ほ
か
千
歳
湖
と
オ

コ
タ
ン
ペ
湖
が
あ
り
、
か
つ
て
は
長
都
沼
な
ど
も
存
在
し
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら

千
歳
市
内
の
豊
か
な
水
辺
環
境
は
、
公
園
の
池
な
ど
人
工
的
水
辺
の
一
部
例
外
を
除

き
、
二
つ
の
水
系
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
日
本
海
に
注
ぐ
一
級
河
川
石
狩
川
水
系

あ
び
ら

と
、
太
平
洋
に
注
ぐ
二
級
河
川
安
平
川
水
系
の
二
つ
で
あ
る
。

石
狩
川
水
系
に
は
、「
最
北
の
不
凍
湖
」の
異
名
を
も
つ
支
笏
湖
と
そ
の
流
入
河
川
、

表４－５ 爬虫類目録

目名 科名 和名 学名

トカゲ

トカゲ ニホントカゲ Eumeces latiscutatus

カナヘビ ニホンカナヘビ Takydromus tachydromoides

ナミヘビ

シマヘビ Elaphe quadrivirgata

ジムグリ Elaphe conspicillata

アオダイショウ Elaphe climacophora

１目 ３科 ５種

爬虫類の分類、配列は、環境庁編 日本産野生生物目録－脊椎動物編－（１９９３）によった。
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お
よ
び
フ
レ
岳
を
源
と
し
、
支
笏
湖
を
経
て
千
歳
市
街
地
を
東
方
へ
流
れ
る
一
級
河

川
、
千
歳
川
が
含
ま
れ
る
。
前
述
し
た
内
別
川
や
マ
マ
チ
川
な
ど
は
、
千
歳
川
の
支
流

に
あ
た
り
、
さ
ら
に
小
さ
な
支
流
も
合
わ
せ
、
千
歳
市
内
の
ほ
と
ん
ど
の
河
川
は
石
狩

川
水
系
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
方
、
千
歳
市
南
部
の
千
歳
湖
な
ど
を
源
と
し
て
南
流
し
、
国
指
定
の
鳥
獣
保
護
区

で
あ
る
ウ
ト
ナ
イ
湖
に
流
入
す
る
美
々
川
と
、
東
千
歳
駐
屯
地
内
を
源
と
し
て
西
流
の

と

あ
さ

後
に
南
流
し
、
勇
払
郡
安
平
町
に
て
安
平
川
と
合
流
す
る
遠
浅
川
は
、
い
ず
れ
も
安
平

川
水
系
に
属
す
る
河
川
で
あ
る
。
美
々
川
の
支
流
で
あ
る
美
沢
川
の
一
部
と
、
遠
浅
川

の
支
流
ホ
カ
ン
カ
ニ
川
も
千
歳
市
内
を
流
れ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
水
系
に
は
、
湧
水
群
や
山
地
渓
流
、
平
地
の
緩
流
や
湿
地
、
湖
沼
な
ど
、

多
様
な
水
辺
環
境
が
存
在
し
、
魚
類
を
は
じ
め
水
中
を
主
た
る
生
活
の
場
と
す
る
多
く

の
生
き
物
を
育
ん
で
い
る
。
こ
の
項
で
は
、
魚
類
と
肉
眼
で
観
察
す
る
こ
と
の
出
来
る

い
わ
ゆ
る
大
型
無
脊
椎
動
物
を
中
心
に
、
わ
た
し
た
ち
の
目
に
触
れ
る
機
会
が
少
な

い
、
千
歳
市
内
の
水
中
に
生
息
す
る
動
物
た
ち
を
紹
介
す
る
。

千
歳
市
の
魚
類
と
水
生
無
脊
椎
動
物

平
成
二
十
（
二
〇
〇
八
）
年
現
在
、
北
海
道
に
は
外
来
生
物
を
含
め
、
約
八
〇
種
類

の
淡
水
魚
が
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
、
千
歳
市
内
に
は
、
何
種
類
が
生
息
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

千
歳
サ
ケ
の
ふ
る
さ
と
館
や
そ
の
ほ
か
の
採
集
、
調
査
の
記
録
（
千
歳
市
一
九
九
七

な
ど
）
も
加
え
る
と
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
に
千
歳
市
内
で
確
認
さ
れ
た
淡
水
魚
は
、

把
握
で
き
て
い
る
だ
け
で
四
四
種
類
に
お
よ
ぶ
（
表
４－

６
）。
こ
こ
に
あ
げ
た
魚
種

は
、
あ
く
ま
で
個
体
が
確
認
さ
れ
た
種
類
で
あ
り
、
イ
ト
ウ
や
カ
ワ
マ
ス
、
ギ
ン
ザ
ケ
、

ア
ユ
な
ど
、
市
内
河
川
で
の
繁
殖
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
魚
種
も
含
ま
れ
て
い
る
。

市
内
に
生
息
す
る
魚
類
の
特
徴
と
し
て
、
海
と
川
を
行
き
来
す
る
通
し
回
遊
魚
が
多

そ

か

い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
サ
ケ
の
よ
う
に
川
で
産
ま
れ
海
で
成
長
す
る
遡
河
回
遊
魚

と
、
ア
ユ
の
よ
う
に
川
で
産
ま
れ
一
時
期
海
へ
出
て
、
そ
の
後
ま
た
川
で
成
長
す
る
両

側
回
遊
魚
を
合
わ
せ
る
と
、
一
六
種
類
に
も
の
ぼ
る
。
こ
う
し
た
魚
類
が
多
い
の
は
、

海
か
ら
市
内
ま
で
堰
堤
な
ど
魚
類
の
遡
上
を
妨
げ
る
障
害
物
が
無
い
、
良
好
な
河
川
環

境
が
残
っ
て
い
る
こ
と
の
証
で
あ
る
。
ま
た
、
千
歳
市
は
海
か
ら
離
れ
た
内
陸
に
位
置

し
、千
歳
川
も
直
接
は
海
と
つ
な
が
っ
て
い
な
い
た
め
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、汽
水
（
註
）
魚

や
周
縁
性
淡
水
魚
が
ほ
と
ん
ど
生
息
し
て
い
な
い
こ
と
も
特
徴
で
あ
ろ
う
。
汽
水
魚
、

周
縁
性
海
水
魚
を
除
け
ば
、
北
海
道
で
確
認
さ
れ
て
い
る
魚
種
の
ほ
と
ん
ど
が
、
千
歳

市
内
の
河
川
や
湖
沼
に
も
生
息
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

河
川
、
湖
沼
に
は
魚
類
の
ほ
か
貝
類
、
甲
殻
類
、
昆
虫
類
な
ど
の
無
脊
椎
動
物
も
生

息
す
る
。
こ
れ
ら
は
主
に
河
川
、
湖
沼
の
底
に
生
息
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
底
生
動
物

と
呼
ば
れ
る
。な
か
で
も
も
っ
と
も
種
数
、個
体
数
と
も
に
多
い
の
が
昆
虫
類
で
あ
る
。

河
川
に
生
息
す
る
代
表
的
な
水
生
昆
虫
は
カ
ゲ
ロ
ウ
目
、
カ
ワ
ゲ
ラ
目
、
ト
ビ
ケ
ラ

目
の
三
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
千
歳
市
内
か
ら
は
種
名
不
確
定
の
も
の
も
含
め
る
と
、
カ

ゲ
ロ
ウ
目
約
三
〇
種
、
カ
ワ
ゲ
ラ
目
約
二
五
種
、
ト
ビ
ケ
ラ
目
約
一
一
〇
種
が
こ
れ
ま

で
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
三
つ
の
目
の
幼
虫
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
水
生
で
あ

り
、
羽
化
し
て
成
虫
に
な
る
と
陸
上
で
生
活
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
ほ
か
、
河
川
に

は
ハ
エ
目
も
多
い
。
ハ
エ
目
の
大
半
の
科
は
一
生
を
陸
上
で
生
活
す
る
が
、
ユ
ス
リ
カ

科
、
ア
ミ
カ
科
、
ブ
ユ
科
、
ガ
ガ
ン
ボ
科
な
ど
い
く
つ
か
の
科
で
は
幼
虫
期
に
水
中
で

生
活
す
る
種
が
多
く
、
上
記
三
目
と
遜
色
の
な
い
、
あ
る
い
は
凌
駕
す
る
数
の
種
が
河

川
に
生
息
し
て
い
る
。
な
か
で
も
ユ
ス
リ
カ
科
の
種
の
幼
虫
は
ほ
と
ん
ど
の
淡
水
に
生

息
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
千
歳
市
内
で
は
水
生
ハ
エ
目
の
調
査
は
あ
ま
り
行
わ
れ

て
お
ら
ず
、
現
在
の
と
こ
ろ
生
息
種
に
関
す
る
情
報
は
少
な
い
。

湖
沼
に
は
こ
れ
ら
四
目
の
ほ
か
、
ト
ン
ボ
目
、
コ
ウ
チ
ュ
ウ
目
、
カ
メ
ム
シ
目
の
種

が
よ
く
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
昆
虫
の
項
（
本
節
第
六
項
）
も
参
照
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
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河
川
、
湖
沼
に
生
息
す
る
無
脊
椎
動
物
の
種
類
は
水
温
、
水
量
、
水
質
、
底
の
状
態
、

流
れ
の
速
さ
な
ど
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
く
る
。
千
歳
市
内
に
は
湧
水
に
端
を
発
す
る
源

流
河
川
、
山
間
部
を
流
れ
る
山
地
渓
流
、
と
う
と
う
と
流
れ
る
中
流
河
川
、
湿
原
内
を

ゆ
っ
た
り
と
流
れ
る
平
地
流
な
ど
様
々
な
形
態
の
河
川
や
特
徴
の
異
な
る
湖
沼
が
存
在

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
環
境
に
適
応
し
た
無
脊
椎
動
物
が
生
息
し
て
い
る
。

で
は
こ
う
し
た
魚
や
無
脊
椎
動
物
た
ち
は
、
市
内
の
ど
ん
な
場
所
に
生
息
し
、
ど
の

よ
う
な
生
活
を
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
支
笏
湖
流
域
、
市
内
の
特
徴
的
な
水
域
ご

と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
に
お
け
る
水
生
生
物
の
生
息
状
況
を
、
見
て
い
く
こ
と
と
し

よ
う
。

（
註
）

河
口
域
や
内
湾
な
ど
、
海
水
と
真
水
が
混
じ
り
合
う
水
域
（
汽
水
域
）
を
主
な
生
息
場

所
と
す
る
魚
類
。
汽
水
域
の
塩
分
濃
度
は
、
通
常
〇
・
二
〜
三
〇
‰
。

支
笏
湖
流
域

支
笏
湖
と
オ
コ
タ
ン
ペ
湖
、
流
入
河
川
を
併
せ
た
支
笏
湖
流
域
で
は
、
こ
れ
ま
で
に

一
七
種
類
の
魚
類
が
確
認
さ
れ
て
い
る
（
支
笏
湖
の
人
と
自
然
編
集
委
員
会
二
〇
〇
七
）。

こ
の
中
で
、
元
来
支
笏
湖
に
生
息
し
て
い
た
在
来
種
は
ア
メ
マ
ス
と
ハ
ナ
カ
ジ
カ
の
二

種
類
だ
け
で
あ
り
（
元
田
一
九
五
〇
）、
ヒ
メ
マ
ス
を
は
じ
め
、
ほ
か
の
魚
類
は
全
て
、

人
間
が
持
ち
こ
ん
だ
外
来
種
で
あ
る
。

（
一
）
ア
メ
マ
ス

サ
ケ
科
イ
ワ
ナ
属
に
分
類
さ
れ
、
北
海
道
で
は
知
床
半
島
以
外
の
ほ
ぼ
全
域
に
分
布

し
て
い
る
。
支
笏
湖
に
わ
ず
か
二
種
し
か
生
息
し
て
い
な
い
、
貴
重
な
在
来
魚
類
の
一

種
で
あ
る
が
、
い
つ
か
ら
支
笏
湖
に
生
息
し
て
い
る
の
か
は
よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
。

千
歳
川
の
ア
メ
マ
ス
は
体
色
が
銀
白
色
で
、
大
型
の
白
点
を
有
す
る
の
に
対
し
、
支

笏
湖
の
ア
メ
マ
ス
（
写
真
４－

３
）
は
、
茶
褐
色
あ
る
い
は
黄
褐
色
を
お
び
、
白
点
が

小
さ
い
な
ど
の
外
見
上
の
相
違
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
支
笏
湖
の
ア
メ
マ
ス
は
、
河
川
に

さ
い
は
（
註
）

生
息
す
る
同
種
に
比
べ
て
鰓
耙
数
が
多
く
鰓
耙
間
隔
が
狭
い
な
ど
、
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
食

の
魚
類
の
特
徴
を
示
す
変
異
が
見

ら
れ
、
小
型
の
個
体
は
ヒ
メ
マ
ス

と
同
じ
く
、
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

を
主
食
と
す
る
場
合
が
多
い
こ
と

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

特
異
性
は
遺
伝
的
に
固
定
さ
れ
た

も
の
で
は
な
く
、
発
育
段
階
や
生

息
環
境
に
よ
っ
て
変
化
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
、
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア

Ｄ
Ｎ
Ａ
に
よ
る
解
析
に
よ
れ
ば
、

千
歳
川
の
ア
メ
マ
ス
と
支
笏
湖
ア
メ
マ
ス
と
の
遺
伝
的
距
離
は
、
同
一
地
域
集
団
を
示

す
も
の
で
あ
っ
た
（
川
口
二
〇
〇
二
）。

今
で
は
貴
重
な
在
来
種
と
考
え
ら
れ
て
い
る
ア
メ
マ
ス
も
、
以
前
は
ヒ
メ
マ
ス
の
稚

魚
を
捕
食
す
る
と
し
て
、
問
題
視
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
湖
内
の
刺
し
網
調
査
に

よ
り
、
ア
メ
マ
ス
の
個
体
数
は
一
九
八
〇
年
代
終
わ
り
頃
か
ら
急
激
に
増
加
し
た
こ
と

が
示
さ
れ
た
が
、
こ
の
時
期
が
ち
ょ
う
ど
ヒ
メ
マ
ス
個
体
数
の
激
減
後
と
重
な
っ
て
い

た
こ
と
か
ら
、
ア
メ
マ
ス
の
増
加
は
ヒ
メ
マ
ス
を
捕
食
し
た
こ
と
に
よ
る
の
で
は
な
い

か
と
の
推
測
も
あ
っ
た
。
し
か
し
実
際
に
は
、
ヒ
メ
マ
ス
の
減
少
に
よ
っ
て
空
い
た
湖

の
ニ
ッ
チ
（
生
態
的
地
位
）
を
利
用
し
て
、
ア
メ
マ
ス
が
増
加
し
た
こ
と
が
判
明
し
て

い
る
。
近
年
で
は
支
笏
湖
の
ア
メ
マ
ス
が
、
外
来
種
で
あ
る
ニ
ジ
マ
ス
と
ブ
ラ
ウ
ン
ト

ラ
ウ
ト
に
よ
っ
て
、沿
岸
域
か
ら
沖
合
へ
と
追
い
や
ら
れ
た
り
、捕
食
さ
れ
た
り
と
い
っ

た
事
例
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

支
笏
湖
の
ア
メ
マ
ス
は
、
未
だ
産
卵
生
態
さ
え
き
ち
ん
と
し
た
調
査
が
行
わ
れ
て
い

な
い
、
謎
多
き
魚
と
な
っ
て
い
る
。
外
来
種
の
影
響
が
大
き
い
支
笏
湖
に
お
い
て
、
貴

重
な
在
来
の
個
体
群
を
保
護
す
る
観
点
か
ら
も
、
更
な
る
生
態
研
究
が
望
ま
れ
る
。 写真４－３ アメマス

�千歳川産 �支笏湖産

�

�
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表４－６ 千歳市内に生息する魚類（千歳市内において１９８０年代以降に採集および観察の記録があるもの）

種 名
（＊は国外外来種）

学 名
千歳市
（１９９７）

千歳川
水中観察室

支笏湖と
周辺河川

千歳湖
環境省

レッドリスト

１ カワヤツメ Lethenteron japonica ● ● 絶滅危惧Ⅱ

２ シベリアヤツメ Lethenteron kessleri ● ● 準絶滅危惧

３ スナヤツメ Lethenteron reissneri ● ● ● 絶滅危惧Ⅱ

４ ワカサギ Hypomesus nipponensis ● ●

５ イシカリワカサギ Hypomesus olidus ● 準絶滅危惧種

６ アユ Plecoglossus altivelis ●

７ イトウ Hucho perryi ● 絶滅危惧�Ｂ
８ オショロコマ Salvelinus malma malma ● 絶滅危惧Ⅱ

９ アメマス Salvelinus leucomaenis ● ● ●

１０ カワマス＊ Salvelinus fontinalis ●

１１ ブラウントラウト＊ Salmo trutta ● ● ●

１２ ニジマス＊ Oncorhynchus mykiss ● ● ●

１３ サクラマス（ヤマメ） Oncorhynchus masou masou ● ● ● 準絶滅危惧

１４ ベニザケ（ヒメマス） Oncorhynchus nerka ● ● ● 絶滅危惧�Ａ
１５ ギンザケ＊ Oncorhynchus kisutsh

１６ サケ Oncorhynchus keta ● ●

１７ カラフトマス Oncorhynchus gorbuscha ●

１８ ウグイ Tribolodon hakonensis ● ●

１９ マルタ Tribolodon brandti ●

２０ エゾウグイ Tribolodon ezoe ● ● ● ●

２１ ヤチウグイ
Phoxinus percnurus
sachalinensis ● ● ● ● 準絶滅危惧

２２ タモロコ
Gnathopogon elongatus
elongatus ●

２３ モツゴ Pseudorasbora parva ● ● ●

２４ コイ Cyprinus carpio ● ●

２５ ゲンゴロウブナ Carassius auratus cuvieri ● 絶滅危惧�Ｂ
２６ ギンブナ Carassius auratus lansdorfii ● ● ● ●

２７ タイリクバラタナゴ＊ Rhodeus ocellatus ocellatus ● ●

２８ ドジョウ Misgurnus anguillicaudatus ● ● ●

２９ フクドジョウ Noemacheilus toni ● ● ● ●

３０ エゾホトケドジョウ Lefua nikkonis ● ● 絶滅危惧�Ｂ
３１ ナマズ＊ Silurus asotus ●

３２ イトヨ
Gasterosteus aculeatus
aculeatus ● ● ● ●

３３
イバラトミヨ
（トミヨ淡水型）

Pungitius pungitius pungitius ● ● ●

３４ エゾトミヨ Pungitius pungitius tymensis ● ● 準絶滅危惧

３５ カムルチー＊ Channa argus

３６ トウヨシノボリ Rhinogobius sp. OR ● ●

３７ ヌマチチブ Tridentiger brevispinis ● ●

３８ ビリンゴ Gymnogobius breunigii ● ●

３９ ジュズカケハゼ Gymnogobius castaneus ● ● ●

４０ ウキゴリ Gymnogobius urotaenia ● ●

４１ シマウキゴリ Gymnogobius opperiens ●

４２ ハナカジカ Cottus nozawae ● ● ● ●

４３ カンキョウカジカ Cottus hangiongensis

４４ ヌマガレイ Platichthys stellatus ●

種 類 数 ２８ ３５ １７ １２

９４

第１編 自然と風土

／【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／新千歳市史／第１編（Ｐ００１～１４４）／第１編　第４章  2010.02.13 11.18.48  Page 94 



（
註
）

鰓
耙
と
は
鰓
の
咽
頭
側
の
面
に
列
生
す
る
突
起
の
こ
と
で
、
食
物
や
砂
泥
が
水
と
一
緒

に
鰓
に
入
り
込
ま
な
い
よ
う
ろ
過
す
る
役
目
が
あ
る
。
こ
の
突
起
は
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
な

ど
を
食
べ
る
魚
類
で
は
細
か
く
数
も
多
い
。

（
二
）
ヒ
メ
マ
ス

日
本
在
来
の
ヒ
メ
マ
ス
は
、
阿
寒
湖
と
網
走
川
上
流
の
チ
ミ
ケ
ッ
プ
湖
に
の
み
生
息

し
て
い
た
。
北
海
道
庁
職
員
で
あ
っ
た
藤
村
信
吉
に
よ
り
、
原
産
湖
で
あ
る
阿
寒
湖
か

ら
支
笏
湖
に
初
め
て
ヒ
メ
マ
ス
が
移
殖
さ
れ
た
の
は
、
明
治
二
十
七
（
一
八
九
四
）
年

の
こ
と
で
あ
る
。

稚
魚
は
湖
岸
か
ら
沿
岸
域
で
、
水
生
昆
虫
、
落
下
昆
虫
、
沿
岸
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
な

ど
を
餌
に
成
長
し
、沖
合
へ
と
移
動
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。沖
合
に
移
行
し
た
幼
魚
は
、

そ
の
後
カ
イ
ア
シ
類
の
ヤ
マ
ヒ
ゲ
ナ
ガ
ケ
ン
ミ
ジ
ン
コ
や
、
ミ
ジ
ン
コ
類
の
ハ
リ
ナ
ガ

ミ
ジ
ン
コ
な
ど
、
沖
合
性
の
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
主
食
と
し
て
成
長
し
、
支
笏
湖
で

は
体
長
一
七
�
前
後
に
な
る
と
、
六
月
中
旬
か
ら
七
月
初
旬
に
か
け
て
降
河
行
動
を
起

こ
す
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
。
多
く
が
四
年
魚
で
成
熟
し
、
十
月
頃
に
な
る
と
産
卵
の

た
め
、
成
魚
の
群
が
湖
岸
に
近
付
く
の
が
確
認
で
き
る
。
支
笏
湖
で
も
、
わ
ず
か
な
が

ら
天
然
産
卵
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
産
卵
後
は
全
て
の
個
体

が
死
亡
す
る
。

阿
寒
湖
か
ら
移
殖
さ
れ
た
ヒ
メ
マ
ス
は
、
人
工
ふ
化
放
流

に
よ
る
再
生
産
に
も
成
功
し
、
順
調
に
個
体
数
を
増
大
し
て

い
く
か
に
見
え
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
支
笏
湖
で
は
、
二
度

に
わ
た
る
個
体
数
の
激
減
が
起
こ
っ
て
い
る
。
最
初
の
ヒ
メ

マ
ス
個
体
数
の
激
減
に
伴
い
、
大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
〜

え
と
ろ
ふ

昭
和
十
五
（
一
九
四
〇
）
年
に
か
け
て
、
択
捉
島
の
ウ
ル
モ

ベ
ツ
湖
産
ベ
ニ
ザ
ケ
が
移
殖
さ
れ
、
支
笏
湖
の
ヒ
メ
マ
ス
は

阿
寒
湖
産
か
ら
ウ
ル
モ
ベ
ツ
湖
産
に
置
き
換
わ
っ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
ベ
ニ
ザ
ケ
の
系
群
識
別
に
関
す
る
最
近
の
遺
伝
的
研
究
に
よ

り
、
現
在
の
択
捉
島
ベ
ニ
ザ
ケ
と
支
笏
湖
ヒ
メ
マ
ス
の
遺
伝
的
距
離
は
か
な
り
離
れ
て

い
る
こ
と
が
判
明
し
た
（W

inans
&
U
raw
a

二
〇
〇
〇
）。
し
か
し
、
肝
心
の
阿
寒
湖

と
チ
ミ
ケ
ッ
プ
湖
で
も
、
や
は
り
ウ
ル
モ
ベ
ツ
湖
を
は
じ
め
と
す
る
ヒ
メ
マ
ス
卵
が
移

殖
さ
れ
て
お
り
、
原
産
湖
に
お
け
る
在
来
の
ヒ
メ
マ
ス
個
体
群
は
遺
伝
的
に
変
質
、
あ

る
い
は
消
失
し
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
支
笏
湖
の
ヒ
メ

マ
ス
が
日
本
在
来
の
個
体
群
で
あ
る
か
ど
う
か
、
今
と
な
っ
て
は
そ
の
真
偽
を
確
か
め

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
支
笏
湖
に
は
、
二
度
の
個
体
数
の
減
少
を
経

て
な
お
、
貴
重
な
日
本
在
来
の
阿
寒
湖
産
ヒ
メ
マ
ス
個
体
群
が
残
さ
れ
て
い
る
可
能
性

を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

観
光
と
遊
漁
の
資
源
と
し
て
地
域
活
性
化
を
視
野
に
入
れ
た
活
用
を
探
る
と
と
も

に
、
い
か
に
し
て
貴
重
な
在
来
個
体
群
の
可
能
性
を
秘
め
た
ヒ
メ
マ
ス
資
源
を
維
持
し

て
い
く
の
か
。
今
後
も
課
題
は
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

（
三
）
ブ
ラ
ウ
ン
ト
ラ
ウ
ト

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
原
産
の
サ
ケ
科
魚
類
で
、
体
長
は
一
�
に
達
す
る
。
日
本
へ
は
カ
ワ
マ

ス
卵
に
混
じ
っ
て
、
昭
和
の
初
め
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
持
ち
こ

ま
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
支
笏
湖
で
ブ
ラ
ウ
ン
ト
ラ
ウ
ト

が
確
認
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
六
十
三
（
一
九
八
八
）
年
頃
か

ら
で
あ
る
。
一
九
九
七
年
に
体
長
八
四
�
の
ブ
ラ
ウ
ン
ト
ラ

ウ
ト
の
胃
袋
か
ら
三
〇
�
近
い
ヒ
メ
マ
ス
が
見
つ
か
っ
た
こ

と
で
、
に
わ
か
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
稚
魚
は
流

入
河
川
で
生
活
し
、
体
長
二
〇
�
を
超
え
る
と
湖
へ
下
る
。

こ
の
頃
か
ら
、
イ
ト
ヨ
、
ア
メ
マ
ス
、
ヒ
メ
マ
ス
な
ど
の
魚

類
を
主
な
餌
と
し
、
強
い
魚
食
性
を
示
す
よ
う
に
な
る
。

ま
た
支
笏
湖
の
流
入
河
川
に
分
布
す
る
の
は
、
主
に
ニ
ジ

写真４－４ ヒメマス

写真４－５ ブラウントラウト
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マ
ス
と
ブ
ラ
ウ
ン
ト
ラ
ウ
ト
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
在
来
種
で
あ
る
ア
メ

マ
ス
は
夏
場
の
一
時
期
、
河
口
域
に
わ
ず
か
ば
か
り
入
っ
て
く
る
だ
け
で
あ
り
、
ハ
ナ

カ
ジ
カ
も
滝
、
あ
る
い
は
ダ
ム
に
よ
っ
て
隔
離
さ
れ
た
上
流
部
に
分
布
し
て
い
る
に
過

ぎ
な
い
。
流
入
河
川
は
ブ
ラ
ウ
ン
ト
ラ
ウ
ト
の
産
卵
場
所
に
も
な
っ
て
い
て
、
十
二
月

中
旬
か
ら
一
月
上
旬
に
か
け
て
多
く
の
ブ
ラ
ウ
ン
ト
ラ
ウ
ト
が
遡
上
し
て
天
然
産
卵

し
、
六
月
頃
に
は
多
数
の
浮
上
稚
魚
が
観
察
さ
れ
て
い
る
。

支
笏
湖
に
お
い
て
、
ブ
ラ
ウ
ン
ト
ラ
ウ
ト
が
サ
ケ
科
の
在
来
種
で
あ
る
ア
メ
マ
ス
に

お
よ
ぼ
す
影
響
は
、
単
な
る
捕
食
の
み
な
ら
ず
、
産
卵
や
生
息
場
所
の
競
合
、
交
雑
種

の
出
現
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ブ
ラ
ウ
ン
ト
ラ
ウ
ト
は
国
際
自
然
保
護

連
合
が
定
め
る
世
界
の
侵
略
的
外
来
種
ワ
ー
ス
ト
一
〇
〇
に
選
定
さ
れ
て
い
て
、
ブ

ラ
ッ
ク
バ
ス
（
コ
ク
チ
バ
ス
、
オ
オ
ク
チ
バ
ス
）、
ブ
ル
ー
ギ
ル
、
カ
ム
ル
チ
ー
、
カ

ワ
マ
ス
と
と
も
に
、
北
海
道
内
水
面
漁
業
調
整
規
則
に
よ
り
移
植
放
流
が
禁
止
さ
れ
て

い
る
。
千
歳
川
で
も
ブ
ラ
ウ
ン
ト
ラ
ウ
ト
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
今
後
の
分
布
拡
大
防

止
を
図
る
こ
と
は
急
務
で
あ
る
。

（
四
）
支
笏
湖
流
入
河
川
の
無
脊
椎
動
物

支
笏
湖
流
入
河
川
の
ほ
と
ん
ど
は
急
峻
な
地
形
を
流
れ
下
る
山
地
渓
流
の
た
め
、
生

息
す
る
無
脊
椎
動
物
も
多
く
は
典
型
的
な
山
地
河
川
性
の
種
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い

る
。美

笛
川
（
千
歳
川
の
支
笏
湖
よ
り
上
流
区
間
の
旧
称
）
上
流
の
急
流
部
で
川
底
の
礫

を
拾
い
あ
げ
る
と
、
扁
平
な
か
ら
だ
を
し
た
虫
が
動
き
回
っ
て
い
る
の
が
見
ら
れ
る
。

ヒ
ラ
タ
カ
ゲ
ロ
ウ
科
の
ヒ
ラ
タ
カ
ゲ
ロ
ウ
属
（
写
真
４－

６－

１
）
や
ミ
ヤ
マ
タ
ニ
ガ

ワ
カ
ゲ
ロ
ウ
属
で
あ
る
。「
ヒ
ラ
タ
」
と
い
う
名
前
の
と
お
り
の
扁
平
な
体
型
は
急
流

に
押
し
流
さ
れ
な
い
よ
う
に
適
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
流
線
型
の
体
型
を
し

た
、
泳
ぎ
の
得
意
な
シ
ロ
ハ
ラ
コ
カ
ゲ
ロ
ウ
も
多
く
生
息
す
る
。
こ
れ
ら
の
カ
ゲ
ロ
ウ

は
礫
表
面
の
付
着
藻
類
を
餌
と
し
て
い
る
。
流
れ
の
よ
ど
ん
だ
と
こ
ろ
に
た
ま
っ
た
落

ち
葉
の
中
に
は
オ
ナ
シ
カ
ワ
ゲ
ラ
属
、
フ
サ
オ
ナ
シ
カ
ワ
ゲ
ラ
属（
写
真
４－

６－

２
）

な
ど
の
落
ち
葉
を
餌
と
す
る
カ
ワ
ゲ
ラ
が
生
息
し
て
い
る
。
餌
だ
け
で
は
な
く
棲
家
で

あ
る
筒
巣
ま
で
も
落
ち
葉
で
つ
く
る
カ
ク
ツ
ツ
ト
ビ
ケ
ラ
属
（
写
真
４－

６－

３
）
も

見
ら
れ
る
。

美
笛
川
は
支
笏
湖
流
入
河
川
で
は
珍
し
く
開
け
た
下
流
部
を
も
ち
、
勾
配
も
比
較
的

緩
や
か
で
あ
る
。
そ
の
た
め
無
脊
椎
動
物
の
様
相
も
上
流
部
と
は
多
少
異
な
る
。
こ
こ

で
は
が
っ
し
り
と
し
た
体
型
を
し
た
ト
ゲ
マ
ダ
ラ
カ
ゲ
ロ
ウ
属
（
写
真
４－

６－

４
）

が
多
く
生
息
す
る
。
刺
の
あ
る
前
脚
で
小
さ
な
昆
虫
類
を
捕
ま
え
て
餌
に
す
る

名
前
も
な
い
小
さ
な
細
流
が
た
く
さ
ん
支
笏
湖
に
は
流
入
し
て
い
る
。
水
温
が
非
常

に
低
い
こ
れ
ら
の
流
れ
に
特
異
的
に
生
息
す
る
水
生
昆
虫
が
い
る
。
た
と
え
ば
、
砂
粒

を
つ
づ
り
合
わ
せ
て
少
し
カ
ー
ブ
し
た
円
筒
型
の
筒
巣
を
つ
く
る
シ
ロ
フ
エ
グ
リ
ト
ビ

ケ
ラ
（
写
真
４－

６

－

５
）
で
あ
る
。
ト

ビ
ケ
ラ
類
の
多
く
は

生
ま
れ
て
か
ら
一
年

以
内
に
成
虫
に
な
る

が
、
低
水
温
環
境
に

生
息
す
る
こ
の
種
は

成
長
に
時
間
が
か
か

り
、
二
年
を
要
す
る

（N
agayasu

&
Ito

一
九
九
九
）。

モ
ラ
ッ
プ
の
湖
畔

に
湧
き
出
す
小
さ
な

湧
水
に
は
体
長
五
�

写真４－６ 支笏湖流入河川の水生昆虫
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ほ
ど
の
イ
ズ
ミ
コ
エ
グ
リ
ト
ビ
ケ
ラ
属
の
一
種A

llom
yia
biofoliolata

（
写
真
４－

６－
６
）
が
生
息
す
る
。
北
海
道
で
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
の
属
の
九
種
は
す
べ
て
湧
水

か
ら
発
見
さ
れ
た
が
、
中
で
も
こ
の
種
は
世
界
で
唯
一
モ
ラ
ッ
プ
の
湧
水
で
し
か
生
息

が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
（
支
笏
湖
の
人
と
自
然
編
集
委
員
会
二
〇
〇
七
）。

（
五
）
支
笏
湖
の
無
脊
椎
動
物

支
笏
湖
は
貧
栄
養
で
あ
る
こ
と
や
、
湖
岸
か
ら
急
激
に
深
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
お

も
に
水
深
の
浅
い
部
分
を
好
む
昆
虫
類
に
と
っ
て
は
生
息
適
地
が
あ
ま
り
多
く
な
い
こ

と
な
ど
か
ら
、
水
生
無
脊
椎
動
物
は
量
、
種
類
と
も
に
あ
ま
り
豊
か
な
湖
で
は
な
い
。

水
生
昆
虫
は
約
三
〇
種
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
三
割
ほ
ど
が
ヒ
ゲ
ナ
ガ
ト

ビ
ケ
ラ
科
の
種
で
あ
る
。
初
夏
か
ら
初
秋
に
か
け
て
、
水
面
上
に
目
を
こ
ら
す
と
羽
化

し
た
ア
オ
ヒ
ゲ
ナ
ガ
ト
ビ
ケ
ラ
、
キ
タ
ア
オ
ヒ
ゲ
ナ
ガ
ト
ビ
ケ
ラ
の
成
虫
が
繁
殖
の
た

め
に
群
飛
し
て
い
る
の
が
観
察
さ
れ
る
（
写
真
４－
７
）。
湖
岸
の
火
山
性
の
砂
利
に

は
、
一
般
に
は
渓
流
に
よ
く
見
ら
れ
る
ヒ
ラ
タ
カ
ゲ
ロ
ウ
科
の
タ
ニ
ガ
ワ
カ
ゲ
ロ
ウ
属

が
生
息
し
て
い
る
。
ヒ
メ
ト
ビ
イ
ロ
カ
ゲ
ロ
ウ
属
も
北
海
道
で
は
支
笏
湖
で
し
か
記
録

さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
分
布
は
興
味
深
い
。

昆
虫
以
外
に
目
を
向
け
る
と
、
貝
類
で
は

カ
ワ
ニ
ナ
、
モ
ノ
ア
ラ
ガ
イ
の
二
種
、
甲
殻

類
軟
甲
綱
で
は
ニ
ホ
ン
ザ
リ
ガ
ニ
、
ウ
チ
ダ

ザ
リ
ガ
ニ
、
ス
ジ
エ
ビ
、
コ
ツ
ブ
ム
シ
類
、

オ
オ
エ
ゾ
ヨ
コ
エ
ビ
の
五
種
が
記
録
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
の
う
ち
少
な
く
と
も
ス
ジ
エ
ビ

と
ウ
チ
ダ
ザ
リ
ガ
ニ
は
本
来
支
笏
湖
に
生
息

し
て
い
た
種
で
は
な
い
。
ス
ジ
エ
ビ
は
大
正

時
代
に
千
歳
市
内
の
平
地
部
に
あ
っ
た
長
都

沼
か
ら
移
植
さ
れ
た
。
コ
ツ
ブ
ム
シ
類
に
つ

い
て
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
道
内
で
の
分
布
状
況
な
ど
か
ら
推
測
す
る
と
移
入
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

ニ
ホ
ン
ザ
リ
ガ
ニ
は
北
海
道
、
青
森
県
、
秋
田
・
岩
手
の
両
県
北
部
に
の
み
生
息
す

る
、
日
本
固
有
の
在
来
種
で
あ
り
、
環
境
省
の
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
で
絶
滅
危
惧
�
類
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。
大
正
時
代
ま
で
は
支
笏
湖
に
は
普
通
に
生
息
し
て
い
た
よ
う
だ
が
、

昭
和
初
期
に
は
激
減
し
、
現
在
で
は
限
ら
れ
た
地
点
で
、
流
入
河
川
か
ら
流
れ
て
き
た

の
か
も
し
れ
な
い
僅
か
の
個
体
が
観
察
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
（
川
井
他
二
〇
〇
一
）。
ま

た
オ
コ
タ
ン
ペ
湖
で
も
一
九
八
五
年
に
は
大
量
に
目
撃
さ
れ
た
例
が
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
近
年
は
ほ
と
ん
ど
生
息
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

一
方
、
外
来
種
の
ウ
チ
ダ
ザ
リ
ガ
ニ
は
平
成
十
七
（
二
〇
〇
五
）
年
に
生
息
が
確
認

さ
れ
た
が
、
地
元
の
ダ
イ
バ
ー
は
数
年
前
か
ら
湖
内
で
見
か
け
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

北
海
道
で
は
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
食
用
と
し
て
摩
周
湖
に
輸
入

さ
れ
た
の
が
最
初
で
あ
る
。
そ
の
後
阿
寒
湖
や
釧
路
湿
原
に
持
ち
出
さ
れ
、
現
在
で
は

道
東
を
中
心
に
北
海
道
各
地
に
分
布
し
て
い
る
。
在
来
種
で
あ
る
ニ
ホ
ン
ザ
リ
ガ
ニ
に

対
し
、
捕
食
や
ザ
リ
ガ
ニ
ペ
ス
ト
の
感
染
に
よ
る
致
死
な
ど
の
危
険
性
が
指
摘
さ
れ
、

平
成
十
八
年
二
月
に
は
、
外
来
生
物
法
に
基
づ
く
特
定
外
来
生
物
に
指
定
さ
れ
て
い

る
。
同
年
か
ら
は
カ
ニ
か
ご
と
ダ
イ
バ
ー
の
見
つ
け
採
り
に
よ
る
駆
除
作
業
が
実
施
さ

れ
て
い
る
。

ま
た
、
大
型
無
脊
椎
動
物
で
は
な
い
が
、
魚
類
の
重
要
な
餌
と
な
っ
て
い
る
動
物
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
は
支
笏
湖
に
五
〇
種
以
上
生
息
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
（
支

笏
湖
の
人
と
自
然
編
集
委
員
会
二
〇
〇
七
）。

千
歳
川
と
流
入
河
川

（
一
）
支
笏
湖
〜
第
四
発
電
所
の
魚
類

支
笏
湖
か
ら
流
れ
出
た
千
歳
川
は
、
王
子
製
紙
の
五
つ
の
発
電
所
を
抜
け
千
歳
市
街

へ
と
流
れ
て
い
く
。
こ
の
上
流
部
の
発
電
所
区
間
は
、
基
本
的
に
は
一
般
の
立
ち
入
り

写真４－７ 水面上を群飛するアオヒゲナガトビケラ属
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が
制
限
さ
れ
て
い
る
が
、
平
成
十
（
一
九
九
八
）
年
に
北
海
道
新
聞
社
の
取
材
に
同
行

し
、
第
五
発
電
所
か
ら
第
三
、
第
四
発
電
所
ま
で
を
カ
ヌ
ー
に
て
下
る
機
会
に
恵
ま
れ

た
。
発
電
所
区
間
の
水
の
流
れ
は
透
き
通
り
、
ダ
ム
手
前
の
止
水
域
は
か
な
り
の
水
深

が
あ
る
た
め
か
、
深
く
美
し
い
碧
色
を
た
た
え
て
い
た
。
周
囲
の
河
畔
林
は
ど
こ
ま
で

も
緑
濃
く
、「
ダ
ム
」
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
の
環
境
と
は
、
か
け
離
れ
て
い
た

こ
と
を
記
憶
し
て
い
る
。

こ
の
区
間
の
魚
類
に
関
し
て
は
、
支
笏
湖
か
ら
の
ヒ
メ
マ
ス
の
降
河
魚
調
査
以
外
、

ほ
と
ん
ど
調
べ
ら
れ
た
記
録
は
無
い
と
思
わ
れ
る
。
カ
ヌ
ー
で
下
っ
た
水
面
か
ら
の
目

視
観
察
で
は
、
ウ
グ
イ
属
や
ギ
ン
ブ
ナ
と
思
わ
れ
る
フ
ナ
属
な
ど
の
魚
影
が
濃
く
、
ま

た
ジ
ュ
ズ
カ
ケ
ハ
ゼ
の
姿
も
確
認
で
き
た
。
発
電
所
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
ダ
ム
湖
の
存

在
が
、
河
川
の
上
流
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
本
来
流
れ
の
緩
や
か
な
場
所
を
好
む
コ

イ
科
の
魚
類
な
ど
に
好
適
な
環
境
を
作
り
出
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
区
間
で
は
、
千
歳
川
の
左
岸
か
ら
支
流
の
紋
別
川
が
、
第
四
ダ
ム
に
流
れ
込
ん

で
い
る
。
紋
別
川
で
は
一
九
八
〇
年
代
後
半
に
ブ
ラ
ウ
ン
ト
ラ
ウ
ト
が
移
入
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
平
成
十
四
年
に
発
表
さ
れ
た
論
文
で
は
、
紋
別
川
の
在
来
の
ア

メ
マ
ス
が
、
ブ
ラ
ウ
ン
ト
ラ
ウ
ト
に
置
き
換
わ
っ
て
し
ま
っ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る

（
鷹
見
他
二
〇
〇
二
）。
ま
た
、
環
境
省
の
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
で
絶
滅
危
惧
�
類
に
指
定
さ

れ
て
い
る
ス
ナ
ヤ
ツ
メ
を
、
紋
別
川
に
生
息
す
る
ブ
ラ
ウ
ン
ト
ラ
ウ
ト
が
大
量
に
捕
食

し
て
い
た
事
例
も
確
認
さ
れ
て
い
る
（
長
谷
川
他
二
〇
〇
七
）。

（
二
）
第
四
ダ
ム
〜
千
歳
市
街
の
魚
類

第
四
ダ
ム
下
流
か
ら
市
街
地
を
抜
け
る
こ
の
区
間
は
、
釣
り
人
や
カ
ヌ
ー
を
は
じ

め
、
人
と
の
関
わ
り
が
深
い
流
域
で
あ
る
。
こ
の
流
域
で
は
、
千
歳
市
内
に
生
息
す
る

ほ
ぼ
全
て
の
魚
種
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ら
多
く
の
魚
類
を
代
表
す
る
魚

と
も
い
え
る
の
が
、
ヒ
メ
マ
ス
と
と
も
に
千
歳
市
の
魚
に
指
定
さ
れ
て
い
る
サ
ケ
で
あ

る
。

（
三
）
サ
ケ
（
シ
ロ
ザ
ケ
）

サ
ケ
は
古
く
か
ら
日
本
人
に
親
し
ま
れ
て
き
た
魚
で
あ
る
。
同
種
で
あ
り
な
が
ら
、

ア
キ
ア
ジ
、
ブ
ナ
ザ
ケ
、
ケ
イ
ジ
、
ト
キ
シ
ラ
ズ
、
メ
ヂ
カ
、
ホ
ッ
チ
ャ
レ
な
ど
、
捕

獲
時
期
や
体
形
、
体
色
な
ど
に
よ
っ
て
実
に
た
く
さ
ん
の
呼
び
名
が
あ
り
、
こ
の
名
前

の
多
さ
こ
そ
、
身
近
な
魚
で
あ
っ
た
こ
と
の
証
で
も
あ
る
。
と
り
わ
け
、
北
海
道
か
ら

本
州
中
部
地
方
に
か
け
て
は
、
祭
り
や
祝
い
事
に
欠
か
せ
な
い
魚
で
も
あ
り
、
新
巻
鮭

な
ど
贈
答
品
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。
日
本
を
旅
立
っ
た
サ
ケ
は
、
お
よ
そ
三
〇

〇
〇
�
も
離
れ
た
ベ
ー
リ
ン
グ
海
か
ら
ア
ラ
ス
カ
湾
ま
で
旅
を
し
、
そ
の
多
く
は
海
洋

で
三
冬
過
ご
し
た
四
年
魚
と
し
て
、
自
分
が
産
ま
れ
た
日
本
の
川
へ
産
卵
の
た
め
回
帰

す
る
。
母
川
回
帰
性
と
呼
ば
れ
る
こ
の
生
態
は
、
あ
ま
り
に
有
名
で
あ
る
。

で
は
、千
歳
川
に
は
毎
年
、ど
の
く
ら
い
の
サ
ケ
が
遡
上
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

遡
上
し
た
サ
ケ
全
て
を
数
え
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
、
イ
ン

デ
ィ
ア
ン
水
車
に
よ
る
サ
ケ
の
捕
獲
数
の
推
移
（
図
４－

８
）
を
見
る
こ
と
と
す
る
。

明
治
二
十
一
（
一
八
八
八
）
年
に
人
工
ふ
化
放
流
事
業
が
始
ま
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
サ
ケ
の
漁
獲
量
は
ほ
ぼ
数
千
か
ら
数
万
匹
程
度
の
ま
ま
一
向
に
増
え
ず
、
一
九
五

〇
年
代
に
は
む
し
ろ
減
少
傾
向
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
北
海
道
全
体

で
も
同
様
で
あ
り
、
未
熟
な
ふ
化
放
流
技
術
や
サ
ケ
に
関
す
る
生
物
学
的
な
知
識
の
不

足
な
ど
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九
七
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
、
サ
ケ
の
捕
獲

数
は
一
転
し
て
著
し
い
増
加
傾
向
と
な
る
。
グ
ラ
フ
か
ら
も
分
か
る
と
お
り
そ
の
増
え

方
は
尋
常
で
は
な
く
、
毎
年
の
よ
う
に
過
去
最
高
の
豊
漁
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
一
〇

万
匹
を
超
え
始
め
た
か
と
思
え
ば
、
あ
っ
と
い
う
間
に
二
〇
万
、
三
〇
万
、
そ
し
て
平

成
二
（
一
九
九
〇
）
年
に
四
〇
万
匹
を
超
え
る
と
一
旦
減
少
す
る
が
す
ぐ
ま
た
増
加
に

転
じ
、
七
年
に
は
歴
代
最
高
の
五
五
万
匹
を
記
録
す
る
。
翌
八
年
に
は
、
日
本
全
体
で

の
サ
ケ
来
遊
数
が
、
最
も
多
い
九
〇
〇
〇
万
匹
近
く
に
ま
で
達
す
る
。

こ
の
背
景
に
は
、
種
卵
の
確
保
が
可
能
に
な
り
放
流
数
が
増
え
た
こ
と
も
一
因
と
し

９８
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て
あ
る
が
、
稚
魚
に
給
餌
し

育
て
て
か
ら
放
流
す
る
「
飼

育
放
流
」
や
、
稚
魚
が
降
海

し
た
と
き
に
沿
岸
の
餌
生
物

が
多
く
な
る
時
期
を
見
定
め

放
流
す
る
「
適
期
放
流
」
と

い
っ
た
技
術
開
発
に
よ
っ

て
、
サ
ケ
の
回
帰
率
が
上

が
っ
た
こ
と
も
大
き
い
と
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
、
北
太
平

洋
に
お
い
て
四
〇
〜
五
〇
年

周
期
で
繰
り
返
さ
れ
る
餌
資

源
の
増
加
期
と
も
重
な
り
、

サ
ケ
に
と
っ
て
好
適
な
生
息

環
境
と
な
り
、
よ
り
大
き
な

相
乗
効
果
を
も
た
ら
し
た
よ

う
で
あ
る
。

し
か
し
、
孵
化
放
流
事
業

に
よ
る
放
流
数
の
増
大
と
移

植
放
流
は
、
漁
業
資
源
を
増

大
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
は
し

た
も
の
の
、
北
太
平
洋
に
お

け
る
密
度
依
存
効
果
に
よ
る

サ
ケ
の
小
型
化
、
高
齢
化
現
象
や
、
遺
伝
的
多
様
性
の
低
下
と
い
っ
た
、
新
た
な
問
題

も
引
き
起
こ
す
こ
と
と
な
っ
た
。そ
こ
で
現
在
で
は
、サ
ケ
の
人
工
孵
化
放
流
事
業
は
、

地
域
集
団
の
遺
伝
的
固
有
性
と
多
様
性
を
守
り
、
適
切
に
放
流
数
を
制
限
し
て
実
施
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
十
九
年
、
二
十
年
に
は
千
歳
川
に
お
け
る
サ
ケ
の
捕
獲
数
が

激
減
し
、
捕
獲
数
の
増
加
が
始
ま
る
前
の
一
九
七
〇
年
代
の
水
準
に
ま
で
落
ち
込
ん

だ
。
原
因
と
し
て
放
流
時
の
沿
岸
環
境
の
変
化
な
ど
も
含
め
、
海
洋
に
お
け
る
様
々
な

生
息
環
境
の
変
化
が
要
因
で
あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
が
、
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
ま
だ

分
か
っ
て
い
な
い
。
今
後
は
地
球
温
暖
化
な
ど
の
気
候
変
動
に
よ
る
、
更
に
大
き
な
変

化
が
起
き
る
可
能
性
も
あ
り
、
放
流
魚
だ
け
に
頼
ら
ず
、
環
境
適
応
能
力
の
高
い
野
生

魚
の
維
持
増
大
を
図
る
こ
と
も
重
要
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

（
四
）
ウ
グ
イ
属

千
歳
川
の
全
域
に
ほ
ぼ
周
年
に
わ
た
っ
て
生
息
し
て
い
る
。
個
体
数
も
多
く
、
夏
か

ら
秋
に
か
け
て
は
千
歳
川
で
最
も
よ
く
見
ら
れ
る
魚
で
あ
ろ
う
。
千
歳
川
に
は
ウ
グ

イ
、
エ
ゾ
ウ
グ
イ
、
マ
ル
タ
ウ
グ
イ
の
三
種
類
が
生
息
し
て
い
る
。
初
夏
の
頃
、
産
卵

期
を
迎
え
る
と
ひ
と
き
わ
鮮
や
か
な
朱
色
の
婚
姻
色
を
身
に
ま
と
い
、
華
麗
な
変
身
を

と
げ
る
。
こ
こ
か
ら
、
通
称
ア
カ
ハ
ラ
と
も
呼
ば
れ
る
。
産
卵
は
流
れ
の
あ
る
瀬
で
、

通
水
性
が
よ
い
礫
底
が
好
ま
れ
る
。
千
歳
川
で

も
市
街
地
か
ら
上
流
に
か
け
て
、
産
卵
場
所
が

点
在
し
、
ほ
ぼ
毎
年
決
ま
っ
た
場
所
で
産
卵
し

て
い
る
。
以
前
は
千
歳
サ
ケ
の
ふ
る
さ
と
館
の

水
中
観
察
室
か
ら
も
産
卵
の
様
子
が
観
察
で
き

た（
写
真
４－

８
）が
、
近
年
流
れ
が
変
わ
り
、

礫
の
間
に
細
か
な
砂
利
や
泥
が
た
ま
っ
た
た

め
、
産
卵
す
る
姿
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

小
骨
が
多
く
臭
み
も
あ
る
と
、
千
歳
川
で
は

ほ
と
ん
ど
食
用
に
さ
れ
ず
完
全
に
雑
魚
扱
い
で

図４－８ インディアン水車によるサケ捕獲数の推移
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い

ず

し

あ
る
が
、
道
内
で
は
飯
寿
司
な
ど
で
食
す
る
地
域
も
あ
る
。
ま
た
、
コ
イ
科
の
魚
と
し

て
海
と
川
を
行
き
来
で
き
る
の
は
、
ウ
グ
イ
属
の
ウ
グ
イ
と
マ
ル
タ
ウ
グ
イ
だ
け
で
あ

る
。
ち
な
み
に
、
千
歳
川
に
は
ヤ
チ
ウ
グ
イ
と
い
う
魚
が
い
る
が
、
こ
ち
ら
は
ウ
グ
イ

属
で
は
な
く
ヒ
メ
ハ
ヤ
属
の
魚
で
あ
る
。

（
五
）
エ
ゾ
ト
ミ
ヨ

千
歳
川
で
ト
ン
ギ
ョ
と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て
い
る
ト
ゲ
ウ
オ
の
仲
間
で
、
国
内
で
は

北
海
道
に
し
か
生
息
し
て
お
ら
ず
、
道
央
地
方
、
道
北
地
方
、
道
東
地
方
の
三
地
域
に

不
連
続
に
分
布
し
、
環
境
省
の
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
で
準
絶
滅
危
惧
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

特
に
道
央
圏
に
お
い
て
は
、
危
機
的
な
状
況
に
あ
る
。
千
歳
川
と
そ
の
支
流
で
は
、
烏

柵
舞
橋
よ
り
上
流
部
と
石
狩
川
と
の
合
流
点
付
近
を
除
き
、
か
な
り
広
範
囲
に
わ
た
っ

て
生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
個
体
数
は
決
し
て
多
く
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
以
前

は
マ
マ
チ
川
の
千
歳
川
合
流
点
付
近
に
お
い
て
、
お
よ
そ
一
五
〇
�
ほ
ど
の
短
い
区
間

に
ほ
か
の
地
域
に
比
べ
飛
び
抜
け
て
高
密
度
の
、
エ
ゾ
ト
ミ
ヨ
の
生
息
が
確
認
さ
れ
て

い
た
。
し
か
し
平
成
十
二
（
二
〇
〇
〇
）
年
に
千
歳
川
と
の
合
流
点
に
飛
び
石
に
よ
る

遊
歩
道
が
敷
設
さ
れ
、
さ
ら
に
マ
マ
チ
川
の
護
岸
整
備
に
よ
っ
て
、
こ
の
地
域
の
エ
ゾ

ト
ミ
ヨ
は
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
、
代
わ
っ
て
ヤ
マ
メ
や
フ
ク
ド
ジ
ョ
ウ
な
ど
の
、
流

速
が
早
い
場
所
に
生
息
す
る
魚
種
が
増
加
し
て
い
る
。
近
年
の
調
査
で
は
、
以
前
の
生

息
地
点
か
ら
六
〇
〇
�
ほ
ど
上
流
の
マ
マ
チ
川
公
園
周
辺
で
個
体
数
の
増
加
を
確
認
し

て
お
り
、今
度
こ
そ
環
境
が
維
持
さ
れ
、個
体
群
が
保
護
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

（
六
）
タ
イ
ガ
ー
ト
ラ
ウ
ト
（
交
雑
種
）

平
成
十
五
（
二
〇
〇
三
）
年
九
月
、
体
形
と
赤
く
縁
取
ら
れ
た
ア
ブ
ラ
ビ
レ
が
ブ
ラ

ウ
ン
ト
ラ
ウ
ト
に
よ
く
似
て
い
る
魚
が
捕
獲
さ
れ
た（
写
真
４－

９
）。
異
な
る
の
は
、

体
側
に
見
ら
れ
る
白
い
虫
食
い
状
の
斑
紋
で
あ
る
。
海
外
や
本
州
に
お
い
て
は
、
在
来

の
イ
ワ
ナ
属
と
ブ
ラ
ウ
ン
ト
ラ
ウ
ト
の
交
雑
の
事
例
も
報
告
さ
れ
て
お
り
、
カ
ワ
マ
ス

と
の
交
雑
種
は
タ
イ
ガ
ー
ト
ラ
ウ
ト
の
呼
び
名
が
つ
い
て
い
る
。
こ
の
虫
食
い
状
班

は
、
こ
れ
ら
イ
ワ
ナ
属
と
の
雑
種
に
よ
く
見
ら
れ
る
特
徴

で
あ
り
、
十
六
年
に
マ
マ
チ
川
で
採
集
さ
れ
た
同
様
の
個

体
は
、
ア
メ
マ
ス
と
ブ
ラ
ウ
ン
ト
ラ
ウ
ト
の
交
雑
種
で
あ

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
（K

itano
et
al.

二
〇
〇
八
）。

そ
の
後
も
、
こ
う
し
た
自
然
交
雑
に
よ
る
雑
種
が
確
認

さ
れ
て
い
る
が
、
雑
種
は
繁
殖
能
力
を
持
た
な
い
不
妊
と

な
る
た
め
、
在
来
ア
メ
マ
ス
の
繁
殖
を
妨
げ
る
大
き
な
要

因
の
一
つ
と
な
る
。
今
後
両
種
の
産
卵
場
所
や
繁
殖
生
態

も
含
め
た
継
続
的
な
調
査
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

（
七
）
旧
長
都
沼
（
ネ
シ
コ
シ
排
水
路
）
の
魚
類

以
前
こ
の
地
域
に
は
、
千
歳
川
を
中
心
に
長
都
川
、
祝
梅
川
な
ど
多
く
の
川
が
流
れ

込
み
、
オ
サ
ツ
ト
ー
（
長
都
沼
）
と
マ
オ
イ
ト
ー
（
馬
追
沼
）
と
い
う
二
つ
の
大
き
な

沼
が
あ
り
、
広
大
な
湿
地
を
形
成
し
て
い
た
。
当
時
は
ワ
カ
サ
ギ
や
フ
ナ
な
ど
の
魚
が

多
数
生
息
し
、
巨
大
な
イ
ト
ウ
も
生
息
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
大
正
十
年
代
（
一
九

二
一
〜
二
五
年
頃
）
は
漁
業
も
盛
ん
で
、
漁
獲
さ
れ
た
魚

類
の
缶
詰
（
写
真
４－

１０
）
な
ど
が
千
歳
の
特
産
品
に

な
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
る
。
昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）

年
、
食
糧
増
産
を
め
ざ
し
学
生
義
勇
軍
が
排
水
路
（
大
学

排
水
）
を
掘
削
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
長
都
沼
の
農
地

開
発
が
始
ま
り
、
四
十
九
年
に
開
発
が
終
了
す
る
と
、
長

都
地
区
の
農
地
面
積
は
以
前
の
二
倍
以
上
と
な
っ
た
が
、

ワ
カ
サ
ギ
や
イ
ト
ウ
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
姿
を
消
し
て
し

ま
っ
た
。
現
在
で
は
お
よ
そ
幅
一
三
〇
�
、
長
さ
二
�
に

わ
た
る
ネ
シ
コ
シ
排
水
路
（
広
幅
排
水
路
）
が
か
つ
て
の

沼
の
一
部
を
取
り
込
ん
だ
位
置
に
整
備
さ
れ
、
コ
イ
、
ギ

写真４－１０ 長都沼産魚類の缶詰ラベル 写真４－９ タイガートラウト

１００
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ン
ブ
ナ
、
モ
ツ
ゴ
、
ジ
ュ
ズ
カ
ケ
ハ
ゼ
、
ド
ジ
ョ
ウ
な
ど
が

生
息
し
て
い
る
。
要
注
意
外
来
種
で
あ
り
、
北
海
道
内
水
面

漁
業
調
整
規
則
に
て
放
流
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
カ
ム
ル
チ
ー

（
写
真
４－

１１
）
が
千
歳
川
で
初
め
て
確
認
さ
れ
た
の
も
こ

の
場
所
で
あ
る
。
旧
長
都
沼
と
周
辺
水
田
は
、
渡
り
鳥
た
ち

の
重
要
な
中
継
地
点
に
も
な
っ
て
お
り
、
ハ
ク
チ
ョ
ウ
や
ガ

ン
・
カ
モ
類
の
飛
来
地
と
し
て
、
千
歳
川
同
様
、
環
境
省
の

日
本
の
重
要
湿
地
五
百
に
選
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
湿

害
と
鳥
の
食
害
は
周
辺
農
家
の
深
刻
な
問
題
に
も
な
っ
て
お

り
、
今
後
の
対
策
が
望
ま
れ
る
。

（
八
）
千
歳
川
と
流
入
河
川
の
無
脊
椎
動
物

第
四
ダ
ム
か
ら
下
流
は
千
歳
川
本
来
の
豊
富
な
水
量
が
回
復
す
る
。
緩
や
か
な
勾
配

の
た
め
蛇
行
を
繰
り
返
し
、
比
較
的
深
い
水
深
を
保
ち
な
が
ら
、
と
う
と
う
と
流
れ
る

市
街
地
に
入
る
ま
で
の
区
間
は
、
実
に
多
様
で
特
有
の
無
脊
椎
動
物
を
育
む
。

蘭
越
付
近
で
は
ヘ
ビ
ト
ン
ボ
（
写
真
４－

１２－

１
）
を
よ
く
み
か
け
る
。
ト
ン
ボ
と

は
ま
っ
た
く
異
な
る
ア
ミ
メ
カ
ゲ
ロ
ウ
目
（
あ
る
い
は
ヘ
ビ
ト
ン
ボ
目
）
に
属
す
る
。

体
長
六
�
に
も
達
す
る
日
本
で
最
大
サ
イ
ズ
の
水
生
昆
虫
で
あ
り
、
ム
カ
デ
に
似
た
外

見
か
ら
気
味
悪
が
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
毒
は
な
い
。
幼
虫
は
礫
の
下
に
ひ
そ
み
強

は
ね

力
な
あ
ご
で
昆
虫
を
捕
え
丸
呑
み
に
す
る
。
成
虫
は
翅
を
広
げ
る
と
一
〇
�
を
超
す
大

き
さ
で
あ
り
、
翅
の
黄
色
い
き
れ
い
な
斑
紋
と
ほ
か
に
類
を
み
な
い
独
特
の
体
型
か
ら

人
目
を
ひ
く
昆
虫
で
あ
る
。
千
歳
川
は
道
内
有
数
の
ヘ
ビ
ト
ン
ボ
多
産
地
で
あ
る
。

流
れ
の
速
い
場
所
の
礫
の
下
に
は
カ
ミ
ム
ラ
カ
ワ
ゲ
ラ
（
写
真
４－

１２－

２
）
が
生

息
し
て
い
る
。
小
昆
虫
な
ど
を
餌
と
す
る
捕
食
性
で
、
成
長
す
る
と
体
長
二
�
ほ
ど
に

な
る
比
較
的
大
型
の
昆
虫
で
あ
る
。
北
海
道
で
は
湖
の
流
出
河
川
に
多
く
見
ら
れ
、
特

に
千
歳
川
は
本
種
の
多
産
地
と
し
て
知
ら
れ
る
（O

tsuki
&
Iw
akum

a

二
〇
〇
八
）。

箱
眼
鏡
を
使
っ
て
流
れ
の
あ
る
場
所
の
川
底
を
覗
く
と
、
礫
の
間
に
網
が
張
ら
れ
て

い
る
こ
と
に
気
づ
く
（
写
真
４－

１２－

４
）。
作
り
主
は
ヒ
ゲ
ナ
ガ
カ
ワ
ト
ビ
ケ
ラ
で

あ
る
。
日
本
の
ほ
と
ん
ど
の
地
域
の
汚
染
さ
れ
て
い
な
い
中
流
河
川
で
よ
く
見
か
け
る

日
本
の
代
表
的
な
水
生
昆
虫
と
言
っ
て
も
よ
い
。
自
分
で
分
泌
し
た
絹
糸
を
使
っ
て
ク

モ
の
よ
う
に
網
を
張
り
、
流
れ
て
き
た
有
機
物
を
越
し
取
り
餌
に
す
る
。
六
月
に
な
る

と
、
羽
化
し
た
雄
は
夕
暮
れ
時
、
繁
殖
の
た
め
河
畔
の
樹
木
の
周
囲
を
群
飛
し
（
写
真

４－

１２－

５
）、
交
尾
を
終
え
た
雌
は
産
卵
の
た
め
に
上
流
へ
向
か
っ
て
一
斉
に
飛
翔

す
る
。

内
別
川
や
マ
マ
チ
川
な
ど
森
林
の
中
を
緩
や
か
に
流
れ
る
支
流
で
は
、
河
川
に
倒
れ

こ
む
倒
木
が
河
川
生
態
系
を
豊
か
に
し
て
い
る
。
倒
木
は
流
れ
を
改
変
し
て
淵
を
作
り

出
し
、
魚
類
な
ど
の
生
息
環
境
を
作
り
出
す
と
と
も
に
、
倒
木
そ
の
も
の
が
昆
虫
の
生

息
場
所
に
も
な
っ
て
い

る
。
オ
オ
エ
ゾ
カ
ゲ
ロ
ウ

（
写

真
４－

１２－

３
）
は

も
っ
ぱ
ら
倒
木
の
表
面
を

好

み
（Y

atagai
&
Ito

一
九
九
六
）、
森
林
帯
河

川
を
象
徴
す
る
水
生
昆
虫

で
あ
る
。

千
歳
川
は
環
境
省
の

レ
ッ
ド
リ
ス
ト
で
絶
滅
危

惧
�
類
に
指
定
さ
れ
て
い

る
カ
ワ
シ
ン
ジ
ュ
ガ
イ
の

多
産
地
で
あ
る
と
い
う
理

由
で
、
環
境
省
が
選
定
し

写真４－１１ カムルチー

写真４－１２ 千歳川と流入河川の水生昆虫
１．ヘビトンボ（幼虫） ２．カミムラカワゲラ（幼虫） ３．オ
オエゾカゲロウ（幼虫） ４．川底に張られたヒゲナガカワトビ
ケラの網 ５．ヒゲナガカワトビケラの成虫の群飛

４４

５５

１１

２２

３３

第４章 生物の分布
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た
日
本
の
重
要
湿
地
五
百
の
中
に
も
名
を
連
ね
て
い
る
。
第
四
ダ
ム
直
下
か
ら
下
流
の

根
志
越
橋
あ
た
り
ま
で
、
大
型
の
コ
ロ
ニ
ー
が
点
在
し
、
一
七
〇
〇
万
個
体
に
も
お
よ

ぶ
カ
ワ
シ
ン
ジ
ュ
ガ
イ
が
生
息
す
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（A

kiyam
a

二
〇
〇
七
）。

グ
ロ
キ
ジ
ウ
ム
と
呼
ば
れ
る
カ
ワ
シ
ン
ジ
ュ
ガ
イ
の
幼
生
は
、
ヤ
マ
メ
や
ア
マ
ゴ
な

ど
の
サ
ケ
科
魚
類
の
エ
ラ
に
寄
生
す
る
。
サ
ケ
科
魚
類
の
減
少
に
よ
り
、
世
代
交
代
が

困
難
に
な
っ
て
い
る
個
体
群
も
多
く
、
稚
貝
か
ら
成
貝
ま
で
が
存
在
す
る
健
全
な
個
体

群
が
残
っ
て
い
る
の
は
、
サ
ケ
科
魚
類
が
現
在
で
も
多
数
遡
上
で
き
る
一
部
の
河
川
だ

け
で
あ
る
。

ニ
ホ
ン
ザ
リ
ガ
ニ
は
、
昔
は
千
歳
市
内
で
も
多
数
生
息
し
て
い
た
よ
う
だ
が
、
近
年

の
調
査
で
は
前
述
し
た
支
笏
湖
周
辺
と
、
内
別
川
、
マ
マ
チ
川
、
祝
梅
川
な
ど
限
ら
れ

た
水
域
で
し
か
確
認
さ
れ
て
い
な
い
（
遊
佐
・
木
村
二
〇
〇
八
）。
生
息
が
確
認
さ
れ
た

の
は
、広
葉
樹
林
や
針
広
混
交
林
に
囲
ま
れ
た
清
流
で
あ
り
、工
業
団
地
や
宅
地
造
成
、

農
地
開
発
な
ど
の
手
が
入
っ
た
場
所
で
の
生
息
は
困
難
な
よ
う
で
あ
る
。
調
査
地
点
に

は
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
ニ
ホ
ン
ザ
リ
ガ
ニ
の
生
息
が
期
待
で
き
る
の
は
、
陸
上
自
衛

隊
東
千
歳
駐
屯
地
内
の
河
川
で
あ
る
。
演
習
場
な
ど
の
特
殊
な
事
情
に
よ
り
、
開
発
を

免
れ
た
好
適
な
環
境
が
未
だ
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
特
殊
事
情
に
守
ら
れ
な
け
れ
ば
ニ
ホ
ン
ザ
リ
ガ
ニ
の
生
息
地
さ
え

次
々
と
失
わ
れ
て
し
ま
う
現
状
は
、
憂
慮
す
べ
き
問
題
で
あ
ろ
う
。

モ
ク
ズ
ガ
ニ
は
北
海
道
の
河
川
に
生
息
す
る
た
だ
一
種
の
カ
ニ
類
で
、
ハ
サ
ミ
の
部

分
に
毛
が
密
生
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
淡
水
域
で
成
長
す
る
が
、
秋
か
ら
冬
に

か
け
て
海
へ
下
り
、
翌
年
の
春
か
ら
初
夏
に
か
け
て
汽
水
域
で
繁
殖
す
る
。
北
海
道
で

は
、
甲
幅
七
�
程
度
に
成
長
し
た
稚
ガ
ニ
は
、
再
び
河
川
を
遡
上
す
る
。
昔
は
千
歳
市

内
で
も
普
通
に
見
か
け
る
こ
と
が
で
き
た
そ
う
で
あ
る
が
、
近
年
そ
の
姿
を
見
る
こ
と

は
ほ
と
ん
ど
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
九
月
下
旬
か
ら
十
月
に
か
け
て
、
イ

ン
デ
ィ
ア
ン
水
車
の
魚
止
め
の
柵
の
上
流
側
で
は
、
年
に
よ
る
数
の
変
動
こ
そ
あ
る
も

の
の
ほ
ぼ
毎
年
、
産
卵
の
た
め
海
へ
下
っ
て
い
く
モ
ク
ズ
ガ
ニ
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
モ
ク
ズ
ガ
ニ
が
、
上
流
の
ど
こ
に
生
息
し
て
い
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

根
志
越
橋
よ
り
下
流
に
な
る
と
千
歳
川
の
河
床
勾
配
は
き
わ
め
て
緩
や
か
で
、
流
れ

が
ほ
と
ん
ど
な
く
り
、
川
底
は
泥
で
覆
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
流
水
性
の
種
は
き
わ
め
て

少
な
く
な
り
、
替
わ
っ
て
ユ
ス
リ
カ
類
や
ミ
ズ
ミ
ミ
ズ
類
、
ト
ゲ
オ
ヨ
コ
エ
ビ
や
ス
ジ

エ
ビ
な
ど
の
甲
殻
類
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

千
歳
湖
と
美
々
川

こ
の
流
域
は
こ
れ
ま
で
紹
介
し
た
石
狩
川
水
系
で
は
な
く
、
太
平
洋
に
流
れ
こ
む
、

安
平
川
水
系
に
属
し
て
い
る
。
千
歳
湖
は
養
魚
場
を
設
け
る
た
め
堰
き
と
め
た
こ
と
が

発
端
と
な
っ
た
人
工
湖
で
、
美
々
川
の
源
流
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
美
々
川
は
流
程

お
よ
そ
一
八
�
と
い
う
小
規
模
河
川
で
あ
り
、
ウ
ト
ナ
イ
湖
へ
と
流
れ
込
む
。
周
辺
に

豊
富
な
湿
地
帯
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

（
一
）
千
歳
湖
の
魚
類

千
歳
湖
に
は
コ
イ
目
魚
類
を
中
心
に
、
一
二
種
類
の
生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
る
（
表

４－

６
）。
特
筆
す
べ
き
は
、
環
境
省
指
定
の
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
で
絶
滅
の
危
険
が
増
大

し
て
い
る
と
さ
れ
る
「
絶
滅
危
惧
�
類
」
に
指
定
さ
れ
た
ス
ナ
ヤ
ツ
メ
と
エ
ゾ
ホ
ト
ケ

ド
ジ
ョ
ウ
と
、
現
時
点
で
は
絶
滅
危
険
度
は
小
さ
い
が
、
生
息
条
件
の
変
化
に
よ
っ
て

は
「
絶
滅
危
惧
」
に
移
行
す
る
可
能
性
が
あ
る
「
準
絶
滅
危
惧
」
に
登
録
さ
れ
た
シ
ベ

リ
ア
ヤ
ツ
メ
、
ヤ
チ
ウ
グ
イ
の
四
種
類
が
生
息
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い

ず
れ
も
、
国
内
で
は
も
と
も
と
北
海
道
に
し
か
生
息
し
て
い
な
い
魚
類
で
あ
る
。
特
に

シ
ベ
リ
ア
ヤ
ツ
メ
と
ヤ
チ
ウ
グ
イ
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
確
認
で
き
て
い
る
調
査
に

お
い
て
、
千
歳
市
内
で
こ
れ
ほ
ど
の
生
息
数
が
確
認
で
き
た
場
所
は
他
に
な
い
。
エ
ゾ

ト
ミ
ヨ
が
生
息
し
て
い
る
マ
マ
チ
川
と
と
も
に
、
千
歳
湖
は
希
少
魚
種
の
生
息
状
況
に

お
い
て
も
、
千
歳
市
内
に
お
け
る
貴
重
な
水
辺
環
境
の
一
つ
と
い
え
る
。

１０２
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（
二
）
ベ
ニ
ザ
ケ

支
笏
湖
の
ヒ
メ
マ
ス
が
降
海
性
を
有
す
る
ベ
ニ
ザ
ケ
の
湖
沼
型
で
あ
る
こ
と
は
先
に

述
べ
た
。
さ
け
ま
す
セ
ン
タ
ー
で
は
昭
和
三
十
六
（
一
九
六
一
）
年
以
来
、
こ
の
支
笏

湖
産
ヒ
メ
マ
ス
か
ら
降
海
型
ベ
ニ
ザ
ケ
資
源
を
造
成
す
る
試
み
を
続
け
て
い
る
。
当
初

は
道
東
の
西
別
川
だ
け
で
実
施
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
安
平
川
、
静
内
川
、
釧
路
川

の
各
水
系
に
放
流
さ
れ
て
い
て
、
安
平
川
で
の
放
流
は
六
十
年
に
始
ま
っ
て
お
り
、
安

平
川
水
系
の
美
々
川
上
流
で
は
、
十
一
月
頃
か
ら
真
っ
赤
な
婚
姻
色
に
彩
ら
れ
た
ベ
ニ

ザ
ケ
が
遡
上
し
、
天
然
産
卵
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
河
川
捕
獲
数
は
平
成
三
（
一
九
九

一
）
年
の
五
四
二
一
匹
を
最
高
に
、
一
九
九
〇
年
代
前
半
は
毎
年
一
〇
〇
〇
匹
を
超
え

る
親
魚
が
回
帰
し
て
い
た
。
近
年
は
一
〇
〇
〇
匹
を
下
回
る
年
が
続
い
て
い
た
が
、
二

〇
〇
九
年
は
一
一
一
七
匹
の
捕
獲
が
あ
り
、
今
後
の
資
源
増
加
が
期
待
さ
れ
る
。

（
三
）
千
歳
湖
の
無
脊
椎
動
物

千
歳
湖
は
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
の
生
息
地
と
し
て
有
名
で
あ
る
が
、
ト
ン
ボ
の
種
数
が
極

め
て
多
い
湖
で
も
あ
る
。
千
歳
市
内
で
生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
る
約
四
〇
種
の
ト
ン
ボ

の
う
ち
、
二
八
種
が
成
虫
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。
特
に
カ
ラ
カ
ネ
イ
ト
ト
ン
ボ
は
、
環

境
省
の
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
で
準
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
て
い
る
希
少
な
種
で
あ
る
。

楕
円
形
に
く
り
ぬ
い
た
落
ち
葉
を
二
枚
重
ね
た
ユ
ニ
ー
ク
な
巣
を
つ
く
る
コ
バ
ン
ト

ビ
ケ
ラ
属
の
一
種
も
千
歳
湖
に
多
い
特
徴
的
な
種
で
あ
る
。
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
類
や
ガ
ム
シ

類
な
ど
の
コ
ウ
チ
ュ
ウ
目
、
ミ
ズ
ム
シ
な
ど
の
カ
メ
ム
シ
目
の
種
も
多
い
。
昆
虫
以
外

で
は
殻
高
四
�
に
も
達
す
る
大
き
な
巻
貝
、
マ
ル
タ
ニ
シ
が
目
に
付
く
。

ト
ン
ボ
類
を
は
じ
め
と
し
て
、
こ
れ
ほ
ど
水
生
昆
虫
の
多
様
な
湖
沼
は
市
内
に
お
い

て
ほ
か
に
無
い
と
思
わ
れ
る
。
個
々
の
種
へ
着
目
す
る
と
と
も
に
、
多
く
の
種
が
生
息

で
き
る
、
多
様
な
環
境
を
保
全
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

（
四
）
美
々
川
の
無
脊
椎
動
物

源
流
部
か
ら
し
ば
ら
く
は
森
林
の
中
の
浅
い
緩
や
か
な
流
れ
が
続
く
。
オ
オ
エ
ゾ
ヨ

コ
エ
ビ
の
姿
が
目
立
つ
ほ
か
は
、
川
底
が
火
山
性

の
軽
石
や
火
山
灰
で
不
安
定
な
た
め
か
水
生
昆
虫

の
姿
は
あ
ま
り
目
に
し
な
い
。
そ
れ
で
も
バ
イ
カ

モ
に
は
ハ
ナ
セ
マ
ル
ツ
ツ
ト
ビ
ケ
ラ
や
ジ
ョ
ウ
ザ

ン
エ
グ
リ
ト
ビ
ケ
ラ
な
ど
の
ト
ビ
ケ
ラ
類
が
生
活

し
て
お
り
、
各
所
か
ら
湧
き
出
す
湧
水
に
生
え
る

フ
ジ
ウ
ロ
コ
ゴ
ケ
に
は
体
長
五
�
に
も
満
た
な
い

小
さ
な
カ
メ
ノ
コ
ヒ
メ
ト
ビ
ケ
ラ
（
写
真
４－

１３

－

１
）
が
潜
ん
で
い
る
。
川
底
の
砂
利
の
中
に
は

え
ら

房
状
の
鰓
が
特
徴
的
な
モ
ン
カ
ゲ
ロ
ウ
や
フ
タ
ス

ジ
モ
ン
カ
ゲ
ロ
ウ
（
写
真
４－

１３－

２
）
が
潜
っ

て
い
る
。
川
を
下
る
に
従
い
、
徐
々
に
水
量
は
増

え
て
水
深
が
深
く
な
る
と
と
も
に
、
キ
リ
バ
ネ
ト

ビ
ケ
ラ
属
（
写
真
４－

１３－

３
）、
ヒ
ゲ
ナ
ガ
ト

ビ
ケ
ラ
科
、
ホ
ソ
バ
ト
ビ
ケ
ラ
な
ど
の
止
水
性
の
ト
ビ
ケ
ラ
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
。
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二
〇
〇
〇
年

第
六
項

昆

虫

は
じ
め
に

千
歳
に
は
支
笏
洞
爺
国
立
公
園
（
一
九
四
九
年
五
月
指
定
）
を
含
む
面
積
五
九
五
平こ

方
�
に
わ
た
る
多
彩
な
自
然
環
境
が
あ
る
。
山
岳
で
は
支
笏
湖
を
取
り
巻
く
よ
う
に
小

い
ざ
り

に
な
る
さ
ん

漁

山
（
一
二
三
五
�
）、
漁
岳
（
一
三
一
八
�
）、
恵
庭
岳
（
一
三
一
九
�
）、
丹
鳴
山

ふ
っ
ぷ

し
だ
け

（
一
〇
三
九
�
）、
樽
前
山
（
一
〇
四
二
�
）、
風
不
死
岳
（
一
一
〇
三
�
）、
フ
レ
岳
（
一

〇
四
七
�
）
な
ど
一
〇
〇
〇
�
以
上
の
山
が
七
つ
も
あ
る
。
支
笏
湖
に
そ
そ
ぐ
主
な
川

に
は
オ
コ
タ
ン
ペ
川
と
美
笛
川
が
あ
る
。
支
笏
湖
を
主
な
水
源
と
す
る
千
歳
川
に
は
紋

別
川
、
内
別
川
お
よ
び
マ
マ
チ
川
か
ら
の
流
れ
が
加
わ
っ
て
水
量
豊
か
な
清
流
と
な
っ

て
市
の
中
心
部
を
貫
流
し
、
根
志
越
付
近
で
祝
梅
川
と
合
流
し
て
い
る
。
市
の
東
部
に

広
が
る
美
々
湿
原
に
は
多
く
の
湧
水
源
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
水
が
集
ま
っ
て
千
歳
湖

と
水
量
豊
か
な
美
々
川
と
な
っ
て
、
苫
小
牧
市
ウ
ト
ナ
イ
湖
に
注
い
で
い
る
。

支
笏
湖
周
辺
と
紋
別
岳
（
八
六
五
�
）
を
含
む
千
歳
川
流
域
に
は
一
部
に
針
葉
樹
の

植
林
地
が
あ
る
が
大
部
分
は
樹
種
豊
か
な
広
葉
自
然
林
で
、
そ
れ
が
水
明
郷
、
藤
の
沢

を
経
て
蘭
越
、
泉
沢
か
ら
青
葉
公
園
ま
で
広
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
続
く
市
街
域
の
周

辺
に
は
工
業
団
地
と
自
衛
隊
基
地
が
あ
る
。
こ
れ
ら
以
外
の
平
地
に
は
畑
作
農
地
が
広

が
り
、
柏
台
と
駒
里
地
域
に
は
放
牧
草
地
と
小
家
畜
飼
育
施
設
が
あ
る
。

本
項
は
右
記
の
よ
う
な
変
化
に
富
む
多
彩
な
自
然
環
境
で
確
認
さ
れ
た
昆
虫
に
つ
い

て
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
主
な
も
の
は
千
歳
川
周
辺
環
境
調
査
（
一
九
九

（
１
・
２
）

（
３
）

三
年
よ
り
二
〇
〇
一
年
ま
で
連
続
九
年
間
、
千
歳
市
泉
沢
地
区
、
千
歳
市
美
々
プ
ロ

（
４
）

（
５
・
６
）

ジ
ェ
ク
ト
地
域
）、
千
歳
市
自
然
環
境
動
物
調
査
で
あ
る
。
さ
ら
に
北
海
道
昆
虫
自
然

史
研
究
所（
千
歳
市
泉
沢

一
九
八
三
年
創
設
）に
よ
る
二
六
年
間
に
わ
た
る
調
査
デ
ー

タ
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
支
笏
湖
周
囲
の
山
岳
地
域
と
各
河
川
の
源
流
域
の
調
査
が
ま
だ
不
十
分
で

あ
る
こ
と
、
ま
た
調
査
対
象
昆
虫
は
無
翅
昆
虫
五
目
（
ト
ビ
ム
シ
、
カ
マ
ア
シ
ム
シ
、

１０４
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コ
ム
シ
、
イ
シ
ノ
ミ
、
シ
ミ
）
と
カ
ゲ
ロ
ウ
、
カ
ワ
ゲ
ラ
、
ト
ビ
ケ
ラ
の
三
目
（
第
三

節
第
四
項
参
照
）
を
除
く
一
〇
目
に
限
定
し
た
こ
と
を
明
記
し
て
お
き
た
い
。

地
球
は
虫
の
惑
星

昆
虫
は
地
球
に
い
る
全
動
物
の
約
八
〇
�
を
占
め
る
ほ
ど
繁
栄
し
て
い
る
動
物
群
で

（
７
）

あ
る
。
最
近
の
資
料
で
は
一
〇
〇
万
種
を
越
え
て
い
る
。
そ
の
上
熱
帯
雨
林
や
寒
帯

林
・
ツ
ン
ド
ラ
域
な
ど
の
調
査
が
進
め
ば
、
現
在
の
数
倍
の
昆
虫
種
が
発
見
さ
れ
る
も

の
と
推
察
さ
れ
て
い
る
。
今
で
は
至
る
と
こ
ろ
に
見
ら
れ
る
昆
虫
は
、
い
つ
頃
か
ら
地

球
に
現
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

化
石
昆
虫
学
（P

alaeoentom
ology

）
に
よ
れ
ば
昆
虫
の
起
源
は
古
生
代
デ
ボ
ン

紀
（
約
四
億
年
前
）
に
現
れ
た
ト
ビ
ム
シ
、
イ
シ
ノ
ミ
、
シ
ミ
な
ど
に
始
ま
り
、
古
生

代
石
炭
紀
（
約
三
億
年
前
）
に
は
有
翅
の
ム
カ
シ
ア
ミ
バ
ネ
ム
シ
目
（P

alaeodictyop-

tera

）
の
虫
が
現
れ
た
。
こ
れ
は
古
生
代
に
い
た
昆
虫
種
の
約
五
〇
�
を
占
め
る
ほ
ど

（
９
）

栄
え
て
い
た
ら
し
い
。
ム
カ
シ
カ
ゲ
ロ
ウ
目
（M

egasecoptera

）
の
虫
も
こ
の
頃
現

れ
た
。
成
虫
は
カ
ゲ
ロ
ウ
に
似
た
形
を
し
て
い
た
が
刺
・
吸
収
口
を
植
物
体
に
刺
し
て

液
汁
を
と
っ
て
い
た
点
な
ど
現
在
の
カ
ゲ
ロ
ウ
と
は
習
性
が
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
の
頃
発
生
し
て
い
た
原
ト
ン
ボ
目
（P
rotodonata

）
に
は
開
張
七
一
�
も
あ

る
巨
大
な
種
が
現
れ
、
歯
の
あ
る
口
器
で
昆
虫
の
ほ
か
ネ
ズ
ミ
な
ど
の
小
動
物
も
捕
食

し
て
い
た
ら
し
い
が
、
中
生
代
三
畳
紀
末
ま
で
に
消
滅
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
ほ
か
ペ

ル
ム
紀
に
コ
ウ
チ
ュ
ウ
目
と
ハ
エ
目
、
三
畳
紀
に
ハ
チ
目
、
ト
ビ
ケ
ラ
目
、
ジ
ュ
ラ
紀

（
９
）

に
チ
ョ
ウ
目
の
虫
が
現
れ
て
い
る
。

中
国F

ushun

の
露
天
堀
炭
坑
で
は
琥
珀
中
に
と
じ
込
め
ら
れ
た
昆
虫
遺
体
の
研
究

に
よ
っ
て
多
数
の
新
属
新
種
を
含
む
八
目
の
昆
虫
（
カ
ゲ
ロ
ウ
、
ゴ
キ
ブ
リ
、
ア
ブ
ラ

ム
シ
、
カ
メ
ム
シ
、
チ
ャ
タ
テ
ム
シ
、
コ
ウ
チ
ュ
ウ
、
ハ
チ
、
ハ
エ
）
が
報
告
さ
れ
て

い
（
１０
）
る
。
日
本
で
も
野
尻
湖
畔
の
第
四
紀
層
で
見
つ
か
っ
た
オ
サ
ム
シ
、
シ
デ
ム
シ
、
コ

ガ
ネ
ム
シ
な
ど
の
記
録
が
あ
（
１１
）
る
。

さ
ら
に
虫
た
ち
の
習
性
や
生
態
に
か
か
わ
る
化
石
も
多
数
見
つ
か
っ
て
い
る
。
砂
岩

の
中
に
あ
っ
た
蜂
の
巣
、
燐
灰
岩
の
中
の
蟻
の
巣
、
蒙
古
の
白
亜
紀
層
（
約
一
万
四
五

〇
〇
年
前
）
で
見
つ
か
っ
た
ト
ビ
ケ
ラ
幼
虫
の
巣
筒
、
白
亜
紀
層
か
ら
の
ハ
モ
グ
リ
ガ

幼
虫
に
よ
る
鮮
明
な
潜
葉
痕
、
化
石
化
し
た
樹
木
に
残
さ
れ
た
食
材
性
甲
虫
幼
虫
に
よ

（
９
）

る
細
長
い
食
痕
な
ど
の
化
石
も
見
つ
か
っ
て
い
る
。
食
材
性
甲
虫
の
幼
虫
に
よ
る
食
痕

の
化
石
は
北
海
道
で
も
見
つ
か
っ
て
い
る
（
写
真
４－

１４
）。

古
生
代
デ
ボ
ン
紀
に
現
れ
た
昆
虫
類
は
地
殻
変
動
や
古
気
候
、
動
植
物
相
の
変
遷
な

ど
に
対
応
し
て
繁
栄
し
、
現
在
で
は
地
球
最
大
の
動
物
群
と
な
っ
た
。
そ
の
要
因
は
少

な
く
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
本
文
で
は
三
点
だ
け
挙
げ
て
お
き
た
い
。
第
一
に
は
小

型
種
が
多
い
こ
と
。
デ
ボ
ン
紀
に
発
生
し
て
い
た
ト
ビ
ム
シ
目
の
う
ち
キ
ボ
シ
マ
ル
ト

ビ
ム
シ
（
通
称
ピ
ン
ピ
ン
虫
）
は
体
長
〇
・
七
〜
一
・
〇
�
の
微
小
種
で
あ
る
が
、
明

治
期
か
ら
発
生
し
て
い
る
蔬
菜
害
虫
で
（
１２
・
１３
）

あ
る
。
小
さ
な
虫
は
樹
洞
や
葉
腋
の
水
た
ま
り

な
ど
の
狭
い
環
境
で
育
つ
種
が
少
な
く
な
（
１４
）
い
。
都
市
環
境
で
も
缶
・
ビ
ン
、
ゴ
ム
タ
イ

ヤ
な
ど
の
水
た
ま
り
か
ら
発
生
す
る
ハ
エ
目
の
虫
が
多
い
。
第
二
は
堅
い
外
骨
格
で
護

ら
れ
て
い
る
甲
虫
（
例
え
ば
エ
ン
マ
ム
シ
、

コ
ガ
ネ
ム
シ
、
ゾ
ウ
ム
シ
な
ど
）
の
種
数
が

圧
倒
的
に
多
い
点
を
あ
げ
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。
第
三
点
は
現
存
昆
虫
の
多
く
が
前
後
各

二
枚
の
翅
を
も
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
近

距
離
は
自
力
で
、
長
距
離
は
気
流
な
ど
に

よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
移
動
・
分
散
が
で
き

る
。
わ
が
国
の
稲
作
の
大
害
虫
ヒ
メ
ト
ビ
ウ

ン
カ
、
セ
ジ
ロ
ウ
ン
カ
な
ど
は
中
国
南
部
か

ら
日
本
列
島
に
運
ば
れ
て
く
る
こ
と
が
確
か

め
ら
れ
て
い
（
１５
）
る
。

写真４－１４ 食材性甲虫の幼虫による食痕の化石
（中川郡本別町本別沢産）

第４章 生物の分布

１０５
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陸
域
で
は
河
川
湖
沼
な
ど
の
陸
水
に
い
る
水
生
昆
虫
が
少
な
く
な
い
。
し
か
し
海
域

で
も
生
息
し
得
る
水
生
昆
虫
は
、
ウ
ミ
ア
メ
ン
ボ
の
よ
う
な
表
層
種
を
除
け
ば
ま
だ
ま

だ
少
な
い
。
ト
ビ
ム
シ
目
、
シ
ミ
目
、
ハ
エ
目
の
ガ
ガ
ン
ボ
、
ユ
ス
リ
カ
、
ヌ
カ
カ
、

カ
、
ア
シ
ナ
ガ
バ
エ
、
ア
ブ
、
ミ
ギ
ワ
バ
エ
、
ハ
マ
ベ
バ
エ
（C

oelopidae

）、
イ
ソ

バ
エ
（C

anacidae
）、
コ
ウ
チ
ュ
ウ
目
の
オ
サ
ム
シ
、
ガ
ム
シ
、
ハ
ネ
カ
ク
シ
、
ゴ

ミ
ム
シ
ダ
マ
シ
、
チ
ビ
キ
カ
ワ
ム
シ
（
イ
ワ
ハ
マ
ム
シ
）、
ゾ
ウ
ム
シ
、
ト
ビ
ケ
ラ
目

（
二
種
）
な
ど
で
（
１６
・
１７
）

あ
る
。
さ
ら
に
海
水
が
流
入
す
る
河
川
や
沼
な
ど
の
汽
水
域
で
は
ハ

エ
目
、
コ
ウ
チ
ュ
ウ
目
、
カ
メ
ム
シ
目
の
順
に
一
九
七
二
年
ま
で
に
合
計
三
〇
八
種
が

世
界
各
地
か
ら
報
告
さ
れ
て
い
（
１６
）
る
。
こ
れ
ら
の
種
が
今
後
海
域
環
境
に
適
応
し
て
海
水

昆
虫
に
な
り
得
る
か
ど
う
か
、
生
物
多
様
性
の
推
移
に
注
目
す
べ
き
だ
ろ
う
。

千
歳
の
昆
虫
た
ち

表
４－

７
に
示
し
た
よ
う
に
、
千
歳
で
は
一
〇
目
で
三
一
五
七
種
が
認
め
ら
れ
た
。

目
別
で
は
コ
ウ
チ
ュ
ウ
目
が
一
〇
五
一
種
で
最
も
多
く
、
次
い
で
チ
ョ
ウ
、
ハ
エ
、
ハ

チ
、
カ
メ
ム
シ
目
の
順
で
あ
っ
た
。
こ
の
順
位
は
日
本
と
世
界
で
も
著
し
く
異
な
っ
て

い
な
い
の
で
生
態
系
構
造
に
つ
い
て
の
参
考
に
は
な
る
と
思
わ
れ
る
。

次
に
主
要
目
の
記
述
に
あ
た
っ
て
は
、
近
年
千
歳
で
見
つ
か
っ
た
新
種
、
近
年
千
歳

で
見
つ
か
っ
た
北
海
道
新
記
録
種
、
道
内
で
は
産
地
が
少
な
い
種
、
特
異
な
習
性
が
明

ら
か
に
な
っ
た
種
、
近
年
の
侵
入
定
着
種
な
ど
に
焦
点
を
あ
て
て
述
べ
る
。

（
一
）
ト
ン
ボ
目

ム
カ
シ
ト
ン
ボ
科
ム
カ
シ
ト
ン
ボ

道
北
の
一
部
を
除
く
全
道
の
渓
流
上
流
域
に
生
息

す
る
中
型
種
。
本
州
、
四
国
、
九
州
に
も
分
布
し
日
本
で
は
珍
し
い
種
で
は
な
い
。
本

科
に
は
も
う
一
種
ヒ
マ
ラ
ヤ
ム
カ
シ
ト
ン
ボ
が
ヒ
マ
ラ
ヤ
地
方
に
い
る
。
両
種
共
産
地

が
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
世
界
的
視
野
か
ら
す
れ
ば
貴
重
種
と
い
え
よ
う
。

サ
ナ
エ
ト
ン
ボ
科
コ
オ
ニ
ヤ
ン
マ

道
内
に
広
く
分
布
し
て
い
る
が
産
地
が
限
ら
れ
て

い
る
。
千
歳
で
は
蘭
越
付
近
の
千
歳
川
流
域
に
も
生
息
し
て
い
る
が
、
支
笏
湖
畔
は
扁

平
で
幅
広
い
幼
虫
の
脱
皮
殻
と
成
虫
が
少

な
く
な
い
。

（
二
）
バ
ッ
タ
目

カ
マ
ド
ウ
マ
科
ド
ウ
ナ
ン
ヒ
ラ
タ
ク
チ
キ

ウ
マ

森
林
の
樹
皮
下
に
生
息
し
て
い
る

一
二
〜
一
七
�
の
中
型
種
で
、
二
〇
〇
〇

年
に
新
種
と
し
て
報
告
さ
れ
（
１８
）
た
。
羊
蹄

山
、
オ
ロ
フ
レ
峠
、
樽
前
山
な
ど
で
採
ら

れ
た
。

バ
ッ
タ
科
ツ
マ
グ
ロ
バ
ッ
タ
（
旧
名
ツ
マ

グ
ロ
イ
ナ
ゴ
）

中
型
の
バ
ッ
タ
で
雄
で

は
翅
端
が
黒
色
。
草
丈
の
高
い
草
が
生
え

て
い
る
湿
地
に
住
む
。
千
歳
で
は
蘭
越
付

近
の
河
川
敷
の
キ
ク
イ
モ
群
落
に
住
む
。

ウ
ト
ナ
イ
湖
周
辺
の
湿
原
、
渡
島
半
島
南

部
で
も
発
生
地
が
あ
る
が
、
道
東
と
道
北
で
は
発
生
記
録
が
な
い
。
本
州
、
四
国
、
九

州
に
も
い
る
。

（
三
）
カ
メ
ム
シ
目

ハ
ネ
ナ
ガ
ウ
ン
カ
科
ア
カ
フ
ハ
ネ
ナ
ガ
ウ
ン
カ

千
歳
で
は
蘭
越
付
近
の
千
歳
川
河
川

敷
で
見
つ
か
っ
た
が
、
道
内
の
記
録
は
少
な
い
。
本
州
、
四
国
、
九
州
に
も
分
布
し
て

い
る
。

ク
ワ
ヤ
マ
ハ
ネ
ナ
ガ
ウ
ン
カ

原
産
地
は
札
幌
。
千
歳
で
は
一
九
九
六
年
蘭
越
で
採

集
さ
れ
た
希
種
。
本
州
に
も
分
布
す
る
。

カ
メ
ム
シ
科
ミ
ヤ
マ
カ
メ
ム
シ

体
長
六
�
ほ
ど
の
小
型
種
で
千
歳
で
は
泉
沢
で
採
集

さ
れ
た
。
北
海
道
で
は
記
録
が
少
な
い
。
本
州
、
四
国
、
九
州
、
ア
ム
ー
ル
な
ど
に
も

表４－７ 千歳の確認昆虫目別総括表（付日本と世界）

目和名 科数 種数 日本（１９８９） 世界（２００８）
トンボ ９ ４１ １８７ ５，６８０
バッタ １０ ３１ ２２２ ２３，６１６
ハサミムシ ４ ６ ２１ １，９６７
チャタテムシ ３ ８ ８３ ５，５７４
カメムシ ３９ ２３４ ２，８４８ １００，４２８
アミメカゲロウ ７ ２７ １３８ ５，７０４
コウチュウ ８２ １，０５１ ９，１３１ ３５９，８９１
ハチ ３１ ４４８ ４，１５２ １４４，６９５
ハエ ５３ ６１０ ５，２９８ １５２，２４４
チョウ ３６ ７０１ ５，１７３ １５６，７９３

計１０目 ２７４ ３，１５７
２８，９３７
（３１目）

１，０１５，８９８
（３２目）

１０６

第１編 自然と風土
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分
布
し
て
い
る
。

サ
シ
ガ
メ
科
ウ
デ
ワ
ユ
ミ
ア
シ
サ
シ
ガ
メ

（P
o
lyto
xus

arm
illatus

Ishikaw
a

）

苫
小
牧
市
ウ
ト
ナ
イ
湖
周
辺
の
草
丈
二
�
も

あ
る
ヨ
シ
群
落
下
部
に
累
積
し
た
落
葉
層
の

中
に
い
る
捕
食
虫
ヒ
ゲ
ナ
ガ
サ
シ
ガ
メ
の
一

（
１９
）
種
と
し
て
記
録
さ
れ
た
が
石
川
に
よ
り

P
olytoxus

属
の
新
種
と
し
て
記
載
さ
れ
（
２０
）
た
（
写
真
４－

１５
）。
こ
の
属
の
種
は
南
方

に
多
い
が
、
本
種
は
最
も
北
方
ま
で
分
布
し
て
い
る
種
で
あ
る
。
道
内
で
は
現
在
、
千

歳
と
苫
小
牧
の
湿
原
だ
け
に
分
布
し
て
い
る
。

（
四
）
コ
ウ
チ
ュ
ウ
目

こ
の
目
は
種
類
が
多
い
だ
け
に
書
き
留
め
た
い
虫
が
少
な
く
な
い
が
紙
幅
も
あ
る
の

で
特
記
す
べ
き
種
だ
け
に
し
ぼ
っ
た
。

オ
サ
ム
シ
科
ク
マ
ガ
イ
ク
ロ
ア
オ
ゴ
ミ
ム
シ

一
三
�
内
外
の
中
型
で
大
あ
ご
の
牙
が
発

達
し
て
い
る
（
写
真
４－

１６
）。
湿
原
水
辺

に
い
る
が
少
な
い
。
千
歳
川
中
流
河
川
敷
に

見
ら
れ
る
。
石
狩
、
十
勝
、
釧
路
に
も
分
布

し
て
い
る
が
少
な
い
。
本
州
、
シ
ベ
リ
ア
に

も
分
布
す
る
。

エ
サ
キ
マ
ル
キ
バ
ゴ
ミ
ム
シ

一
三
�
内
外
で
湿
原
性
、
千
歳
で
は
千
歳
川
周
辺
に

い
る
。
北
海
道
特
産
種
で
シ
ベ
リ
ア
に
も
分
布
す
る
。

ク
ロ
ズ
カ
タ
キ
バ
ゴ
ミ
ム
シ

千
歳
川
中
流
域
河
川
敷
で
採
ら
れ
た
。
五
�
前
後
の

小
型
で
少
な
い
。
道
内
の
産
地
は
少
な
い
。

フ
タ
ツ
メ
ゴ
ミ
ム
シ

九
�
内
外
で
樹
上
性
の
種
。
千
歳
で
は
マ
マ
チ
川
上
流
の
ノ

リ
ウ
ツ
ギ
の
花
束
か
ら
採
ら
れ
た
。
道
内
の
産
地
は
少
な
い
。
本
州
、
四
国
、
九
州
、

シ
ベ
リ
ア
に
も
分
布
す
る
。

ク
シ
ヒ
ゲ
ム
シ
科
ク
チ
キ
ク
シ
ヒ
ゲ
ム
シ

一
五
�
内
外
で
朽
木
上
に
い
る
。
泉
沢
で

採
集
さ
れ
た
が
道
内
分
布
記
録
は
少
な
い
。
本
州
、
四
国
、
九
州
に
も
分
布
す
る
。

タ
マ
ム
シ
科
エ
ゾ
ア
オ
タ
マ
ム
シ

二
一
�
前
後
の
大
型
で
美
し
い
希
種
。
千
歳
の
ほ

か
道
央
各
地
に
採
集
記
録
は
あ
る
が
、
今
後
採
集
さ
れ
る
可
能
性
は
少
な
い
。
道
特
産

種
で
シ
ベ
リ
ア
東
部
に
も
分
布
す
る
。

カ
ミ
キ
リ
ム
シ
科
ヒ
ゲ
ブ
ト
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ

一
三
�
前
後
の
中
型
種
で
広
葉
樹
洞

性
、
千
歳
で
は
藤
の
沢
の
自
然
林
か
ら
採
ら
れ
た
。
道
内
各
地
に
分
布
す
る
が
希
種
。

本
州
、
四
国
に
も
分
布
す
る
。

ミ
ヤ
マ
ル
リ
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ

小
型
の
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ
で
千
歳
で
は
支
笏
湖
周
辺
で

採
集
さ
れ
た
。

オ
ニ
ホ
ソ
コ
バ
ネ
カ
ミ
キ
リ

恵
庭
岳
か
ら
採
集
さ
れ
た
記
録
が
あ
る
。
ヤ
マ
グ
ワ

か
ら
発
生
す
る
。

ヤ
ハ
ズ
カ
ミ
キ
リ

泉
沢
で
採
集
さ
れ
た
。
道
内
の
産
地
は
少
な
い
。
奥
尻
島
に
も

分
布
し
て
い
る
。

ナ
ガ
ク
チ
キ
ム
シ
科
セ
ア
カ
ナ
ガ
ク
チ
キ

一
〇
�
内
外
、
千
歳
川
蘭
越
付
近
で
採

る
。
道
内
の
記
録
は
少
な
い
。

ハ
ム
シ
科
ジ
ュ
ウ
シ
ホ
シ
ク
ビ
ナ
ガ
ハ
ム
シ

六
〜
七
�
翅
鞘
は
赤
褐
色
で
一
四
個
の

黒
紋
が
あ
る
。
一
九
八
六
年
札
幌
市
月
寒
の
北
海
道
農
試
圃
場
、
一
九
八
七
年
に
は
千

歳
市
泉
沢
で
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
加
害
し
て
い
た
近
年
の
侵
入
害
虫
で
あ
る
。
現
在
は
全

道
各
地
に
広
が
っ
て
し
ま
っ
（
２１
）
た
。

ゾ
ウ
ム
シ
科
ヨ
ホ
シ
ゾ
ウ
ム
シ

マ
マ
チ
川
上
流
の
広
葉
林
で
見
つ
か
っ
た
。
一
〇
�

内
外
の
北
方
系
ゾ
ウ
ム
シ
で
千
島
、
東
シ
ベ
リ
ア
に
も
分
布
し
て
い
る
。

写真４－１５ サシガメ科
ウデワユミアシサシガメ

写真４－１６ オサムシ科
クマガイクロアオゴミムシ
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（
五
）
ハ
チ
目

ミ
フ
シ
ハ
バ
チ
科
カ
ワ
セ
ク
ワ
ガ
タ
ハ
バ
チ

泉
沢
一
九
九
三
年
六
月
採
集
（
一
九
九

八
年
北
海
道
新
記
録
）。

サ
ク
ラ
ク
ワ
ガ
タ
ハ
バ
チ

泉
沢
一
九
九
三
年
六
月
採
集
（
一
九
九
八
年
北
海
道
新

記
録
）。

コ
ン
ボ
ウ
ハ
バ
チ
科
オ
オ
ル
リ
コ
ン
ボ
ウ
ハ
バ
チ

樽
前
山
で
一
九
九
二
年
七
月
採
集

（
一
九
九
八
年
北
海
道
新
記
録
）。

ハ
バ
チ
科
ツ
マ
グ
ロ
ハ
バ
チ

一
九
八
三
年
泉
沢
で
採
集
（
一
九
九
八
年
北
海
道
新
記

録
）。シ

ラ
カ
バ
ノ
ク
ロ
ボ
シ
ハ
ム
グ
リ
ハ
バ
チ

白
樺
の
若
い
葉
組
織
中
に
産
ま
れ
た
卵

か
ら
の
幼
虫
が
葉
内
を
食
害
す
る
ハ
モ
グ
リ
バ
チ
で
泉
沢
に
は
少
な
く
な
い
。

P
hym
ato
cera

ho
kkaid

o
nis
T
o
g
ashi

（
和
名
な
し
）

一
九
九
三
年
五
月
十
五

日
と
六
月
二
日
、
泉
沢
で
採
集
さ
れ
た
ハ
バ
チ
が
新
種
と
し
て
記
載
さ
れ
た
。
本
州
、

四
国
、
九
州
に
い
る
ヒ
ゲ
ナ
ガ
ク
ロ
ハ
バ
チ
と
同
属
で
あ
る
が
、
本
種
は
六
�
ほ
ど
の

小
型
種
で
あ
（
２３
）
る
。

キ
バ
チ
科
コ
ル
リ
キ
バ
チ

本
種
の
幼
虫
は
エ
ゾ
マ
ツ
や
ト
ド
マ
ツ
材
を
加
害
す
る
。

そ
れ
を
建
築
材
と
し
て
用
い
た
場
合
、
柱
や
鴨
居
か
ら
成
虫
が
脱
出
す
る
の
で
穴
が
あ

く
。
札
幌
、
千
歳
市
内
青
葉
・
若
草
、
江
別
市
な
ど
で
被
害
が
報
告
さ
れ
て
い
（
２５
）
る
。

ク
ビ
ナ
ガ
キ
バ
チ
科P

latyxip
hyd
ria

nishijim
ai
T
o
g
ashi

（
和
名
な
し
）

千
歳

市
泉
沢
と
森
町
赤
井
川
で
採
ら
れ
た
キ
バ
チ
が
新
種
と
し
て
記
載
さ
れ
（
２２
）
た
。

P
latyxiphydria

（
ヒ
ラ
タ
ク
ビ
ナ
ガ
キ
バ
チ
属
）
の
種
は
日
本
で
四
種
と
な
っ
た
。

北
海
道
に
は
本
種
だ
け
が
分
布
し
て
い
る
。

（
４
）

カ
ギ
バ
ラ
バ
チ
科
フ
タ
ボ
シ
カ
ギ
バ
ラ
バ
チ

千
歳
湖
周
辺
で
採
集
さ
れ
た
珍
種
。
ス

ズ
メ
バ
チ
の
巣
か
ら
発
生
す
る
特
異
な
生
活
が
知
ら
れ
て
い
（
２６
）
る
。
本
州
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
も
分
布
し
て
い
る
。

ヒ
ラ
タ
タ
マ
バ
チ
科
ク
ロ
ヒ
ラ
タ
タ
マ
バ
チ

一
九
九
四
年
泉
沢
で
採
集
さ
れ
た
食
材

性
昆
虫
の
寄
性
蜂
。
北
海
道
特
産
種
。

ス
ズ
メ
ハ
チ
科
チ
ャ
イ
ロ
ス
ズ
メ
バ
チ

本
種
は
他
の
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
を
乗
っ
取
る

と
い
う
特
異
な
習
性
を
持
っ
て
い
る
。
千
歳
の
森
林
で
は
時
折
採
集
さ
れ
る
。
本
州
に

も
分
布
。

（
六
）
ハ
エ
目

ヌ
カ
カ
科
ナ
ミ
ヌ
カ
カ
（
旧
名
ヌ
カ
カ
）

蘭
越
な
ど
に
多
い
人
畜
（
２７
・
２８
）

害
虫
。

ミ
ズ
ア
ブ
科M

icro
chrysa

jap
o
nica

N
ag
ato
m
i

（
和
名
な
し
）

千
歳
湖
畔
で
採

集
さ
れ
た
が
道
内
の
分
布
は
不
明
。

コ
ガ
シ
ラ
ア
ブ
科
ヨ
コ
ス
ジ
コ
ガ
シ
ラ
ア
ブ

祝
梅
築
堤
で
採
れ
た
北
海
道
特
産
種
。

ム
シ
ヒ
キ
ア
ブ
科
サ
ッ
ポ
ロ
ア
シ
ナ
ガ
ム
シ
ヒ
キ

北
信
濃
で
確
認
、
道
内
の
記
録
は

少
な
い
。

ハ
ナ
ア
ブ
科
オ
オ
コ
シ
ボ
ソ
ハ
ナ
ア
ブ

一
九
九
六
年
北
信
濃
で
採
集
さ
れ
た
北
海
道

特
産
種
。
近
年
の
本
道
で
は
湧
別
町
の
記
録
が
あ
る
。

キ
モ
グ
リ
バ
エ
科
オ
ニ
グ
モ
ヤ
ド
リ
キ
モ
グ
リ
バ
エ

オ
ニ
グ
モ
卵
の
う
か
ら
発
生
す

る
寄
生
蝿
で
あ
る
が
、
泉
沢
で
は
二
〇
〇
五
年
ご
ろ
か
ら
オ
ニ
グ
モ
と
共
に
姿
を
消
し

た
。
原
産
地
福
岡
で
も
ク
モ
の
捕
食
虫
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
（
２９
）
る
。

カ
ト
ウ
ト
ゲ
ム
ネ
キ
モ
グ
リ
バ
エ

新
潟
県
の
稲
か
ら
発
生
し
た
三
�
ほ
ど
の
蝿
で

あ
る
が
多
数
の
刺
が
あ
る
小
楯
板
が
大
き
く
発
達
し
て
特
異
な
形
を
し
て
い
る
。
本
道

で
は
伊
達
市
と
千
歳
市
美
々
か
ら
記
録
さ
れ
（
３０
）
た
。

ニ
シ
ジ
マ
ム
ギ
キ
モ
グ
リ
バ
エ

足
寄
産
の
標
本
で
記
載
さ
れ
た
四
�
内
外
の
蝿
で

イ
ネ
科
植
物
の
潜
茎
虫
で
あ
る
。
北
海
道
、
本
州
、
千
島
、
樺
太
に
分
布
し
て
い
（
３１
）
る
。

イ
エ
バ
エ
科
キ
バ
ネ
ク
ロ
バ
エ

黒
光
り
す
る
体
に
黄
色
の
翅
を
も
つ
一
三
�
内
外
の

蝿
で
あ
る
。
冬
眠
あ
け
か
ら
六
月
ご
ろ
ま
で
フ
キ
な
ど
の
植
物
を
食
べ
た
ヒ
グ
マ
の
糞

か
ら
発
生
す
る
。
登
山
路
の
植
物
上
で
日
向
ぼ
っ
こ
を
し
て
い
る
こ
の
蝿
が
多
け
れ

１０８
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ば
、
ヒ
グ
マ
の
活
動
域
が
近
い
と
考
え
る
べ
き
で
あ
（
３２
）
る
。

ヤ
ド
リ
バ
エ
科
マ
イ
マ
イ
カ
ブ
リ
ヤ
ド
リ
バ
エ
（
仮
称
）S

tro
ng
yg
aster

nishijim
ai

M
esnil

こ
の
蝿
は
エ
ゾ
マ
イ
マ
イ
カ
ブ
リ
成
虫
に
寄
生
す
る
美
し
い
蝿
で
北
海
道
特

産
種
で
（
３３
・
３４
）

あ
る
。

（
七
）
チ
ョ
ウ
目

メ
イ
ガ
科
ヒ
メ
ク
ロ
ミ
ス
ジ
ノ
メ
イ
ガ

一
九
九
七
年
千
歳
市
北
信
濃
で
採
集
さ
れ
た

（
１
・
２
）

道
内
で
は
珍
し
い
種
。

ア
ゲ
ハ
モ
ド
キ
ガ
科
ア
ゲ
ハ
モ
ド
キ

美
々
の
北
西
台
地
の
ヤ
ナ
ギ
疎
林
で
の
ラ
イ
ト

ト
ラ
ッ
プ
に
よ
る
調
査
で
採
れ
た
。
道
内
の
産
地
は
少
な
い
。
本
州
、
四
国
、
九
州
に

（
４
）

も
分
布
す
る
。

（
１
・
２
）

ヤ
ガ
科
ク
シ
ロ
ツ
マ
ジ
ロ
ケ
ン
モ
ン

一
九
九
五
年
千
歳
市
蘭
越
で
採
れ
た
珍
種
。

（
１
・
２
）

シ
ベ
チ
ャ
ケ
ン
モ
ン

一
九
九
五
年
千
歳
市
北
信
濃
で
採
れ
た
。

（
１
・
２
）

ト
ビ
モ
ン
ア
ツ
バ

一
九
九
六
年
千
歳
市
蘭
越
で
確
認
。

ス
ズ
メ
ガ
科
オ
オ
ミ
ズ
ア
オ

千
歳
市
白
樺
六
丁
目
で
は
電
柱
に
集
ま
っ
た
も
の
が
カ

ラ
ス
に
食
わ
れ
て
し
ま
う
。

ヒ
ト
リ
ガ
科
リ
シ
リ
ヒ
ト
リ

北
海
道
特
産
種
で
道
東
に
少
な
く
な
い
が
千
歳
で
は
珍

し
い
。

註
（
引
用
・
参
考
文
献
）

（
１
）
千
歳
川
周
辺
環
境
調
査
検
討
委
員
会
『
千
歳
川
周
辺
環
境
調
査
検
討
委
員
会
調
査
業
務
と

り
ま
と
め
』
一
二
四
頁

（
財
）
北
海
道
開
発
協
会

二
〇
〇
三
年
（
２
）
千
歳
川
周
辺
環
境
調

査
検
討
委
員
会
「
千
歳
川
周
辺
昆
虫
調
査
（
一
九
九
三
〜
二
〇
〇
一
）『
千
歳
川
周
辺
環
境
調
査

検
討
委
員
会
調
査
業
務
と
り
ま
と
め

資
料
編
』
資
料
一
三
（
七
三
頁
）
（
財
）
北
海
道
開
発

協
会

二
〇
〇
三
年
（
３
）
千
歳
市
『
千
歳
市
泉
沢
地
区
第
二
期
開
発
事
業
に
係
る
環
境
影
響

評
価
書
』
一
六
四
頁

一
九
八
六
年
（
４
）
同
『
千
歳
美
々
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
係
る
環
境
影
響

調
査
書
』
三
二
八
頁
、『
同
資
料
編
』
一
二
六
頁

一
九
九
三
年
（
５
）
千
歳
市
環
境
部
、
エ
ヌ
・

エ
ス
環
境
科
学
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（
株
）『
千
歳
市
自
然
環
境
動
物
基
礎
調
査
報
告
書
』
一
七
五

頁

一
九
九
五
年
（
６
）
エ
ヌ
・
エ
ス
環
境
科
学
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（
株
）『
千
歳
市
民
動
物
調

査
解
析
業
務
報
告
書

昆
虫
類
』
八
五
〜
一
四
二
頁

一
九
九
六
年
（
７
）F

oottit
R
.G
.
and

P
.H
.A
dler

Insect
B
iodiversity,

W
iley-B

lackw
ell,
O
xford,

U
k

六
三
二
頁

二
〇

〇
九
年
（
８
）
三
橋
淳
『
昆
虫
学
大
事
典
』
一
二
〇
〇
頁
（
特
に
二
〇
頁
）
朝
倉
書
店

二
〇

〇
三
年
（
９
）G

rim
aldi

D
.
and

M
.S.
E
ngel

E
volution

of
the
Insects,

C
am
bridge

U
niversity

P
ress

七
五
五
頁

二
〇
〇
五
年
（
１０
）
洪
友
崇
『
中
国
琥
珀
昆
虫
志
』
４８
図

版
六
五
三
頁

二
〇
〇
二
年
（
１１
）
野
尻
湖
昆
虫
グ
ル
ー
プ
『
昆
虫
化
石
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
一

二
六
頁

ニ
ュ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
社

一
九
九
八
年
（
１２
）
松
村
松
年
『
日
本
害
蟲
編

下
巻
』
二

一
三
頁

裳
華
書
房

一
八
九
九
年
（
１３
）
桑
山
覚
『
北
方
の
農
作
物
害
蟲
』
一
五
八
頁

北

方
文
化
出
版
社

一
九
四
三
年
（
１４
）
茂
木
幹
義
『
フ
ァ
イ
ト
テ
ル
マ
ー
タ
』
二
一
三
頁

海

遊
舎

一
九
九
九
年
（
１５
）
岸
本
良
一
『
ウ
ン
カ
海
を
渡
る
』
二
三
一
頁

中
央
公
論
社

一

九
七
五
年
（
１６
）L

anna
C
heng

M
arine

Insects,
N
orth

H
olland

P
ublishing

C
am
-

pany

五
八
一
頁

一
九
七
六
年
（
１７
）T

okunaga
M
.
F
em
ale
and

lavra
of
the
m
a-

rine
cranefly,

L
im
onia

（Idioglochina

）gloriose
T
okunaga,

A
nnot.２００１

.
jap.１８

,

一
〇
一
〜
一
〇
四
頁

一
九
三
九
年
（
１８
）Ishikaw

a
H
A
new

species
of
the
genus

A
lpinenoplophilus

（O
rthoptera

R
haphoridae,

A
noplophilnae

）from
H
okkaido,

Ja-

pan,
J.
Syst.

E
nt,
６

（１

）

五
九
〜
六
二
頁

二
〇
〇
〇
年
（
１９
）
西
島
浩
「
ウ
ト
ナ
イ

沼
周
辺
の
昆
虫
〜
地
表
性
甲
虫
と
湿
原
性
昆
虫
を
中
心
に
」『
日
本
の
生
物

４
（
１２
）』
二
八

〜
三
三
頁
（
２０
）Ishikaw

a
T
adashi

and
Y
ano

Shinji
A
R
evision

of
the
G
enus

P
olytoxus

（H
eteroptera

:R
eduviidae

）from
Japan,

E
ntom

ological
Science,

５

（３

）

二
六
三
〜
二
六
六
頁
二
〇
〇
二
年
（
２１
）
西
島
浩
・
斉
藤
修
「
北
海
道
に
お
け
る
ジ
ュ

ウ
シ
ホ
シ
ク
ビ
ナ
ガ
ハ
ム
シ
の
発
生
」『
北
日
本
病
虫
研
報

３９
』
二
三
七
頁
〜
二
三
八
頁

一

九
八
八
年
（
２２
）T

ogashi
Ichiji

Sym
phyta

（H
ym
enoptera

）of
H
okkaido,

Japan.
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B
ull.
B
iogeogr.

Soc.
Japan,５３

（１

）

三
九
〜
四
七
頁

一
九
九
八
年
（
２３
）T

ogashi

Ichiji
Sym

phyta

（H
ym
enoptera

）Collected
by
D
r.
y.
N
ishijim

a
In
H
okkaido,

Ja-

pan.
B
ull.
B
iogeogr.

Soc.
Japan,５２

（１

）

一
〜
六
頁

一
九
九
七
年
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